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取扱説明書 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneei^jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

y 0070 -800-81 81 -22 

-般電話 03-5496-2986 

を 月曜〜金曜 

付 9:30〜18:00 

胃 ±曜.日曜.祝日 
胃 9:30〜12:00、13:00〜17:00 

(弊社休業曰を除をます。） 

《フリーフオンおよびフリーダイヤルは、 
携帯電話- PHS からはご利用になれませ 
ん。一般電話は、携帯電話- PHS からご 
利用可能ですび、通話料びかかります。 


AV マルチチヤンネルアンプ 


VSA-LX 


VSA-AX^AH 


70 

4ah 


VSA-AX 乙 AH 
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準備 


まを上のごを意 


•を全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r 安全上のご注意 J をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をを全に 
正しくお使いいただを、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな給 
表示をしていまず。その表示と意味は;欠のよラになつ 
ていまず。 

巧客をよく理解してか5本夕をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性が想定されるの客を示し 
ていまず。 


A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害の 
みの発生が想定されるの客を示していまず。 


絵表示の例 


A A 記号はま意(警告を含む）しなければな目 
ない巧客であることを示していまず。 

図の中に具体的なま意巧客(左図の場合は感 
電ま意)が描かれていまず。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止の客(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 


を 


参記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示巧客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 


います。 
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A 警告 


具常時の処置 


を 


万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると火災•感 
電の原因とな0まず。すぐに機器本体の電 
源スイツチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いてください。煙が出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですか5 
絶対おやめ < ださし、。 


を 


万一内部に水や異物等び入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5巧いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると火災- 
感電の原因とな0ます。 


を 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイツチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 


を 


♦ 電源プラグの刃および刃の付近にほこ0 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてか5乾いた巧で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


0 


電源コードの上に重いをのをのせたり、 
コードが 本機の下敷きにな5ないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
5れないようにしてください。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因とな0ます。 コー 
ドの上を敷物などで覆ラことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
お0ます。 


0 


♦ 放熱をよくするため他の機器、壁等から間 
隔をと0、またラックに入れる時はすさ間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさびないでください。内部 
に熱びこもり、乂災の原因となることびあ 
ります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたん/やふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 


Q 


♦ 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のご注意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場合、発熱により火災 • 
感電の原因となることがあります。また電 
源 コー ドは本製品に付属のわの!^处がは使 
用しないでください。他の電源 コー ドを使 
用した場含、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5火 
災•感電の原因となることがあ0ます。 










準備 


使用援境 



この機器に水び入ったり、城5さないよラ 
にごを意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使巧 
は特にごま意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 


0 

您) 


本機の通風孔などか5、内部に金属類や燃 
えやすいわのなどを差し込んだり、落とし 
込んだ0しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭 
ではご注意くださし、。 

本機の力/ (一を外したり、改造した0しない 
でください。内部には電圧の高い部分びあ 
り、火災•感電の原因とな0ます。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼ください。 


Q 


表おされた電源電圧（交流1日0ボルト 
已日 Hz/60 Hz) 政外の電圧で使用しない 
でください。火災•感電の原因となります。 


Q 


この機器を使用でさるのは曰本国巧のみで 
す。舱舶などの直流 (D C) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因とな0ます。 


使用方法 


0 


電源]-ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に刚ブたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
した0しないでください。コードび破損して 
火災•感電の原因とな0ます。コードび傷ん 
だ5 ( お線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 


Q 


雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグ 
口ま触れないでください。感電の原因となり 
ます。 



本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物を置かないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場含、火災•感電の原因とな 
ります。 



城れた手で(電源)プラグを抜を差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


Q 


製品に付属の霞原]ンセントには、そのパネ 
J レおよび取扱説明菌こ表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし、。火災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでくださしVまた表示してあ 
る電力!^处内であつてち、電源を入れた時に大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 


A 注意 


設置 



電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱した0、ほこりび付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することがあ 
0ます。 


A 


キャスター付きの場をにはキャスター止 
めをしてください。動いたり、倒れたりし 
てけびの原因となることびあ0ます。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、それぞれの機器の 
取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、説明 
に従って接続してください。また、接続は 
指定のコードを使用して < ださし、。 


Q 


電源プラグは、根元まで差し込んでをゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して火災の原因となることがあ 
0ます。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
0、倒れたりしてけびの原因となることび 
あります。 


Q 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこ0のをい場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びおじます。 


A 


電源を入れる前には音量を最ルにしてく 
ださい。突然大さな音び出て聴力障害など 
の原因となることびあ0ます。 


0 


♦ 本機の上に重いものや外枠か5はみ出る 
ような大きなものを置かないでくださし、。 
バランスび < ずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることがあ0ます。 


Q 


本機の上にテレビを置かないでください。 
放熱や通風び巧げ5れて、火災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除さます。） 
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具常時の処置 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つさ火 
災•感電の原因となることびあ0ます。必 
ずプラグを持って巧いて < ださし、。 


0 


電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被ふくげ溶けて、火災•感電 
の原因となることげありまず。 


を 


♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントか5抜さ、外部 
の接続コードをがしてから、行ってくださ 
し、コードび傷つき火災•感電の原因とな 
ることびあ0ます。 


瓜 


♦ お子様びカセットテープ、ディスク挿入口 
に、手を入れないよラにごを意ください。 
けがの原因になることびあります。 


A 


• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないようにごを意ください。耳を刺 
激するよラな大をな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響をちえることがあ 
ります。 


を 


♦ 旅行などで長期間、ご使用にな5ない時は 
ま全のため必ず電源プラグをコンセント 
から巧いて < ださし、。 



Q 


• 本機の上にテレビやオーディオ機器をの 
せたまま移動しないでください。倒れた 
り、落下してけがの原因となることびあり 
ます。重い場合は、持ち運びは2人拟上で 
行ってください。 


0 


♦ 指定];(がの電池は使巧しないで < ださい。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
よ0、火災‘けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 


♦ アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることびあ0ます。 

一 B S、C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取0付けてく 
ださし、。 


0 


♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることげあります。 


A 


電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス(十)マイナス(一)の向さ）にを意し、表 
示どお0に入れてください。間違えると電 
池の破裂、液ちれによ0、乂災‘けびや周囲 
を巧損する原因となることびあります。 



• 長時間使用しない時は、電池を取0出して 
おいてください。電池か5液びちれて乂災、 
けび、周囲を巧損する原因となることがあ 
ります。もし液がもれた場合は、電池ケース 
についた液をよく a き取ってから新しし谭 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


短巧方を 


0 


♦ ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器巧で高速回転しますので、飛び 
散ってけがの原因となることげあります。 


Q 


♦ レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障書を起 
こすことびあります。 


0 


• 長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることがあります。 


Q * 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごま意ください。 
倒れた0、壊れたりしてけがの原因になる 
ことびあ0ます。 


0 


♦ 電池は加熱したり分解した0、乂や水の中 
に入れないでください。電池の破裂、液われ 
により、乂災、けがの原因となることびあり 
ます。 


保す•点検 


A 


• 日年に一度く5いは内部の掃除を P お売店な 
どにご相談ください。内部にほこりびた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることがあ0ます。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に巧ラとより効果 
的です。なお、掃除費用については販売ちな 
どにご相談ください。 



♦ お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントか5抜いて行ってください。 
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付属品を確認する 



U モコン 


単3おマンガン乾電池 
に本） 


置にごいて 


放熱のため、本機の上に物を置いたり、 
巧やシートなどを被せた状態でのご使用 
警告は絶対におやめください。異常発熱によ 
り故障の原因となる場をがあります。 

. ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cmi ； Lb 空間をあけてください。 


リモコンに電池を入れる 




セツトアップ用マイク 
(曰 m ) 


電源コード 


保証書 

取扱説明書(本書） 

取扱説明書(ホームメディアギャラ U —編） 

( VSA - LX 70/ AX 4 AH のみ） 




• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正し<入れてください。 

. 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのがあります。種類の違ラ乾電池を混せ‘て使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月じし b ) U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってか6新しい乾電池を入れてください。 

. 不要となった電池を廃棄する場创ま、各地ち自治体の指示炼例）に従って処理してください。 


.U モコンの操作範囲び極端に狭くなってをたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換する際は、なるべく已分!;!巧に行ってください。それ ULh では、リモコンの設定が解除される可能性があります。再度 U モ 
コンの設定を行ラ場合は、 r 他機器を操作ずるための U モコン設定をする」をご覧ください (87 ページ)。 
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スピーカーの接続 . 

スピーカーインピーダンスの切り換え..., 
映像磯器の接続について 

(パイオニアビデオコンバーター） . 

TV (モニター)の接続 . 

□ VD プレーヤーの接続 . 

ブルーレイディスクプレーヤーの接続 ........ 

□ VD レコーダーやビデオデッキの接続 ..... 

ビデオカ^ラやゲーム機器の接続 . 

前面端子を使った接続 . 
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映像信号のコンポーネント/04ビデオ接続 
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プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 

デジタル音声機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


アンプから音を出す〜基本再生〜 . 35 

音声入力信号の切り換え . 36 

ヘッドホンで聴 < . 36 

U スニングモードでいろいろな音を楽しむ . 37 

位相乱れ（群遅延）の補正 . 40 

低域の位相乱れ（群遅延）を補正する 

(PHASE CONTROL ) . 40 

全帯域に渡る位相乱れ（群遅延）を補正する 
(FULL BAND PHASE CONTROL ) .41 


し巧いろな状況に合わせた機能を選択/調整する... . 43 
し巧いろな状況ごとに最適な音場補正の設定を 
選巧する 


フ□ントパネル . 17 

フ□ントパネルドア内部 . 18 

リモートコント□-ル . 19 

アンプコント□-ル部 . 19 

テレビ/他機器コント□ール部 . 20 

フ□ントパネルディスプレイ . 21 
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接続した機器間で録音/録画をする . 

録音/録画しなび5別の入力の機器を再生する.... 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 

フ□ントノてネル表示部の明るさを調整する . 

ス U - プタイマーを設定する . 

再生中の音声や設定内容を確認する 

(ステータス画面） . 

スピーカーシステムを切0換える . 


本機で設定でさること . 

I 」スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 

本機の Advanced MCACC とは . 

システムセットアップ設定の手順 . 

Auto MCACC をよ D 詳細に測定/設定する ...... 

スピーカーの使用用途を選択する 

〜 Suit Back System 〜 . 

I 」スニング環境をお好みに調整する 

〜 Manual MCACC 〜 . 

スピーカー出カレベルの微調整 

(Fine Channel Level ). 

スピーカーまでの 距離の微調整 

(Fine SP Distance ). 

定在波制御 （ Standin 呂 Wave ). 

チャンネルごとの周波数特性の補正 （EQ Adjust ) 
部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 

(EQ Professional ). 

スピーカーの位相乱れを補正ずる 

〜 FULL BAND PHASE CTRL 〜 . 

MCACC MEM 日 RY のデータ管渾をする 

〜 Data Management 〜 . 

設定データを確認する 

(MCACC Data Check ). 

設定データの名前を変更する 

(Memory Rename ). 


安全上のごま意 . 2 

付属品を確認する . 已 

設置について . 已 

リモコンに電池を入れる . 已 

本機の特長〜こんなことびできます〜 . 8 


ホームシアター入門 . 9 
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設定データをコピーする 

(MCACC Memory Copy ). 

設定データを消去する 

(MCACC Memory Clear ). 

スピーカーやサブウーファーの音を調整する 
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(Multi 加 In Setup ). 
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本 11 の 4 奇長〜こんなことびでをます〜 


高音質-多機能な本機 VSA - LX 70、 VSA - AX 4 AH および VSA - AX 2 AH の主な特長をまとめました。 
ジ」に進むと、それぞれの機能や操作を楽しんでいただけます。 


「本書の掲載ペー 


を搭載織 


3 


U Advanced MCACC 

^聴惑のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネルの音場設定 
を自動化しました。 MCACC は実際の製作現場で行われる高精 
度な調整技術を研究し、家庭用に改良したをのです。音場を正 
確に測定しチャンネル間の空間情報の歪みを補正します。 
最新型の MCACC では、お部屋の残響特性を考慮した補正 
や、一般家庭に起さやすい定在波の制御などが可能です。ま 
た補正前後の残響特1生グラフを PC 表示することもできます。 

ク ) HOME MEDIA GALLERY を搭載 

一 ( VSA - LX 7 日/ AX 4 AH のみ） 

LAN 端子でホームネットワークと接続することで、パソコン 
内にある音楽ファイルを再生することができます。 

また、インターネットラジオをお楽しみいただけます。 

FULL BAND PHASE CONTROL 機能 

ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によって生じてい 
た低域の位相乱れ(群遅延)を補正する 「PHASE CONTROL 」 
機能に加え、スピーカーの位相乱れ（群遅延）を補正する 
「FULL BAND PHASE CONTROL 」 機能を搭載。システム 
全体を通して全帯域の位相特性をそろえることで、より自然 
で原音に忠実なヴウンドをお楽しみいただけます。 

HDMI バージヨン 1.3a 搭載 

映像と音声をデジタル伝送でさる HDMI 端テ（ドルビーデジタ 
J レプラス、レビー TrueHD や DTS - EXPRESS 、 DTS-HD 
Master Audio などを含むあらゆるデジタル音声フオーマッ 
卜に対応。また、 DeepColor 出力にも対応。 HDMI コント 
□ール機能も搭載し、 HDMI 機器との連動動作を実現） 

ち;!その他の主な特長 

^ • iPod の音楽や映像を楽しめる、 iPod 専用端子 
- THX SELECT 2 の認証を取得 

-「ビデオスケーラー」、 「 I / P 変換」、「デジタルビデオコン 
ノ くーター」搭載で高画質映像の再生環境を実現 
-フ□ントサラウンド•アドバンス機能を搭載 
-学習機能付さ多機能 LCDU モコンを付属 
-省エネルギー設計(待機時 0. 日曰 W ) 


〇 


〇 


〇 


本書の掲載ページ 

R 12 

「1」ス ニン グ環境を測定して最 
適な設定をする 
〜 Auto MCACC 〜」 

R 68 

「部屋の残響特性の測定と残響 
を考慮した補正 
(EQ Professional )」 


別冊 

ホーム^ディアギャラ IJ 一用 
取扱説明書 


R 40 

「位相乱れ(群遅延)の補正」 




〇 


P .52 

「 HDMI 伝送で高品位な音声と 
映像を再生する」 

P .109 

「デジタル音青フオーマットに 
ついて」 

P .49 

「 iPod をつないで再生する」 

P .109 

「デジタル音声フオーマットに 
ついて」 

R 26 

「映像機器の接続について（パ 
イオニアビデオコンバーター)」 


パイオニアの設計思想：アドバンスド-マルチチャンネル-ステレオフォニック思想 

r 原音再生とは、ヴウンドク U エーターの思い （ soul ) を伝えること」 

といラ私たちの思想を実現するため、料下の3ステップをお約束します。 

ステップ 1) 妥協を排した高音質設計 

ステップ 2) 視聴環境の精密調整機能 (Advanced MCACC ) の搭載 
ステップ 3) 原音製作を (エアー スタジオ技術者）による音質チューニング 
この思想は、映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社り VU ウッド)や、音楽レコーディング業 
界の最高峰 エアー スタジオ社(□ンドン）といった、実際の制作現場の技術者への徹底的なヒア U ングによ 
り構築されました。 






まずはほつてみましよう 


本章「ホームシアター入門」をご覧いただ<だけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことがでさます。 

f - 

スブッブ_!接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 

も■かみ4 設定ずる . n 」 スニング環境を測定して最適な設定をする〜 Auto MCACC 〜」 

-げ厂お 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 

V 

7ルチチヤンネルサラウンド再をとは 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマツトであるため、単に「已 .1 ch サラウンド」と記載されている場合は、 q 

「ドルビーデジタル(已 .1 ch )」 であることを示します。 


3本じ(上のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

©ドルビーデジタルまたは DTS ヴラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生する場合 

マルチ ch ソフト（已 .1 ch 収録び一般的）には各チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己.] ch 再生 
でち十分な立体感び得5れますび、色々なモードとの組みをわせによ0、最大7.] ch での臨場感あふれる再生ち可能 
です。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの2 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトが2 ch 収録の場合でも、ドルビープ□□ジック IIX や Ne 日:目技術などを施すことで、最大7.] ch での再生び巧 
能です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることち、ホームシアターの醒醜味です。 


[ 爆発音などの低音を出力します。 

r センター\ I ~ " 
スピーカー ( C ) \ , 


ほ有専用なので. 0.1 チヤ、 
V ンネルと呼ば〇てい丢す。ノ 


フ□ント L 

スピーカー左 ( L ) 



f 自分の頭上を巧巧おび巧んでい'\ 
くよ5な有のち動やで体感を楽 
、しめます。 ) 


} フ□ント 

スピーカーも ( R ) 


セ U フはちにセンタースピーカーか5 
[再生されます。 


サラウンド\ 
スピーカー左 ( SL ) 


常にずベてのスピーカーから音び出ているとは 
限りません。 


J パワード 

サブウーファー ( SW ) 




サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 



サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


DVD ソフトの音声記録ち式(フォーマット)を知るには？- 

多くの DVD ソフトでは、パッケージ(裏面)に政下のように表示されています。1枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることがを<、聴<音声を選ぶことがでさます。 

例） の T ) ] .英語（已 .1 ch サラウンド） 口 □ 「DOLBY I 

ノノ DIGITAL 

2. 曰本語 （ ドルビーサラウンド） nn i DOLBY SUBROUIMD 


1.英語（已 .1 Ch サラウンド） 


2. 日本語（ドルビーサラウンド） 


3.英語 （ DTS 已 .1 Ch サラウンド） 


収録音声数 


記録ち式 


音声記録方式(フォーマット） 


ホームシアター 















まずはほつてみましよう 

スブッブ J 接続する_ 

機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか b 抜いてください。 

接続図の U アバネルは VSA - LX 70 ですび、 VSA - AX 4 AH および VSA - AX 2 AH も同じように接続ずることびでき 
ます。 


テレビ / DVD プレーヤーとのち続 


ドルビーデジタルや DTS といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード吕本、同卽ケープル(または光ファイバーケープル ）1 本をご用意くだをい。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続する場合は設定の変更が必要です。詳しくは入力の設定 (1叩山 Setup ) (一 83 ぺージ) 
をご覧 < ださい。 



■光ファイノてーケーブル/同軸ケーブル 

-急な角度に折り曲げないでください。保管 
するとをは、直径び]己 cml ； LL になるよラ 
にして < ださい。 

-接続の隙は端テの向さを合わせてしっかり 
契まで差し込んでください。誤った向さで 
む0や0挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを巧いてもシャッターび閉ま5なくな 
ることびあります。 


光ファイバーケーブル 



同軸ケーブル 
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まずはほつてみましよう 


スピー カ ことの 巧続_ 

7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を巧ラことで、サラウンドバックやセ 
ンタースピーカーびない場合でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドげ楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用<ださし、。 



才ーディオコード 
(モノラル） 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 

パヮ-ド 

サプウーファー ( SW ) 


フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


サラウンド\ 
スピーカー左 ( SL ) 



ヴラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


ヴラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 



すべての接続が終了した 
5、電源コードを家庭用 
コンセントに接続します。 

丄 


CO ； 


贏國圆赢圆圆: 

,1 L^ayJ L^ayJ 

圈鹽圈層圈圈國 s 


圈 


圏 


フ□ント 
ち ( R )/ 左 ( L ) 


1 


圏 


變 


SUmOUN。BACK , P 


圏 


ち ( SR )/ 左 ( SL ) 


圏。 


センター ( C ) 


サラウンドバック 
ち ( SBR )/ 左 ( SBL ) 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するときは L ( Single ) 
端モ側に接続してください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 



© 線をねじる。 

③ スピーカー端 テを緩め、 スピー 
力ーコードを 差し込む。 

③スピーカー端子を締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読み < ださい。） 


1 


A ： 

注意 


インピーダンスが目 n 〜1日城のスピーカーをご使用ください。 

6 n じ(上8 ^2未満のスピーカーをご使用になるときは「スピーカーインピーダンスの切り換え」 

(一2己ページ）を行ってください。 

スピーカーと本機の +/- を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出してい 
ないことを確認してください。芯線が U アパネルに接触したり、 +/- が接触すると、保護回路 
が働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 


ホ—ムシアタ—入門 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ g 設定する 


リスニング居境を測定して最適な設定をする〜 A 山0 MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです。 


ち記①〜@の測定/解析にかかる時間 

の合計3〜7分程度 


A 

注意 


測定中は大さな音でテスト I -ーンが出力され 
ます。近離住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 


• サラウンドバックチヤンネルの設定 
•測定、設定値の保存先選択 


初期測定(測定環境のチェック） 

①暗騒音（部屋の騒音）の測定 
@マイク感度の診断 
⑤を ch のスピーカー有り無し判定 


スピーカーの有り無し判魅吉果のユーヴー確認(または修正)1 


システム全体の解巧/測定 

④ スピーカー システム 

(を ch の低域再生能力を判定） 

⑤ スピーカーの出カレベル 

(を ch の出カバランスを浦正) 

⑥ スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

⑥残響特性の測定 
感視聴環境の周波数特性 
(出力音靑の音色を統一） 


スピーカーの位相乱れの解が/測定 

⑩ スピーカーの 群遅延特性 

(高域に対する低域の遅れを補正) 


システム全体の解析結果のチェック 


7 ；才ートセットアップでき動測定を開始ずる 


• 測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 

• システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働去ますび、いずれかのボタンを巧すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと U スニングポジション(マイク)の間に障害物びあると、正確に測定できないことびあります。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーのが側から U モコンで操作を行ってください。 


1 「む STANDBY/ON 


应 



□。 



1 本機とテレビの電源を入れる。 

本体の 6 STAND 巨 Y / ON ボタンを巧します。 

'广 二 ■ 二 

• サブウーファーを接続しているときは、測定のためサブウー 

ファーの電源を入れてボ U ュームレべルを適度に上げておいてく 
ださい。 

•テレビに ニュー画面び表示されるようテレビ側の入力切換を含 
わせて < ださい。 


2 セットアップ巧マイクを接続ずる。 

付属のオートセットアップ用マイクを接続して、 U スこ 
ングポジションに配置してください。 

マイクの接続は次ページをご覧<ださい。 

マイクを差し込むと Auto MCACC 画面が表示されます。 
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まずはほつてみましよ 5 



U スニングポジション、、 
(耳の巧置)に兰脚や台などを 
使って水平に言受置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


— —节… I 




サラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 


付属のセットアップ巧マイクを TV モニ 
ターの近<に置いてオートセットアッ 
プを行わないで<ださい。 


3 


4 


5 


フ□。-ラム 

[1 なか!网 

B ^いぶ园 


©お， 
ビデオ u 
卜だュー 

の 


-なみ巧ち 

3〜6 


'D/LD 
urr Bad 


Surr Back System — 

… MJiiHIBHCTni ル 


Save SYMMETRY to 
[M1. MEMORY 1 


[START] 

ENTER:Next た ： Cancel 


'D/LD 
urr Bac 


Surr Back System 
[Normal (default)] 


Save SYMMETRY to _ 


[START] 

ろ : Cancel 


'D/LD 
,而画 

urr Bac 


Surr Back System 
[Normal (default)] 


Save SYMMETRY to 
[M1. MEMORY 1 


ENTER:Start ろ ： Cancel 


3 サラウンドバックシステムの設定をする。 

通常は [Normal ( default )] を逞択します。 

詳しくは r スピーカーの使用用途を選択する」（一63ペー 
_ジ)をご覧ください。_ 

4 測定/設定値の保存巧を選ぶ。 

保存先は [ Ml . MEMORY 1] から [ M 6. MEM 日 RY 目] 
までを選ぶことができます。周波数特性の補正タイプ 
( EQ の補正力ーブ)は SYMMETRY (一目〇ぺージ)で補 
正されます。 


5 


[ START ] を選んで巧定する。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 
手順日(なページ)へお進みください。 


A 

注意 


オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 

ボ U ュームを下げることをでさますが、正しく設定さ 
れない場合があります。ルさなお子様がおくにいる場 
合などはごま意ください。 


SYMMETRYUI 外の補正力ーブ (ALL CH ADJUSTS 
FRONT ALIGN ) で補正したいときはに USTOM ] を選 
び、設定します。また [ CUST 日 M ] を選んで決定する 
と、項目別の測定を行ラことができます。詳しくは 
「Auto MCACC をより詳細に測定/設定する」卜61 
ページ)をご覧 < ださい。 


{ 本機の MCACC SETUP M に端子に付属の 
L セットアップ用マイクを差し込みます 


~ 〇 0，01 
导ら -Q 
jo 江 01 

|0|馨 

0 ~ d . 


ホームシアタ—乂巧 
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4確認画面へ 



エラーが 表示をれた6 

判定結果で [ERR 日刊び表示された場をは、スピー 
カーの接続を間違えている可能性びあります。 
[Retry] しても結果び同じような場合は一度電源を 
切り、スピーカーの接続を確認してください。また、 
途中で測定エラーによる警告び表示されている場 
合びありますので、そのときは画面の指示に従って 
ください。指示の詳しい内容については「システム 
セットアップでの MC 冉 C 仁宿場補正)時に表示さ 
れる分ッセージの意味」（一] 27ページ)をご覧く 
ださい。 


スピーカー有り無しの確認画面で、 SW を 「NO」 か 
ら 「YES」 に直して決定すると、サブウーファーの 
レベルを確認するためにサブウーファーのみ再測 
定を行いまず。 


6 自動測定が開始されます。 

まずは初期測を(測を環境チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise」 および 「Microphone」 のチェックでエ 
ラーが表示されたとをは、測定環境およびマイクの接続を 
もラー度確認し、 [Retry] を選んでもう一度測定することを 
お勧めします。和-►で[白日 NEXT] を選択し、次の測定へ進 
むことちでをます。 


7 スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーの 判定結果に エラーび な<、確認画面で何ち 
操作びないときは1□砂後に自動で手順8へ進み、才一 
トセッ トアップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定につしではしソ下の表をご覧くだ 
さい。 

スピーカーちり無し確認画面の見かた 


有無 

スピーカー^''\ 

接続している 

接続していない 

規定外の接続 

Front 

フ□ントをち 

YES 

ERR 

ERR 

Gent 色广 
センター 

YES 

N 0 

--- 

Surround 
サラウンド左ち 

YES 

N 0 

ERR 

SB 

サラウンドバック 

Y 段 XI リコ擬新 
YESX 2 につ擬新 

--- 

ERR 

SW 

サブウーファー 

YES 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0K] を選んでミ夫定ボタンを押します。 

もラー度自動測定をやり直すとき 

[Retry] を選んでま定ボタンを押しまず。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

旧 etry] を還んでもラー度自動測ををやり直してみてく 
ださい。それでも間違ってしまうときは ♦ t 一畔ボ 
タンで正しし馈定に直したあと決定ボタンを押します。 


8 補正用測定が開始されます。 

Speaker Setting :各スピーカーの低域再生能力判定 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Speaker Distance :スピーカーまでの距離を解析 
Standing Wave :定在波の影響を軽減 
Reverb Measurement :残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro. :出力音声の音色を統一 
Group Delay :スピーカーの群遅延測定 
これらの測定には接続しているスピーカーの数によって 
3〜7分程度かかりますので、手順9の画面になるまで 
しばらくお待ちください。 


9 「MCACC Data CheckJ の画面が表示された日 
自動測定は終了です。 

「測定/設定結果を確認する」にお進みください。 

オートセットアップびおわりましたら、必ずセットアッ 
プ用マイクを本機から抜いてください。 










化 


8を g 客 SS さま查 

±): Return 


設定ボタンを f 甲して才ートセットアップ (Auto 
MCACC ) を終了ずる。 

通常動作に戻りまず。 


巨.スピーカーの群遅延特性 


. 同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の彰響によ 
りスピーカーの大 d 评 IJ 定び一致しないことびありまず。設定をを 
更したい場合はシステムセットアップの「スピーカー接続とほ音 
再を能力を設定ずる」 （—77 ページ)を行ってください。 

. ヴプウーファーまでの距離は、サブウーファー本体び持つ回路の 
電気的遅延6含めて測定するため、距離びやや遠めに設定される 
ことびありますび、遅延補正として最適な稱析結果ですので、距離 
を修正する必要はありません。また、他のスピーカーち音響特性を 
測定して距離設定をしているため、実測したスピーカーまでの距 
離とは異なることびあります。 


♦ t ボタンで項目を選んでミ夫定し、測定された内人 
容を確認する。 け 

確認をは戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

各測定項目について、詳しくは r 設定データをお認する」 

(一74ページ)をご覧ください。 


- 14ぺージの手順1 
玄い。 


まずはほつてみましよ5 


-9 を行ってか51ソ下にお進み 


ホ 

I 

ム 

シ 

ア 

夕 


1.スピーカーシステム 


13へ 
<だ; 


とスピーカーの出カレベル 


1 DVD/LD 


•55.0dB 1 

1 1; か… 1 111 III 1 

1 MCACC jIA— A 口 i,J 化 亡屋誦 * 1 

L : O.OdB 

SR 

O.OdB 

C : O.OdB 

SBR 

O.OdB 

R : O.OdB 

SBL 

O.OdB 


SL 

SW 

O.OdB 

O.OdB 



±3：Return 


3.スピーカーまでの距離 


2 


4.定在波制御 


日.視聴環境の周波数特性 


[SBL 1 


63Hz 

125Hz 


Original & Target 
Channel ■< ■化い 
ms - Tgt 


=Org 

—Hz 



1 DVD/LD 

- SS.OdB 1 

I5a1. Speaker Setting 1 

お M A L L ■ 



Surr : SMALL 

iii 因曰 in 


SB : SMALLX2 

SW YES 

回〇囚 



因团 


1 ろ : Returi 

1 


DVD/LD 

- SS.OdB 

MCACC MfMt 


Filter Ch 

[SW ] 

TRIM 

: +12.0 dB 

No. 1 

2 3 

f 63 hz 

IIOh 250hz 

Q 3.0 

8.0 5.0 

ATT 2.5dB 

6.0dB S.OdB 

を ： Return 


測定/設定結果を確認する 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ3再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再を 


1 本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

0 STANDBY/ON ボタンを押して電源を ON にします。 

_(サブウーファーは、「ステップ2」の Au 扣 MCA 巳 C を行ったときと同じ音量にしておきます。）_ 

' テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定ずる。 

たとえば、本機の MOMTOR OUT 端テと接続しているテレビの入力び「ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えます。 


3 DVD プレーヤーの電ミ原を ON にする。 

4 リモコンの DVD ボタンを押して、本機の表示を 「 DVD / LDJ にする。 

SIGNAL SE1_E 巳 T 表示び D に ITAL(AUTO) になっていることを確認してください。 

表示び ANALOG になってし、たら SIGNAL SELECT ボタンで D に ITAL(AUTO) に切り換えます。 

5 AUTO SURROUND モードにずる。 

ディスプレイに AUTO SURROUND と表示されるまで AUTO SURR/STREAM D 旧 ECT ボタン 
を押して < ださい。 


6 DVD を再生する。 

再生ずる前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの ffi 認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS、 および9己 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してくださし、。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音青の5雀認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(已 .1ch サラウンドまたは 
ドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオ （2 ch) 再生になります。 


7 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調整する。 


む STANDBY/ON 


ドルビーデジタル己1 Ch 信号を 
7.1 ch で再生したとさの表示例 


tVFJE%"BrR^ECT VOLUME 





SIGNAL SELECT 


サラウンドをよ日楽しむために 

①いろいろな音場効果を加えることびでさます。 
(一37ぺージ） 

③より詳細な設定を行うこともできます。 

(一61ページ） 

何か巧題はありましたか？ 

「故障かな？と思ったら」をご覧ください。 

(一 12] ページ） 

誤使用防止のため、取扱説明書はおず 
最後までお読みください。 
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各部のを祿とはた 6 ま 



① INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

(D む STANDB 丫 /ON ボタン 

本機の電源を入/切（スタンバイ）にします。 

③ PHASE CONTROL ボタン 

PHASE CONTROL または FULL BAND PHASE 
CONTROLS - ドの ON / OFF を選択します。 

(一 40 ぺージ） 

MCACC POSITION ボタン 

M 巳 ACC MEM 日 R 丫を選択します。（一42ページ） 

® リモコン受光部 

下記 r U モコンの操作範囲」参照。 

© 表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

(一21ぺージ） 

⑥ PHASE CONTROL インジケーター 

PHASE CONTROL または FULL BAND PHASE 
C 日 NTR 日 L モードを日 N に設定しているときに点な 
します。（一4日ページ） 


Advanced MCACC インジケーター 

MCACC MEM 日 RY の！〜目のいずれかが選択さ 
れているとをに点灯します(^42ぺージ）。オー 
デイオ調整機能の 「 EQ 」 が日 FF に設定されている 
MCACC MEM 日 RY のときは点灯しません（一4己 
ぺージ)。 

DIGITAL VIDEO SCALER インジケーター 

HDMI 日 UT にテレビを接続していて、解像度の設 
定を PURE 政外に設定しているときに点灯します 
(接続されているテレビの性能によっては点灯しな 
いことをあります）。（一48ページ） 

HDMI インジケーター 

HDMI ケーブルで接続されている機器が選択されて 
いるときに点なします。 

DIGITAL PRECISION PROCESSING インジ 
ケーター 

デジタル信号を処理しているとさに点灯します。 

⑦ リスニングモード切換ボタン 

U スニングモードを選びます。（一37ページ） 

® MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


リモコンの操作節囲 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコ 
ンをフ□ントパネ J レの U モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 



U モコンと本機との間に障害物があったり、リモコン 
受光部との角度が悪いと操作ができない場合がありま 
す。 

U モコン受光部に直射日光や董光灯などの強い光が当 
たると誤動作することがあります。 

赤外線を出す機器の近くで本機を使用したり、赤外線を 
利用したほかの U モコン装置を使用したりすると、本機 
が誤動作することがあります。逆にこの U モコンを操作 
すると、他の機器を誤動作させることちあります。 


る部のち抑 





各部のち茄とはた 6 を 


フロントパネルドア内部 



① SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一己7ページ) 

感 AUDIO PARAMETER ボタン 

オーディオ調整機能の設定になります。 

(一44ぺージ） 

③ VIDEO PARAMETER ボタン 

ビデオ調整機能の設定になります。（一47ぺージ） 

® なみ片畔 /ENTER ボタン 

オーディオ調整機能やビデオ調整機能、システム 
セットアップの操作を行います。 

感 MULTI-ZONE &SOURCE/RECSEL ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチゾーン機能）に使用します。（^93ぺージ） 
また、録音/録画をする際の REC SELECT 日 R とし 
てち使用します。（^己己ぺージ） 

CONTROL 

別の部屋(サブゾーン)で再生する入カフアンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER V 日 LUME ダイヤルで別 
の部屋の音量を調節します。 

ON/OFF 

マルチゾーン機能を入/切します。 


® STEREO/F.S.SURR ボタン 

U スニングモードをステレオまたはフ□ントサラウ 
ンド•アドバンスモードに切り換えます。 

(一37ぺージ） 

風 PH0NES5 請子 

ヘッドホン端テです。（一3日ページ） 

® SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 

(一日日ぺージ） 

⑩ RETURN ボタン 

システムセットアップで1つ前の画面に戻ります。 

® USB 入力端子 (VSA 丄 X70 、 AX4AH のみ） 

USB メモ IJ 一を接続します。 

〇 MCACC SETUP M に端モ 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（^12ぺージ） 

顾 VIDE 日 / GAME 2 INPim 瑞モ 

ビデオカメラやゲーム機を接続するために、前面に 
備えた入力端テです。（^30ぺージ） 


® S に NAL SELECT ボタン 

入力信号の種類(□に ITAL / ANAL 日 G / HDMI など) 
を切り換えます。（^3日ぺージ） 


® SBch PROCESSING ボタン 

サラウンドノ（ックチャンネルまたは八ーチャルサラ 
ウンドバック処理の ON / AUTCV 日 FF を切り換えま 
す。（一43ぺージ） 
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各部のを祿とはた 6 ま 


アンプコント□ール部、 TV / 他機器のコント□ール部の2つに分類されます。 
本機の U モコンは各操作ボタンごとに政下のよラに色分けされています。 

緑=アンプコント□ール 
ホ = DVD コント n - j レ 
黄 = iPocl コント□—ル 
白=他機器コント□ール 


図は VSA - LX 7 日の U モコンです。 
本機を操作するとさに使います。 

AV アンプ〇ボタン 

本機の電源を ON または日 FF (スタンバ 
イ状態)にしまず。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 

アンプ操作ボタン 

1」スニングモードボタン 

(THX、STANDARD、ADV.SURR、 
STEREO、S.D 旧 ECT): いろいろな音 
場効果を加えることびできます。 

(一37ページ） 

MCACC:MC 冉仁 C MEMORY を選択 
します。（一42ベージ） 

音青信号: 入力信号の種類(アナログ/ 
デジタル/ HDMI など)を切り換えます。 
(一3已ページ） 

SBch 処理 サラウンドバックチヤンネ 
ルまたはパーチヤルサラウンドバック 
チヤンネルの ON/AUT 日/日 FF を切り換 
えます。（一43ページ） 

PHASE: PHASE CONTR 曰 L または 
FULL BAND PHASE CONTROL 
モードの ON/OFF を切り換えます。 

(一 40 ページ） 

状態確認ボタン 

選択/設定されている機能の情報をフロ 
ントパネルディスプレイに表示させて確 
認で去まず。(一日6ページ） 

シフトボタン 

黒い四角枠で表示された入力や機能を選 
択したいとをに、このボタンを押しなび 
らそれぞれのボタンを押します。(^3已 


， 、 

入力切篇 入力 iitt 

m -- 


1 CD J LCD-R J _ LHDMI J — 

I DVR2 I I 巧!弧 y| IZONE2/3I 

-护，が’-©苗] 

巧* <^ジサンル^^- 

I 〇 ® 0 

@ 0 

曲;.の" qtJ 

目ミミ邸 ' 

。溯 • I I ■ • • ■' I _ 1 

〇 口 〇1@|-- 

■ I HDD ir~DVP~l 

I m 描 ] CD 

an，sBthflg 泣 I 


入力切換ボタン 

本機の入力を切り換えます。 

マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するとをの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 

AV アンプボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 


mmm. 


Pioneer 


例： czo シフトを押しなびら DVD を 
I DVD J 押すと、 CD 入力の選択となり 
ます。 

シフトを押しなびら入力切換 
を巧すと、通常とは逆の順番 
八 での入力選択となります。 


曰至+/ —ボタソ 

本機の音量を調節します。 

消音ボタン 

消音します。 


アンプ操作ポタン ( AV アンプボタン 
を押してか6操作しまず。） 

スリープ： ス U —プタイマーを設定しま 
す。卜己6ぺージ） 

ディマー： フロントパネル表示部の明るさ 
を切り換えます。（一已6ページ） 

アナ□グ ATT ： アナ□グ信号び入力され 
ているとさ、入力信号のレベルび高すぎて 
音び歪んでいるとをに巧すと聴さやす<な 
ります。（一已日ページ） 

SR+ :プラズマテレビとの連動モードを 
切り換えます。（一104ページ） 

ジャンル： 再生中のソースに最適な 
ADVANCED SURROUND モードを自動 
で選択します （HDMI コント□-ル対応の 
パイオニア製 DVD レコーダーを HDMI で 
接続しているとをのみ。ただし、本機発売 
時点では対応機器びありませんので、この 
機能は使巧でをません)。 

CH レベル： チヤンネルを選択し、 <-/-> 
でレベルを調整します。（一79ページ） 
オーディオ調整： オーディオに関する調整 
を行いまず。卜44ぺージ） 

ビデオ調整： 映像に関する調整を行いま 
す。（一47ページ） 

設定： システムセットアップを行います。 
卜6□ぺージ） 

な/み/ゎ/马/ ミ夫定/戻る： 各種設定項目の 
選択/ま定/戻る 


リモートコントロール 








各部のち茄とはた 6 を 


テレビ/他機器コント□—， 



図は VSA - LX 7 日の U モコンです。 

テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは ru モ]ンで他機器を操作する」（一88ぺージ)をご覧ください。 


マルチコント□ールボタン 

U モコンの操作モードを切り換えます。 

お手持ちのテレビを「テレビ基本操作ボタ 
ン」で操作するには、マルチコント□ール 
部の 「TV CTRL」 ボタンにお手持ちのテレ 
ビのプ IJ セツトコードを割0当てて<だ 
さい。（一87ページ） 


テレビ基本操作ポタン 

〇 :テレビの電源を入/切します。 

入力切換：テレビの入力を切り換えます。 
チヤンネル +/- :テレビのチヤンネル 
を切り換えます。 

音量 +/— ： テレビの音量を調節します。 


他機器連動ボタン 

起動時連動および終了時連動操作を行い 
ます。(一10日ぺージ） 


い I I r システムの1 

/アンプ入力則# 入力なお 


m 
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I DVft2 I I GALLEByI fl ぃ ',1 
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〇 スりーブイマーアナ□ク 

0 0… 

0 @ @ 

〇 〇 〇 

ご,.， の11@も7 


じな当ミ • 

コロ".，,. ■ 


—テレビ*,。巧 —I 

〇 〇9亂 

-入力切插チヤンネル mi — 

ibsah j 

,‘，— — r^T 


巧巧 。 S I •an iP 

〇〇 


-— 

ご'; 

1ちュ-別 W 习1 r 


I bmpFIi かクもクス 

音 ,, L 宇!！ IL HDD II DVD 


•，呼巧⑩= 


6•垂夕 

THX STANMRD ADV.SURR 

• @ 〇 

PHASE MCACC S.DIRECT 

~ mm 


_ f»IIHiin| THX SW 

畢 s! 


口 mn をを r 


. C AV アンプつ ソ 


入力機器むボタン 

他機器の電源を入/切します。 


数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使巧します。 


メニューボタン 

を機器のメニュー画面の操作などをしま 
す。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


シフトボタン 

黒い四角枠で表示された機能や、シフト 
ボタンを巧しなびら学習させた機能を 
使巧したいとさに、このボタンを押しな 
びらそれぞれのボタンを巧します。 

87ぺージ） 

例；。酉：シフト对甲しなびら►を押す 
と、録画機能の使巧となりま 


す。 
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① SIGNAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類が 
点なします。 

© プ□グラムフオー マッ トインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表おします。 

L :フ□ント左 
R :フ□ントち 
C :センター 
SL :サラウンド左 
S: サラウンド(モノラル） 

SR :サラウンドち 

SBL: サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック（モノラル） 

SBR :サラウンドバックち 

LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 
超低音が再生されているとさに （(（ >)) が点灯し 
ます。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します 
( SACD 再生時、 PCM に変換して出力していると 
きに DSD ^ PCM が点灯します)。 

® S.RTRV インジケーター 

サウンドレトリバー機能が ON のときに点灯しま 
す。（一4日ぺージ） 

© MULTI-ZONE インジケーター 

マルチゾーン機能が選ばれているときに点灯しま 
す。（一日3ぺージ） 

⑥ FULL BAND 

FULL BAND PHASE CONTR 日 L 機能が日 N のと 
さに点灯します。 （^41 ページ） 

® PHASE CONTROL インジケーター 

PHASE CONTR 日 L または FULL BAND 
PHASE CONTR 日 L 機肯目が ON のとさに,点灯しま 
す。（一40、41ぺージ） 

® 音青再生用機能インジケーター 

設定されている機能が点灯します。 

アナ□グ入力信号のレベルが高すぎるとさに 


遮) 


OVER が点灯し、その歪みを補正するためにアナ 
□グ ATT 機能(一己日ページ)が選ばれると ATT が 
点灯します。 

感 V.SB 

バーチャルサラウンドバック処理時に点灯しま 
す。（一43ぺージ） 

® SOUND インジケーター 

S ッドナイト/ラウドネスモードまたは I -ーンコン 
卜□ール機能のいずれかが選ばれているときに点 
灯します。（一4日ページ） 

⑩音量表示 (dB) 

現在のを音量レべ J レを表示します。 

音量レベルは、電源を入/切してを保持されてい 
ます。（音声 S ュート時は点滅します。） 

® SR+ インジケーター 

プラズマテレビとの連動モード時に点灯します。 
(一104ぺージ） 

〇ストリームダイレクトインジケーター 

スト U —ムダイレクトモードで D 旧 ECT または 
PURE D 旧 ECT モードが選ばれているときに点灯 
します。（一37ページ） 

颇 スピーカーインジケーター 

現在選がされているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一日7ぺージ） 

© リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点灯し 
ます。（一37ページ） 

© SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーが設定されているとさに点なしま 
す。（一已日ページ） 

© デコード処理インジケーター 

マト U ックス-デコード処理時に点灯します。 

□□ PRO LOGIC nx : ドルビープ□□ジック II 

処理またはドルビープ□□ジック IIx デコード時。 

Neo : 6 : Neo : 日デコード時。 

〇キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモードを表示します。 

® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力が点灯します。 


何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数砂間点滅する場 
合は、操作禁止を意味します。 


る部のち抑 
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①光デジタル出力端子 ( 一 33 ページ） 

0 UT 2 端子は VSA - LX 7 日、 VSA - AX 4 AH のみ 
でず。 

VSA - AX 2 AH は日 UT 端子のみとなりまず。 

風デジタル入力端モ (^33 ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 （^83 
ぺージ） 

③ LAN(10/100 ) 端モ 

VSA - LX 70、 AX 4 AH のみです。 

® HDMI 入出力端モト已 2 ページ） 

接続するとさは入力の設定が必要です。 
VSA - AX 2 AH に IN 凸端テはありません。 

感マルチゾーン用旧入出力端モ ( 一 98 ページ） 

VSA - LX 70、 AX 4 AH のみです。 

® コント □— ル入出力端子 ( 一 98 ぺージ） 


@ コンポーネントビデオ入出力端モト 31 ぺージ ) 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はコンポーネント/□4入力の設定が必要です。 

(一83ぺージ） 

® D4 ビデオ入出力端子卜 31 ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はコンポーネント / DA 入力の設定が必要です。 

(一83ぺージ） 

風マルチゾーンモニター出力端子 (一 93 ぺージ） 

® モニター 出力端子 (一 27 ページ） 

⑩オーディオ/ビデオ入出力端子 
卜 27 〜 30 ぺージ） 

® アナ 0 グ音声入出力端モ (^32 ぺージ） 

〇マルチチャンネル入力端子 ( 一已 3 ページ） 


リアパネル 


図は VSA - LX 7 日のリアノ くネルです。 



00 


000 ^ 

且 f 啤沖 沖 o 
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顿 12 VTFMGGER 端モ ( 一 10 已ぺージ） 

VSA - LX 70、 VSA - AX 4 AH のみです。 










































































© プリアウト端モ(一:32ページ） 

© 口 od 入力端モト 49 ぺージ） 

月 IJ 売りの iPod 用コント□-ルドック ( DK - 日日 C ) を接 
続します。 

@ RS-232C5 好 

PC と接続するための端子です。 

® スピーカー囚 端子 

スピーカーインピーダンス6 〇〜1日0のスピーカー 
を使用できます(目〇攻上8 〇未満のスピーカーを使 
ラ場をは設定変更してください)。（一24ページ） 

® スピーカー回 端子 

サラウンドバックシステムの設定(一目3ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続卜24ぺージ) 
-フ□ントスピーカー曲- AMP 接続(一目2ぺージ） 

-別エ U アでのステレオ再生用接続卜日2ぺージ） 

@ AC アウ トレ ット予備コンセン ト （一 34 ぺージ） 

@ AC IN 端モ(一 34 ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 











各機器の接続 



機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


スピーカーの接続 


1；(下のよラに各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさは r フ□ントスピーカーを高品位接続する」（一日2ページ)をご覧 
ください。 



■ SPEAKER (スピーカー)端子 



①線をねじる。 

@スピーカー端 テを緩め、 スピー 
力ーコードを差し込む。 

@スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続ずること 
ちでさまず(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 








公称インピーダンスが巨11〜16 £2のスピーカーをご使用くだをい。 

本機ではスピーカーインピーダンスの設定を変更することびできます。工場出荷時は8 Q 〜1日 Q ですび、 
お手持ちのスピーカーび色〇1^处上8 £^未満の場合は、設定を変更してください。詳しくは、「スピーカー 
インピーダンスの切り換え」（一2日ぺージ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の©および©端モどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端モか5はみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることがあ0ます。 
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る機器の接続 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 

サブウーファー ( SW ) 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
いちがセ U フなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ズレ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


サラウンド\ 
スピーカー左 ( SL ) 


サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち (S 己 R) 


fA 

注意 


センタースピーカーをテレビの上 
に設置するとさは、適切なちまで固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 


スピーカーの酉己置についてより詳しくは、「スピーカーの酉己置につい 
て」（一108ページ）をご覽ください。 


接 

続 



—インピーダンスの切り換え 


すべての接続が終了してか6行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、日^臥上8^未満と8^2〜]目^2の2通りあります。お手持ちのスピーカー 
が目別ん b 8 が te 蒂の場をは！;(下の手順で設定を変更してください(工場出荷時は8心-] 6创こ設定されていま 
す）。 




2 


3 


本機をスタンバイ状態にずる。 



SETUP ボタンを巧しなが日 
む STANDBY / ON ボタンを巧 
す。 


で T 7 な/み ボタンで rSPEAKERJ を選 



4 



仁/与 ボタンで8 n か己 Q のいず 
れかを選ぶ。 

スピーカーインピーダンスの設定び 
変更されます。 


■…： 



■■■■ ■: 

i . 

1：. 


:…： 

="■ i ：：：： ■：：：! 


■■■■ -i 

b :：：： 

1：. 


スピーカーインピーダンスび8 n 〜1巨 n の場合 
スピーカーインピーダンスび日£21；(上8 n 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器のち続についてり K イオニアビデオコン/ V — 夕一) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、政下の 
よラに映像コードの組みをわせを選ぶことができます。各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」 
(一] ] 曰ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示する 


ソース機器からの映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続できます。 


コンポーネントまたは D4 ビデオで接続した場を、 
入力の設定 (Input Setup) (一83ページ)が必要に 
なります。 

を1 DU48 日 i) 信号のみ表示することができます。 


本機の 
映像入力へ 


ソース 機器 


◎… 


D 


10 


本機の 

モニター 出力から 



映像コードの組み合わせ 


''•'〜〜〜で/ 1 モニタ-)脚の 
ソース巧 i 向 コ—ド 
喊株コード 

ビデオ 

(コンポジット） 

S ビデオ 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

HDMI 

ビデオ 

(コンボジツト） 

〇 

〇 

〇 

〇 

5ビデオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

コンボーネント 
または D 4 ビデオ 

〇 ま 1 

〇 注 1 

〇 

〇 

HDMI 

X 

X 

X 

〇 


映像を録画 する _ 

ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像コードの組み合わせ 


錄画博お 
ソース沒器 

ビデオ 

(コンポジット） 

5ビデオ 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

X 

X 

S ビデオ 

X 

〇 

X 

コンボーネント 
または D 4 ビデオ 

X 

X 

X 




amm ■ 



ソース 機器 

映像入力へ 

◎ … 

映徹出力から 

録画機器 

、 

饼 . 1,0 








• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端子/コンポーネント端子び付いているときは、 S ビデオ端テ/コンポーネント端子で接続する 
と、より辭明な映像を再をすることびできます(アナログ映像信号の場合、コンポジットよりち S ビデオの方び、 S ビデオよりちコン 
ポーネントの方び良い画質となります)。入力機器とテレビの両方に HDMI 端子び付いているときは、 HDMI 接続することをお勧め 
します。映像をデジタルのまま伝送しますので、最高画質をお楽しみいただけます。 

. テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力び優先さ 
れ、コンポジット端子でのみ接続している機器の映债を見ることびでさない場合びあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• 入力された信号によっては、ビデオコンバーターび働かずに映像び出力されないことびあります。その場含はビデオコンバーター 
の設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのコードで接続してください。卜48ぺージ） 
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各機器の接続 


(モニター)のち続 


「映像機器の接続について」（^2日ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一1 ] 曰ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一31ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰2ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) が必要です。（一83ぺージ） 



DVD プレーヤーのち続 


「映像機器の接続について」（^2曰ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]1日ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一31ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰2ページ)をご覧ください。 


^ DIGITAL OUT - 
「 COAX OPT. 

3®) _|#| 

PCM 専用端子 
は使用しないで 
<ださい。 


• OUTPUT 1 

\ f DVD プ レーヤー 
„„„ r または LD プ レ-ヤ- 

L® iJ ^- 


①一⑤はいずれか1つを接続 
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図とは異なる方法でデジタル接続するとさは、入力の設定 (Input 
Setup ) び必要です(一83ページ)。 

DVD / LD ] ンパチスレプレー巾一などの [ XIRF 出力端子 ( LD 巧） 
を接続する場合は、別途 RF デモジュレーター(巿販のちの)び必要 
となります。 


田 Q rrcaniy™®*" 
— I tetHLgintltUl _ 
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各機器の接続 


ブルーレイディスクプレーヤーのち続 


r 映像機器の接続について」（一2日ページ)をご覧になり、接続方法を決めてください。 

各接続コード/ケープルや画質については r 接続コードについて」（一] ] 曰ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一3 ] ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を巧生する」（一己2ページ)をご覧ください。 
下図と異なる方法でデジタル接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) が必要です卜83ぺージ)。 



VSA - LX 70 
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DVD レコーダーやビデオデッキのち続 


る機器の接続 


VSA - LX 70 


rDVR / VCR 2 端子の接綿ま 、I 
DVR / VCR 1と同様に接続 
してくださし、。 _ J 


「映像機器の接続について」（^2曰ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]1已ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一31ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰2ページ)をご覧ください。 
録画することを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに統 
一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 



ビデオカメラやゲーム機器の接続 


「映像機器の接続について」（^2日ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]1已ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一31ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰2ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) が必要です。（一83ぺージ） 



DVD レコーダー 
(またはビデオデッキ) 


DVD レコーダー 
(またはビデオデッキ) 
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各機器の接続 


前面端子を使った接続 


フ□ントパネルドア内の VIDE 日 / GAME 2 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、 
入カ フアン クシ ヨン 選がで VIDE 日2を選んでください。 



地上デジタル/衛星チユーナーの接続 


「映像機器の接続について」（^2日ぺージ)をご覧になり、接続方法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一] ] 曰ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一 3] ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を巧生する」（一己2ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端子で接続するときは、入力の設定 （I 叩 ut Setup ) が必要です。（一83ぺージ） 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は入力の設定 (I 叩山 Setup ) 
が必要です (-^83 ページ)。 


^ MPEG -2 AAC 信号を再生するにはデジ^ 
タル接続び必要です。 

-光ファイバーケーブルを取り扱うときは 
急な角度に巧り巧ばないでください。 

-端子の向さを合わせて差し込んで<だ I 
、さい。 J 


r OUTPUT つ 
% 

垂 



VSA - LX 70 


次の場合はアナ□グ接続び必要です。 


ナーにデジタル出力端子 


びない場合 


地上波放送などのアナ□グ信号を 


本機を通して楽しみたいとき 
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各機器の接続 


映像信号のコンポーネント /D4 ビデオち続 


コンポーネント端モや D 端子で接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端子で接続したとさよりを高品位な映 
像品質をお楽しみいただ<ことがでさます。「映像機器の接続について」（一2目ページ)をご覧になり、接続ち法を 
決めてください。コンポーネント端テや D 端子で接続するときは、入力の設定 （Input Setup ) が必要です卜83 
ぺージ)。 

録画することを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに統 
一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 


■ TV 

DVD プレーヤー （モニター) 



§>€><§) 


DVIDEO 

[S 

こ 


VSA - LX 70 
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サラウンドバックシステムの設定 (-^ 日 3 ページ）と連動して、プ U アウト端子のサラウンドバック ch から出力さ 
れる音声が下のように変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はご注意ください。 
[ NormaKdefault )] のとき：サラウンドバック ch の音声 
[ Speaker 目]のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[Front Bi - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 

[ZONE 2] のとき： Z 0 NE 2 で選ばれているアナ□グ2 ch の音声 ( Z 0 NE 2 日 N のときのみ） 

f この接続を行った場含、個々のアンプの能力やボ U ューム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない場合びあります。1 
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各機器の接続 
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ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
バーケーブルで行います （1 つの機器に巧してどち6か一方のみで接続します)。 

HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰2ページ)をご覧ください。 

光デジタル出力端子は VSA - LX 7 日、 AX 4 AH が日 UT ]/ 日 UT 2 の2つ、 VSA - AX 2 AH が日 UT の]つを搭載して 
います。 



. どのデジタル入力端子をどの機器に使巧するかは変更ずることがでをまず。工場出荷時の設定 （ U アパネル表記)と異なる接続を行 
う場合は入力の設定 (Input Setup ) (一83ページ)で設定の変更を行ってください。 

. HDMI 入力端テや US 日入力端子から入力した信号はデジタル出力端子からは出力されません。 


デジタル音声機器の接続 


m. 0,0 0¥ 

常§邸 " §邸" 

象參馨馨參 
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各機器の接続 


電源コードの接続 


すべての接続が終了した6、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ]00 V )に接続します。 

電源コードのつなざかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のよラに電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広いち（アース側）に合わせて差し込んでください。 



. 本機の 電源コードは着脱式になっていますが、付属している〕ード(電流容量1己 A 、 本機側 3 P プラグ 、 
インソケット方式) 1 U 巧•の電源コードはご使用にな5ないでください。 

. 本機の AC INLET のアース端子は本機のシャーシに接続されていません。 

ノ 


r . 電源コードをコンセントに接続すると本機の電源び入ります。この際、1曰秒間の HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中は 
HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください 。 「HDMI Control Setup 」 （一10〇ぺ一 
ジ)を rOFF 」 にすることで、この処理は行われなくなります。 

. 旅行などで長期間本機を使用しない場含は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。長期間、電源コードを振 

いた状態でも、本機で設定した各種設定び U セットされることはありません。 

• 電源コードを抜くときは、必ず本体をスタンバイ状態にしてからコードを抜いてください。 

し - - -— 



モ備コ_含セント (AC OUTLET )® お琴 

[連動100 wu 下] 

本機の電源スイッチの ON/STANDBY ( OFF ) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を ON / OFF できます。 
接続した機器のミ肖費電力び100 W を超えないよ5にしてください。 
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基本再を 


アンプか6音を出す〜基本再を〜 



接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」（^3日ぺージ)で入力信号を選ん 
で、「1」スニングモードでいろいろな音を楽しむ」（^37ぺージ)で1」スニングモードを選ぶことび主な操作でず。 



再生する機器の電源を入れる。 


4 I I 
一 乂力切お 


本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、り STANDBY / ON を押します。） 

再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 
す(本体の場合は 、 INPUT SELECTOR で選 
択しまず）。マルチコント□-ルボタンで直 
接選択することをでさます。 CD のよラに黒 
い四ち砕で表示されている入力は、シフトを 
押しなびらそれぞれのボタン(たとえば、巳 D 
を逞ぶとをは DVD ) を押すことで逞択するこ 
とびでをます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種類を選 
びます。「音声乂力信号の切り換ぇ」（^3己 
ページ） 


4 里端 ぁ滑みのリス 

THX STANDARD ADV.SURR fU - ン ^ L 

し^'^ しむ」(一37ぺ 

CD 

5 再生機器の再生を開始ずる。 

0 17 壬。 hm を 11 節 i ずる。 


お好みのリスニングモードを選ぶ。 

のスニングモードでし、ろし、ろな音を楽 
しむ」卜37ぺージ） 


dD 


音量を調節ずる。 

-80 服撮ル値)から+12服撮大値)の 
範囲で調節でさまず。 

(本体の場含は 、 MASTER V 日 LUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいとさは消音ボタンを巧 
しまず。ちラー度巧すか音量を調節すること 
で解除します。 


音量にごいて 

• MCA 仁 C などにより正確にチヤンネルレベルを補正した場合、0服び映画 
館での再生音量とほぼ同等になります。 

(0 d 巨は大音量です。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いし 
まず） 


本機の対応フォーマット 

. デジタル(光/同軸）入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 □ TS 、 MPEG -2 AAC、WMA 9 Pro、PCM (サンプリング 
周波数: 32 kHz 、44.1 kHz 、 48 kHz 、88.2 kHz 、 日已 kHz ) 

• HDMI 5 品子経由の対応信号 

上記のすべて、 SACD および DVD 才ーデイオり日2 kHz 含む） 
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薑本再を 


青入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることができます。 



1 


©の© 

•を M るを 



. デジタル入力端子および HDMI び割り当てら 
れていない機器の音声入力は、 AN 冉 L 日 G に 
固定されています。 

• 非対応のデジタル信号は再生で定ません。その 
場合は（アナ□グ接続して）音声入力は、 
冉 NALOG を選択してください。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず冉 N 冉 LOG を選択してください。 


ps ? 再生したい入力信号を選択ずる。 

音声信号ボタン(本体は SIGNAL SELECT ボ 

タン）を押すたびに、似下のように切り換わ 

ります。 

广 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL -i 

I - PCM «- (HDMI)« - 1 

• AUT 日にしたときは、 HDMI 一 DIGtAL 一 
ANALOG の優先順位で自動的に入力信号 
を選おします （ HDMI は Input Setup で 
HDMI び割り当てられている入力のとをの 
み選択でさます)。 

• AUT 日が選がされていると CD などの 
PCM 音声を再生したとさに巧の頭が切れ 
ることがあります。その場合は PCM を選択 
して < ださい。 

• PCM 選択時 、 Input Setup で HDMI び割り 
当てられている入力のとさは HDMI が、割 
り当てられていないときは DIGITAL が選 
がされます。ただし、 PCM 音声専用のため、 
PCML ^(外の信号では音が出ずにノイズが 
出ることがありまず。 

• HDMI 選が時、「 HDMI 音声出力の設定」（^ 
4己ページ）で 「 THROUGH 」 を言受定してし^ 
ると、音声は本機からではなくテレビから 
出力されます。 


• 音声信号ボタン(本体は SIGNAL SELECT ボタン）で ANALOG を 
選択した状態で DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号びその 
まま再生されるため、ノイズび発生します。入力信号は必ず 
DIGITAL を選択してください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号に制限び 
あります （ DTS 信号を出力しないなど）。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取振説明書をご覧ください。 


ヘッドホンで聴< 


36 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


「. IJ スニングモードは rSTEREO 」 または 「PHONES SURR 」 のみ選択でさ 
ます。 

. MC 冉 CC は OFF になり、 MCACC インジケーターも消灯します。 

. 各 U スニングモードの効果は2 ch にダウン S ックスされます。 

• へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなります。ただし、 
MULTI CH IN 入力のとさはヴプウーファーからのみ音び出ます。 

.MULTI CH IN 入力のときは 、 FRONT L / R 端子からの音声のみをヘッド 
ホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを行ラことはで 
をません。 









リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


基本再を 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびできます。 


I —I 化 I 扁赢 I 


〇 〇 G €D 



ド loneer 




し AV アンプ ） ノリ 



リモコン 





THX 

STANDARD 

CD 

ADV.SURR 

CD 

S.DIRECT 

CD 

STEREO/ 

F.S5URR 

o 

本体 





AUTOSURR/ HOME 

STREAM DIRECT THX 

a □ 

STANDARD 

SURROUND 

□ 

ADVANCED 

SURROUND 

□ 

STEREO/ 

F.S.SURR 

◎ 


1 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモー 
ドの種類を切り換えて選択でさます。 
それぞれのリスニングモードについて下記の 
設定び選べまず。 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 用途 

HOME 

THX 

U モコン 

THX 

本体 

HOME 

THX 

□ 

映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場が 
再現されます。 

本 THX 時は、「オーディオ調整機能」の一部使用が制 
限されます。 

入力信号や設定により、1」スニングモードの選択肢 
び変わ0ます。 

■2 ch 信号入力時 

□□Pro Logic llx MOVIE 映画 

□□Pro Logic ちい映画 

Neo :6 CINEMA 映画 

THX GAMES MODE ダーム 
■マ j レチチゎンネ J レ信号入力時 

THX CINEMA 映画 

□□Pro Logic llx MOVIE 映画 

THX Surround EX 映画/音楽 

THX Select 2 CINEMA 映画 

THX MUSICMODE 音楽 

THX GAMES MODE ゲーム 

STANDARD 

SURROUND 

u モコン 

STANDARD 

O 

本体 

STANDARD 

SURROUND 

□ 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2 ch ソースはマト U ックス‘サラウンド•デコードをしま 
す。 

入力信号や設定により、1」スニングモードの選択肢 
び変わりまず。 

Neural THX は VSA - し X 70/ AX 4 AH のみ 
選択でさまず。 

■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 映画 
□□Pro Logic llx MUSIC 音楽 
□□Pro Logic llx GAME ゲーム 
□□Pro Logic ちい映画 

Neo :6 CINEMA 映画 

Neo :6 MUSIC 音楽 

Neural THX 音楽 

■マ J レチチゎンネ J レ信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 映画 
□□Pro Logic llx MUSIC 音楽 

Dolby Digital EX 映画/音楽 

DTS-ES 映画/音楽 

DTS Neo ：6 映画/音楽 

ADVANCED 

SURROUND 

u モコン 

ADV.SURR 

〇 

本体 

ADVANCED 

SURROUND 

己 

デコード処理と J イオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択が巧能です。 

(デコード処理を変更することはできません。） 

ACTION アクション映画 

DRAMA ドラ 7 

SCI-FI S 刊巧画 

MON 日円 LM ちい映画 

ENT.SHOW ミュージカル/映画 

EXPANDED 映画/音楽 

TV SURROUND TV 放送 

ADVANCED GAME ゲーム 

SPORTS ス ポーッ 

CLASSICAL クラシック 

ROCK/POP 音楽 

UNPLUGGED アコースティック 

Extended STEREO 音楽 

PhonesSurround ヘッドホン使刷寺 







基本再を 







STEREO / 
FRONT STAGE 
SURROUND 

U モコン 

STEREO / 

F.S ぷ URR 

CD 

本体 

STEREO / 

F . S.SURR 

◎ 

すべての信号を 2 Ch (最大と 1 ch) で再生します。 
通常のステレオ再生とフ□ントスピーカーとサブゥ~ 
ファーのみでサラウンド再生を行ラフ□ントサラウンド- 
ァド J (ンスの選択が可能でず。 

STEREO 

F . S.SURR FOCUS 
F . S.SURR WIDE 

さ带 

映画/音楽 

映画/音楽 

AUTO 

SURROUND / 

STREAM 

DIRECT 

u モコン 

S.DIRECT 

o 

本体 

AUTO SURR / 
STREAM DIRECT 

己 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チ 
ゎンネル数を自動的に選択します（工場出荷時は 
AUTO SURR 日 UND が選ばれています）。 

AUTO SURROUND 
DIRECT 

PURE DIRECT 

すべての ソース 
すべての ソース 
アナ□グ信号、 

PCM ソース、 

SACD 


より詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一] ] 6ページ)をご覧ください。 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードについて 

しの^3つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場合によりさま 
ざまに変化します。 

「リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一]] 6 
ページ)にその組み含わせ表びあります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一77 
ぺージ） 

. SBch 処理の設定(一43ページ） 

より詳しくは、 r デジタル音青フォーマットについて J (一 10目 
ぺージ)をご覧ください。 

• [XiPro Logic は、最大日.] ch までの出力となります。 

. 已 .1 ch 信号入力時は□□ P ^□ Lo 呂 icllxMO \/ IE は選おで去ませ 
ん/。 

. へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびで 
をません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

• WM 冉9 PrD (96 kHz )、 信号入力時、 ADV 冉 NCED 
SURROUND モードは選択でをません。 

• より詳しくは 、 「ADVANCED SURROUND モードの辛重類と 
効果」（一] ] 8ページ)をご覧ください。 

STEREO モードについて 

• 設定や入カソースにより、ヴプウーファーからち音び出力さ 
れる場をびあります。 

AUTO SURROUND/STREAM D 旧 ECT モードにごいて 

入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、再生チヤンネル数 
を自動的に選択します。 

. CD などの2 ch 信号入力時ーステレオ再生 

• □□サラウンド信号入力時一 [XiPro Logic llx M 日 VIE など 
. デジタル日.] ch 信号入力時一□□デジタル、 DTS など 
.6.1 ch 再生お出信号付さデジタルマルチ ch 信号入力時 

一 □□Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX . DTS ES 

• ( VSA - LX 70/ 冉 X 4 冉 H のみ ） HOME MEDIA GALLERY 入 
力で Neural Music Direct にアクセスしているとき 

一 Neural THX (一]14ページ） 


FRONT STAGE SURROUND (フ□ントサラウンド•アドバン 
ス）にごし、て 

F . S.SURR F 曰 CUS または F . S.SURR WIDE を選ぶことで、左 
ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで自然なサラウ 
ンド再生を行います。それぞれの効果はし^下のとおりです。 

. F . S.SURR FOCUS : 臨場感のある自然なサラウンド効果び 
得られます。フ□ントスピーカーから等距離の直線上(前後は 
移動可能)で視聴してください。 

. F . S.SURR WIDE : FC 1 CUS モードよりを横に広い範囲でサラ 
ウンド効果び得られます。お二人で横に並んで視聴するときに 
便利です（この場合、 Auto MCA 仁 C (一] 2ぺージ)で才ート 
セットアップを行うことで、より自然なサラウンド効果び得ら 
れます)。 

FOCUS (おすすめ） WIDE 


フ□ント左 
スピーカー 

ム 


フ□ントち 
スピーカー 


Zk 


フ□ント左 

フ□ントち 

スピーカー 


スピーカー 

A 


ム 





「AUTO SURROUNDj ' rD 旧 ECTJJPURE DIRECTJ の3種 
類について、詳しくは r リスニングモードの詳細と出カチャンネ 
ル数の一覧」（一11巨ページ)をご覧ください。 

.PURE D 旧 ECT モードでは、 Speaker 巨からは音び出ません。 

.PURE □旧 ECT モードで PCM 政がのソースを再生すると、再 
生直前にノイズび出ることびあります。この場合は□旧 ECT か 
AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


デコードとは 

デジタル信号処 i 里回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、ちとの信号に変換させる巧術です。また、2 ch の音源をマルチ ch 
化させたり、曰.1 ch 信号を6.] ch や7.] ch に伸長させる技術もデコード(マト U ツクス‘デコード）と呼ぶことびあります。 
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AUTO SURROUND/STREAM DIREC て選択時 p 音の設定や機擊巧応表 _ 

政下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容が対応されることを表しています。〇の 
ついていない設定や機能は対応していないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になるこ 
とを表します。 



AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

圧縮音声信号 
入力時 

アナ□グ 2 ch 信号 
入力時’ 1 

PCK / l/DSD 信号 
入力時で 

Speaker Setting 

〇 

〇 

〇 



Channel Level 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Speaker Distance 

〇 

〇 

〇 



Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

(OFF) 



Standing Wave 

〇 

〇 

(OFF) 



PHASE CONTROL 

〇 

〇 

(OFF) 



FULL BAND PHASE CONTROL 

〇 

〇 

(OFF) 



サウンドレト U バー機能 

〇 

〇 

(OFF) 



X-Curve 

〇 

〇 

(OFF) 



サウンドディレイの設定 

〇 

〇 

(0 fr.) 



J \イビット/ノ W ヴンプ U ングモード 

〇 

〇 

(OFF) 



アナ□グ ATT 

〇 

〇 

- 



デュアルモノラル音声の設定 

〇 

〇 

O 



DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

(OFF) 



S 日 ch 処理/ 

パーチャルサラウンドパックモード 

〇 

(AUTO) 

(AUTO) 



デジタルノィズリダクション機能 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



ミッドナィト/ラウドネスモード 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



1 ンコント □— J レ 

〇 

(0 服） 

(0 dB) 



タイ了 □グエン/ \ンスメント機目目 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



ダイナミックレンジニ!ント□—ルの設定 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



SACD ゲインの醜 

〇 

〇 

- 



センター巾畐/ディメンション/己/ラ 7/ 
センターイメージの調整 

〇 

〇 

O 




*1 アナ□グ信号が DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードでず。 (ANALOG DIRECT ) 

*2 - PCM 信号が DSP を経由しないで直接 D/A 変換され、アンプに入力されるモードです。 (PCM DIRECT ) 

- PCM □旧 ECT または SACD DIRECT 選択祿入力された信号は本機でダウンミックス処理を行うことができません。 
ただし、 VSA - LX 7 日、 AX 4 AH のみセンタースピーカーの設定が [ NO ] の場合口ま、センター ch 信号をフ□ント左/もにア 
ナ□グで振り分けています。 


. DIRECT と PURE DIRECT モード選択時は、 S 己 ch 処理び窜に冉 UTO に設定 
されるため 、 AUTO SURROUND とはデコード状態び変わることびありま 
す。詳しくは r リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜11巨 
ページ)をご覧ください。 

. マルチチヤンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 S 己 ch 処理を ON に設定することをお勧 
めします。 
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基本再を 


位相乱れ(巧遅延)の補正 


音の入り口から出口までの時間と位相を精密に管理することで、従来にない高音質なサウンドが実現でさます。 
この r 時間と位相を管理する」トータルコンセプトがパイオニアオ U ジナルの r フェイズコント□ール」です。 

本機には AV アンプで発生している低域の位相乱れ(群遅延)を補正する 「PHASE CONTROL 」 機能と、スピーカー 
で発生している全帯域に渡る位相乱れ 継遅延) を補正する 「FULL BAND PHASE CONTR 日 L 」 機能を搭載して 
います。（位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山が合っている状態を位相が合っ 
ている、合っていない状態を位相がズレていると言います。 ） 詳細は政下の説明をご覧ください。 

• 工場出荷時は 、 PHASE CONTROL 機能び ON の状態です 。 Auto MCACC (「リスニング環境を測定して最適な設定をする」（に 
ぺージ )） を行うか、システムセットアップの FULL BAND PHASE CTRL (73 ぺージ）を行ラと、測定後 FULL BAND PHASE 
CONTR 曰 L 機旨封ま自動的に ON になります 。 FULL BAND PHASE CONTROL を ON にすることで 、 PHASE CONTR 曰 L 機旨目 
も ON になるので、通常は FULL BAND PHASE C 曰 NTROL : 曰 N でのご使用をお勧めします。 


f ま域の位巧乱れ(群遅延)を補正する (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分け6れる処理がされます。しかし、この処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群 
遅延)が発生し、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の巧ち消し合いが発生してしま 
ラなどの問題があります。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L モードを 日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音 
を再現でさます。 


PHASE CONTROL OFF 


PHASE CONTROL ON 



音源 


フ□ントスピー■カー 

づ1い\4 . 


サブウーファ- 


IJ スニング 
ポジション 


嘻(お 


フ□ントス ピーカー 

嘴 A 


リスニング 

ポジション 


/'■A 

、、二-.: : 

タイミングび : 

音源嘴 ’’V — 

A 

ぶ' 

遅れて打ち消しミ 
合っている状態； 

サブウーファー 

/V 


浦) 


本来の音色び 
聞こえる状態 


• U ズムびぼやけてはっさりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の I 」ア U テイびない 


• U スムびはっさ0する 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U テイを感じる 




^ PHASE CONTROL モードを ON にずる。 

ボタンを巧して PHASE CONTROL を選びます。 
PHASE CONTR 日 L インジケーターが点灯します。 


. PHASE 仁 ONTR 曰 L 機能はへッドホン使用時にも効果びあります。 

• ヴプウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているとさはプラス側 
COM 則）に設定して<ださし、。ただし、本機の PHASE CONTR 曰 L を曰 N にし 
ても効果びわかりにくいときは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効果の大きい方を選んでください。また効果びわかりにくいときはサブ 
ウーファーの向をや場所を少しずつ変えてみることちお勧めします。 

• サブウーファー内蔵の Low 阳 SS フイルタスイッチを OFF にしてください 。 OFF 
にできなし、サプウーファーの場合はカットオフ周波数を高く設定してくださし、。 
. スピーカーの距離を正しく設定しないと、 PHASE 仁 ONTR 日 L の効果が正 
し < 出ない場をびあります。 

• じ(下のとをは PHASE C 曰 NTROL モードを曰 N にでをません。 

.PURE D 旧 ECT モ ー K のとき 
.MULTI CH IN 入力を選んでいるとを 

• はーデイオ調整機制の HDMI 音声出力を 「 THR 日 UGH 」 に設定してい 
るとさ 
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基本再を 


き帯域に渡る位巧乱れ俄遅延 ) を補正する (… LL BAND PHASE CONTROL) 


FULL BAND PHASE C 日 NTROL はスピーカーの周波数位相特性を測定し、補正する機能です。一般的な才ーディ 
才用のスピーカーでは、複数のスピーカーユニットで周波数帯域を分割して再生します(たとえば代表的な 3 way ス 
ピーカーの場を、ツイーターで高域、スコーカー ( S ッドレンジ)で中域、ウーファーで低域音声を出力します)。こ 
の際、スピーカーは広帯域にわたって周波数振幅特性(いわゆる F 特)がフラットになるよラ設計されていますが、 
周波数位相特性はフラットにならないことが多く、音声信号再生時、高域に巧して低域が遅れるといラ群遅延(帯域 
間での位相特 I 生のズレ)が発生します。本機ではスピーカーから出力されたテスト信号を付属のマイクで測定するこ 
とによってスピーカーの周波数位相特性を解析し、音声信号再生時の周波数位相特性がフラットになるように補正 
します ( L / R でペアになっているスピーカー1組に巧して同じ補正を行います)。スピーカーの帯域間に群遅延があ 
る場を、補正効果によりこの群遅延が改善され、全帯域の周波数位相特性がそろいます。また、マルチチヤンネル 
環境では、全チヤンネルの周波数位相特性がそろうため、各チヤンネル間の音のつながりを向上します。 


FULL BAND PHASE CONTROL OFF 


位ネ目乱れ（群遅延）の影響で、高音域に対して低音域び 
遅れている（スピーカー構成によってはこの遅れ度合 
いをバラノ（ラなので、音のつなびりにち影響する）。 


FULL BAND PHASE CONTROL ON 


位相乱れ(群遅延）を補正することで帯域間の遅延時間 
差び縮まり、全帯域のタイミングびそろう（各チャンネル 
間のタイミングもそろうので音のつながりも向上する）。 




• ボーカルの□元の動をまで感じることびでさる 


再 

生 



パ , o/iee/* 


C AV アンプ：） Jj 



FULL BAND PHASE CONTROL モード 
^ 一一 》 を ON にずる。 

PHASE CONTROL と FULL BAND PHASE 
CONTROL の機能が ON にな 0 ます 。 FULL BAND 
PHASE CONTR 日 L インジケーターが点:なします。 


• スピーカーの周波数位相特性を解析するための測定は 、 Auto MCACC(rU ス 
ニング環境を測定して最適な設定をする」 （] 2ページ)）を巧ラか、システム 
セットアップの FULL BAND PHASE CTRL (73 ページ)を巧って<ださし、。 
Auto MCACC を CUSTOM で行う際は冉 LL を選巧してください。測をを巧っ 
ていない状態では 「 FULL 日 AND PH 冉 SE 」 を選択ずることはでをません。 

• FULL BAND PHASE C 曰 NTROL は周波数位ネ目特'をのみを補正しており、 
周波数振幅特性 ( F 特)には影響を与えません。 

• サブウーファーは FULL BAND PHASE CONTR 曰 L の補正対象列•です。ま 
た、原理的に群遅延び発生しないスピーカーロルレンジスピーカー)や可聴 
帯域がの超高音域(スーパーツイーターなど)ち補正対象外です。 

• 測定後は、測定されたスピーカーの群遅延特性と補正後のターゲットとなる 
特性を OSD 画面にグラフ表示することびできます (73 ページ)。また、 PC と 
接続ずることで、より詳細なスピーカーの群遅延特性と補正後の辭遅延特性 
を 3 D グラフで表示することち可能です (72 ページ)。 

• じ(下のとさは FULL BAND PHASE CONTROLS — ドを ON にすること 
びでをません。 

• へッドホンを挿入しているとき 
• PURE □旧 ECT モード‘のとき 
.MULTI CH IN 入力を選んでいるとさ 

• はーディオ調整機能」の HDMI 音声出力を riHROU 白 H 」 に設定している 
とを 
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基本再を 


いろいろなが就!に合わせた機能を選が/調舊する 

いろいろなが济!ごとに最適な音場補正の設定を選択する 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 （MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 



MCACC 

CD 


MCACC MEMORY を選ぶ。 

本体の MCACC P 日 SITI 日 N ボタンでも選が 
でさます。 

押すたびに MCACC MEM 日 RY が切り換わり 
ます。 

MCACC MEMORY 1〜目のいずれかを選択 
しているとさは、 MCACC インジケーターが 
点灯します。 


. スピーカーシステムの 設定はすべての MCACC MEMORY で共通の設定で 
す。 

• 工場出荷閒ま 「 M 1: MEM 0 RY 1 J に設定されています。 

. MCACC ボタンを巧してから仁/马ボタンで選ぶこともでさます。 

• ヘッドホン使用時には効果びありません。 


いろいろながおに合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 


MCACC では U スニングポジションにおける音場補正を行うので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を 
聴くとさのソファーの位置など、それぞれの U スニングポジションに応じて異なる補正を行ラ必要があります。 
各ポジションであらかじめ音場補正された、それらの MCACC MEM 日 RY を選択することで、最適なサウンドを 
お楽しみいただくことがでさます。 

活用例 

たとえば、1；(下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEMOR 丫へ事前に設定しておさ、 MCACC ボタ 
ンを巧して MCACC MEM 日 RY ををわせるだけでそれぞれの状況に応じた音場補正が適用されます。 

. 映画はモニターから離れた位置で観たい 
. ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

. 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順例 









基本再を 


サラウンドバック ch 処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック Ch 音声の処理を切り換え、最大で 7.] か 
再生か己.] ch 再生かを選ぶことができます。また、サラウンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想 
のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目はじ(下のとおりです。 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 

SB OFF :サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、最大已 .] かでの再生となります。 

SB AUTO : 入力信号の種類を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を自動選択することで、再生 
チャンネル数を切り換えます。最もソフトに忠実な再生となります。 

SB ON ： 常にサラウンドバック ch へのデコード処理技術を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみ 
いただけるモードです。 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとき 

VSB OFF ： 仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出しません。 

VSB AUTO :入力信号や U ス ニン グモードによって、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。 
VSBON : U ス ニン グモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出します。 


入力信号、 U スニングモードの種類や組み合わせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力が異な 
ります。詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^11目ページ)の表をご覧ください。 


一 JI 


msmm \ iinwi 

@ 〇 @ [ 

臣 

d €9 G 

r~¥l~ll HDD 1| DVD I 




[fUMMSOll THX STMfMH) ADV, 扣曲 

Id 包 o o 

H PHASE MCA 任 S.DIRECT 

o o o _ 

# 一, 0/166/* 

c AV アンプ ) , 


1 


^ 〇巧 ◎ \'W 0 o' 

• a を爱 1 が Cfil 

srrw vruw み * t— — m 

)<§>€>) 


1 SBch 処理モードを選択する。 

^一一^ ボタンを押すたびに、 ON と AUTO および 

OFF び切り換わります。 


• UTF のときは S 日 Ch 処理モード(バーチャルサラウンドバックモード)を 
切り換えることびできません。 

.MULTI CH IIM 入力を選んでいるとを 

.「Speaker Settin 昼」（一 77ぺージ)で、サラウンドスピーカーび N 0 
(無し）に設定されている、または rSurr Back System 」 （一63ベー 
ジ） で Speaker 巨、 Front 团-冉 mp、ZONE 2び選ばれてし、るとき 
• けーディオ調整機能」の HDM 暗声出力の設定び 「 THROUGH 」 に設 
定されているとき 
• へッドホンを挿入しているとき 
.STREAM D 旧 ECT モードのとき 

. STEREO またはフ□ントサラウンド•アドバンスモードび選択され 
ているとさ 

• サラウンド ch び収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはでをません。 


再 

を 


再生中にスピーカーの出カレベルを調 



再生している音を聴さなびら、チャンネルごとに出カレベルを調整でさます。 


{0^ IhElSI ZOWM] II 

^~I—1 


0 6 

が猶 "一‘ 周 
〇 ◎包 

ゆ;"’巧!;^ 

細 


才ーデイオ— 

トッ 

.‘ 成變し J コ 

コ D クラム_ _ I づ 

f 飼み I 


1 ( A ^ リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 



CH レべ J レ 


スピーカーの チヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイに 0.0 服」などと表示されま 
す。巧すたびにチヤンネルが切り換わります。 


3(3 


Pj 出カレベルを調整ずる。 

(y -10.0 d 目から+10.0 d 目の範囲内で、 
0.5 d 目間隔で調整でをまず。 
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基本再を 


オーディオ調壁機能を使用する 


ここでは政下の表にある音声に関する r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 


[. 入力信号や本機の設定などによって調整をずることびできない項目びあり! 
ます。その場をは設定項目として表示されません。 


1 AV ァンプ 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 むな到?. 
〇 

オーディオ調壁機能にする。 

3 の 

設定項目を還ぶ。 

の 

L ツ下の表の設定項目からお好みで調整したい 
項目を選びます。 

4(3 0 

手順 3 で選んだ項目の調壁を行ラ。 

L ソ下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 


5 


厂戻る1 

げ 


オーディオ調壁機能を終了する 
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基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定 I 具目 設定-効まの内容 表示と設定 


MCACC MEM 日 RY の選巧 ♦Ml .MEMORY 1 

(Memory Rename (一7已ぺージ)をしてい Ml .MEMORY 1〜 M 目. MEM 日 RY 目 

るときは変更した名前で表示されます） OMCACC OFF 


選おされている MCACC MEM 日 R 丫の周波 日：日 N 

数特性の補正の 日 N / OFF 設定。 OE 日： OFF 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定できます。 


;-|| irii . rit . ri 川丫 1 1卜 


MCACC メモ U- 

《1，2 


T i : 二 hi 


周波数特性の補正 
《2 


l ^.-. : : ::-- . I 選択されている MCACC MEM 日 R 丫の定在 ♦ S-WAVE : 日 N 

tj-WH _ iiiUn 波制御の効果の on / off 設定。 OS-wave : off 

定在波制御 それぞれの MEMORY ごとに設定でさます。 


.. N . r ：! r ! nil .ura t 音声全体の遅延時間の調整 ♦delay : 0.0 fr 

1 ，…。■■ロミ ーー U f I ( DV □ソフトなどで、映像の動きのちびセ IJ フ 0.0 f 旧 me 〜 6.0 f 旧 me まで 
サウンドディレイの調整 などの音声より遅れている場合、音亩全体を遅 （0.1 間隔） 

※ョ， 4 5せることで、映像の動きと音声とを合わせる ■ 1 frame =1/30秒 ( NTSC ) 

ことびでさます） 



ミッドナイト/ラウドネスモード 
3, 4, 5, 6, 7 


夜間やか音量再生でわ、音量に応じて効果を 
調整し、聴さ取 D やすくする機能 
MIDN に HT マルチチャンネル再生向き 
L 日 UDNESS ぶチャンネル再生向さ 


参 MID/LDN : OFF 
両機能ともに日 FF 
OMIDNIGHT : ON 
OL 0 UDNESS : ON 


I 占 " ^r：i ："■：：-：：-■：-■ =,| 「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの •TONE : BYPASS ( OFF ) 

_ . . . 与--- _ ■•■■■■■■ I OTON じ ： uN 

トーンコント□ール 
3, 4, 6,ス8 


¥ i：：SHsS i Udi ::: け. 


ほ音のレベル調整 


ほ音の調整 
(TONE ON 時のみ) 


卓 TRE 目 !.... E 4 日 dE け ’ 1>^3"3レべル|)1整 

高音の調整 
(TONE ON 時のみ） 


•BASS : 〇祀 

-6 犯〜十6犯（1祀間隔) 


•TREBLE : 〇祀 
-已祀〜十6祀（1祀間隔) 


再 

生 


I 占- r ：■-：■■■：： :- MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 参 S . RTRV :0 FF 

_ ，…「「■ ,,. 1 除されてしまう部分び発生します。サウンドレ OS.RTRV : ON 

サウンドレト U バー機能 卜 U パ'-機能を ON にすると、 DSP 処 S によっ 

てその削除されてしまった部分を補い、音の密 
度感、抑揚感を向上させます。 



デジタルノイズ 
U ダクシヨン機能 
《3, 4, 6, 7 


雑音げをく含まれるソフトのノイズを低減する ♦ DNR : OFF 
機能（一47ぺージ「デジタルノイズ U ダクシヨ ODNR : ON 
ン」参照） 


Ixr ..-!--! : !-.：!--!■■■■!：. I センター成分の定位感の調整機能 ♦DIALOG E : OFF 

I 〜 ■ミ-口……： ぃ;:- . . I (映画やドラマのセ U フ、または音楽のボーカ ODIAL 日 GE : 日 N 

ダイア□グエン八ンスメント ルを隙立たせ、より聴き取りやすい音にしま 

機能 す） 

3, 4, 6, 7 


_T ri .1. u i I 一 1111—' -M u r r ,■ 

八イビット / 八イサンプリング 
モード 
《3, 4,10 


デジタル音声信号への、ダイナミックレンジの 
拡大と周波数ち向の広帯域化をする機能 
( PCM 16 b けまたは圧縮音声20 bit を24 
bit に再量テし、データ処理時にヴンプ U ング周 
波数を上げることで、より滑5かで繊細な音楽 
表現を可能にします） 


•HIBITSMP : OFF 
OHIBITSMP : ON 
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基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定 I 具目 設定-効まの内容 表示と設定 


]+1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音 ♦ Dual : CH 1 
声を再生させるかの設定（一47ページ ri +1 ODual : CH 2 
デュアルモノラル信号とは」参照） ODual : CH ] CH 2 (左ち同時再生) 


A !■、！ 11~1! ■:!! 。し.！1 !!:■ 

マ s.": r*i し ’: i :■■■ i i A i:' 

デュアルモノラル音声の設定 
《3, 4 



ダイナ S ックレンジコント□一 
ルの設定 
3, 4, 7 


音量の最もルさし''部分と最も大きい部分の圧 
縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ 
て映画などを楽しむ場合でも、微小な音が聞舌 
取 D やす< なりますが、大をい音量で楽しむと 
きは、 OFF にずることをお勧めしまず。） 


♦DRC : AUTO (ドルビー TrueHD 信 
号に巧してのみ圧縮） 

ODRC : OFF (圧縮無し:高音質再 
生） 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 



•lj| M M h»| jjl' 


LFE アツテ ネーターの 設定 


ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超 ♦LFE : Od 巳 
低域音声成分）が含まれていることがあ0ます。一已 d 巳、一1 OdB 、 一 1已服 
LFE レベルが大き<て、スピーカーからの音 一2 日 d 巳、 OFF から選択 
声に歪みが生じると动ま、 LFE レベルをアツテ 
ネート（減衰）しまず。 


ご!"1し-し"1.::1 Mill ，！ 1：：.1 !!'■ 


SACD ゲインの設定 
3, 4. 10 


SACD を歪みな < 再生するための調整 
(工場出荷時の rod 目」は、高レベルで記録され 
てし、るディスクを再生しても音が歪まない設定 
になっていまず。 r +6 服」に設定すると 、 SACD 
のデジタル処理に+目肥のゲインを持たせ、 
SACD ディスクの情報をよ0忠実に弓 I さ出すこ 
とができ、高音質再生が巧能にな D ます。 


•SACD GAIN : 0服 
OdB : 音声が歪む場合 
+6 CIB : 高音質再生を望む場合 


V n !„■'!'! 1 'i M ! ' ! r— が ■ 


HDMI 音靑出力の設定 
11，14 


HDMI IN に入力された音青を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に設定したときは本機からは 
音が出なくな D ます。 


•HDMI : AMP 

本機と接続したスピーカーで再生 
OHDMI : THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(プラズ 
マディスプレイなど）で再生 


ミ ご rin 円 V - liinr - Fi-i hdmi どうしで接続された機器に対する機能垂八. delay:off 
I " ししし-- 一一 \ で、音声と映像の遅延時間を自動で調整し、映 OA . DELAY : ON 
オートディレイの設定 儘の動きと音青を自動で合わせます。 

《13 



センター幅の調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 
《9 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス • C.WIDTH : 3 
ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 〇〜7 

(音色の不一致を續和して、音楽再生に適した0:センタースピーカーからのみ再生 
音場を創り出ずことができます。） 7:ずべて左ちのフ□ントスピーカーに 

振り分け 


i! ■! !円!-! ...i C; T j j kJ j レ!か 

ディメンションの調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 


音場の強さのバランス調整 

(お好みの音場を創り出すことがでをまず。） 


♦DIMENSION : 0 

-3: 後方の音場が強くなる 
+3:前方の音場が強くなる 


1トト..! M し, M ■ • ! !..11|!し ■ 广广目卜 

パノラマ調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 


前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウ ♦ PAN 日 RAMA : OFF 
ンド ch につなげるような効果を加える機能（正 OPANORAMA : ON 
確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能で 
ず。） 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.IMAGE : 3 
ピーカーにどの程度振 D 分けるかの調整 〇〜]日 

(音色の不一致が援和された音楽再生に適し 0:ほぼずベて左ちのフ□ントスピーカ 
た音場を創り出ずことができます。） 一に振り分け 

10まにセンタースピーカーから再生 


占 rr[ rr-T - ., ii-Sil 現在選択してし、る ad \/ ance 。 ♦ effect :已〇 

i :-■■■■■ : _ f I SURR 日 UND の各モードの残響音効果などの10〜9日 

ADVANCED SURROUND 調整 （7 ch STEREO のみ90が初期値) 

モードの効果の調整 


± !"、 T M !"'! こご A :| fc :. 

センターイメージの調整 
(Neo:6 MUS に時のみ） 

《9 
























基本再を 


MCACC OFF を選択すると、 スピーカーシステム 設定 
U (がのすべての補正項目び工場出荷時と同じ状態にな 
0ます。 

《2 MCACC OFF または E 日日 FF を選択すると MCACC イ 
ンジケーターび消なします。 

《3 MULTI CH IN 入力では選択できません。 

※斗 HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 のときは選択で 
去ません。 

※曰 I ンコント□-ルび曰 N のときは OFF になります。 

※巨 U スニングモードび HOME THX モードのときは選択 
で定ません。 

※ア U スニングモードが STREAM D 旧 ECT モードのとを 
は選択でさません。 

《8 ミッ ドナイト/ラウドネスモードを0 N にすると 
巨 YPASS ( OFF ) l こな0ます。 

※日「スピーカーシステムの設定」（一77ぺージ）で、セン 
タースピーカーび N 0(無し）に設定されているときは選 
おでさません。 

《]0 U スニングモードび PURE □旧 ECT モードのと去は調 
整でさません。 

1 「 THROUGH 」 に設定したときは、解像度の設定にかか 
わらず、入力信号の辭像度で出力されます。 

《 ] 2ダイナ S ックレンジコント□ール対応のドルビーデジ 
タル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 、 
DTS 、 DTS-HD Master 冉 udio 信号にのみ効果びあり 
ます。 

《 ] 3 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイに 
のみ有効です。 ON に設定してち音声全体の遅延時間び 
改善されないときは、 OFF に設定して「ヴウンドディレ 
イの調整」（上記)を手動で調整してください。 

《 ] 4アンプ連動モードを使用しているとをは切り換えるこ 
とびできません(一] 01ページ）。 



再 

を 


ビデオ調壁機能を使用する 


ここではが下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のうえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 



3 4 2 5 



1 

1 


i 

Lit™ 

曝 

r ， 

r comet rnfvr ] aucr mockm pjjuw 

1 © © 1 © o © 

"IT ( 固 © 參參象 ) 


|. 入力信号や本機の設定などによって調整をすることができない項目びあり 
ます。その場合は設定項目として表示されません。 

• 全ての項目について、入力ごとに設定でをます。 

- リ 


1 AV ァンブ 

リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 1ディッ 巧到覃 
〇 

ビデオ調整機能にする。 

3の 

設定項目を選ぶ。 

の 

L ソ下の表の設定項目からお好みで調整したい 
項目を逞びます。 

40 9 

手順 3 で還んだ項目の調壁を行ラ。 

け下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 

5 問 • 

げ 

ビデオ調壁機能を終了する 
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基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定項目 設定-効まの内容 表示と設定 


占■ミ:一 ：-■：■■：L i : : J :■: L ミ bT ] HDMIl ^ 夕' 1* の映像入力信号を MONITOR • V.CONV : ON 

I ，■、■■■し uriv _日 UT に対してビデオ]ンバートする機能 OV . CONV : 日 FF 

ビデオコンパ’一夕一の設定 （ソース機器とテレビモニターを違ラ種類のコ 

ードで接続していてわ、映像を出力することび 
でさる便利な機能です） 


画面全体の明るさ調整 ♦ BR に HT : 0 

-1 日 （ 暗し、）〜十1日（明るい) 

画質の明るさ調藝 

(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 

のみ） 


ホ BRIGHT 




JirrikiTDncTJ 丘亡！画面の最も明るい部分と最も暗い部分との 

で-’-’ . .. ——^明るさの比率調整 

画質のコントラスト調整 
( ビデオコンパーター設定 ON 時 
のみ） 


• CONTRAST :0 

-10 让ヒ率最小)〜+1日让ヒ率最大) 


■*. H U に .1" 日卜 I 禄色と赤色のノ 、フン乂 調整 

画質の色あい調璧 

(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 

のみ） 


• HUE :0 

-1 日(緑強調)〜+1日(赤強調) 


Ji ： f ； j _ jPf||ijp iijj 円卜 I 色の濃さと薄さを調整する彩度の調整 
彩度の調整 


• CHROMA :0 
-1 日燒し、）〜十1日（濃い) 


J. — r J 

■■■■ 1 1 ■ 


■: 

!■■■ 

:■: ■ 


辭像度の設定 
&1，2, 3 


入力信号を出力する際の解像度の設定 


♦RES 

AUTO 

ORES 

PURE 

ORES 

480 P / 已 7 色 P 

ORES 

720 P 

ORES 

108 Oi 

ORES 

108 OP 


ム : J 1! ! V. 

! ■■■■■!" 

"i*' n w i 3 i i i i ■■■ W 

J i i F 


アスぺクト比の設定 
《3 


モニター出力映像のアスペクト比(縦横比）の 

ミ几み 

日又た 


• ASP : THROUGH 
入力信号をそのまま出力 
OASP : NORMAL 
OASP : ZOOM 


《 ] テレビ(モニター)び対応していない解像度に設定した場 
含は映徹び出なくなりまず。そのときは設定を変更し直 
してください。また、 DV 网応機器から映傲を入力した場 
含や、テレビ(モニター)の能力によっては、設定した解债 
度で出力されない場合びあります。1080 P へも変換しま 
すび、108 Op への変換は入力信号び480 i / 曰 76 i / 
480 p / 已7巨 P のときのみです。 

《2 「 AUTO 」 を選択すると HDMI で接続されたテレビ(モニ 
ター)の能力に合わせて自動的に解债度び選ばれます。ま 
た、 「 PURE 」 を選択すると、入力された解债度そのままで 
出力されます。 

《3アナ□グビデオ入力を HDMI 出力する際に有効な設定で 
す。 
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さ夥な機巧の再を 


iPod をつないで再生する 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことができます。 

卜 — 

• 本機は、第兰世代 U (降で Dock コネクターポート装備の iPod ® や iPod miniJPod nan □の音声および映傲に対応しています。 

• iPod nano は映像を外部に出力しないため 、 iPod nano の映憬を本機で再生することはでをません。 

• 本徽ま、 iPod アップデーターに 004-1 0-20」 L ^( 降の最新の iPod ソフトウェアにてお使いください。 

. 本機での表示は英数字のみとなります。英数字政がの文字び iPod に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。 

• iPod は、著作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複製•再生ずるために使巧許諾 
されるちのです。善作権の侵害は法律上禁止されています。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に JPod のイコライヴを r オフ」に設 
定することをお勧めします。 

• 本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じてち、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 


iPod の接続 


A \ 機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 

ミ 王 思 再 

別売りの iPod 用コント□-ルドック （ IDK -90 C ) を本機に接続します。接続には iPod 用〕ント□-ルドックに^ 
付属の iPod ケーブルをご使用ください。 



iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 
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I 1 
入力切換 

[叫 

または 

r iPod 


入力を 「iPod」 にずる。 

デイスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
が正し<接続されているかどラか確認しま 
す。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 またはレ」が 
表示され JPod 本体を操作することはでさな 
くなります。 

「 Loadin 邑」表示が消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順2へお進みください。 


y トディォ調舊トップメニューを表示ずる。 

トツプメ ニユー 


3 の 

© 

の 




再生したいカテゴリーを選んで決定ずる。 

カテづリーはじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ U —のリストが表示されまず。 
Playlists Podcasts 

Artists Genres 

Albums Composers 

Son 呂 s Audiobooks 

Shuffle Songs 

再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など）を選んで巧定する。 

和-►ボタンでリストのページを切り換え、 
t ♦ボタンでリストを選択します。 


手順4を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

本機の U モコンでち!;(下の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

の 

再生 

風 

頭出し 

の 

停止 


1」ピート再生の 
設定 

QD 

一時停止 

( cF ) 

シャッフル再生の 
設定 

田 

田 

早送り/早戻し 

風 

FL 表示部の変更 

0 0 

I 」スト画面 
のぺージ送り/戻し 
(再生中はフレイ IJ スト 

トップに； 1- 

トップメ占一を 
選択 


前のメニューに戻る/ 
再生画面をリスト！® 
に切り換える 


巨的のリストまで力ーソルを 
スク□—ル ( Audiobook を再生 
中は再生の速さを変更します。 
Faster ^4 Normal ♦^ Slower ) 


© 


リストの選択 
(再生画面では再生 
または一時停止） 


〇 


iPod の論の再生 







iPod のいろいろな音楽再生 


を彩な機器の再を 


FL 表示部の表示を切0換える 

再生画面のとをにを!）を押すと UTF のよラに表示を切り 
換えることびできます。 


m ち/ 

アーティスト名 


アルバムち 


チャプター番号表示 


再生経過 
時間表示 

残 量 時間表示 


同じ曲や聴いているリストを繰0返し聴< 
(リピート再を） 

リピート再生は、次の中か5選ぶことびできます。 

設定 リピート再生の内容 _ 

] 巧 再生中の巧を繰り返し再生します。 

すべて再生中の I 」ストを繰り返し、再生します。 


叫 


:切り換わります。 


一1巧— 


iPod の映像を再生する 



し、つもと違う曲賴で聴く (シャッフル再を） 

シャッフル再生は次の中か5選ぶことができます。 

設定 シャッフル再生の内容 

巧 再生中の U スト内の巧をシャッフ J レ再生します。 

アルバムアルバムをランダムに選び、そのアルバム内の 
巧を順番通 D に再生します。 

紅 =) ボタンを押すたびにじ(下のよラに切0換わります。 


-» オフ 


アルバム 


トップメニユーで 「Shuffle Son 呂 S」 を選択すると、自動で 
シャッフル再生を「曲」に設定し、再生を開始しまず。 g 


プレイリストを選んで再をする 
(プレイ U スト•スキップ） 

iPod のプレイリストから聞きたいプレイリストを再生し 
なび5選びます。 

1. プレイリスト内の先頭のプレイリストを再生しなが 
5選びまず。 

再生画面び表示され、 Pod び再生されているとさに、 
和-►ボタンを押すとプレイ U スト内の先頭のプレイ 
U ストを再生します。 

2. 聞きたいプレイリストを探しまず。 

和-►ボタンを押して、聞きたいプレイ U ストを選ぶ。 
和：前のプレイ U ストを選ぶとさ 
一：後のプレイ U ストを選ぶとを 


I ] 

A * 切換 
(^1 

または 

iPod 

2 〇 


入力を npodj にする。 

ディスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
び正しく接続されているかどラかお認しま 
す。 iPod の画面には rPioneer 」 または レ」 び 
表示されます。 

「 Loading 」 表示び消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順2へお進みください。_ 

フォトモードに切り換える。 

フォ ト ボタンを押すと本機での操作びでさな 
<なります。 iPod 本体で写真や映像の選択操 
作を行います。 

フォトボタンをちう一度押すと本機での操作び 
可首目こなり、音楽の再生操作などびでをます。 










を夥な機巧の再を 


HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再をする 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の略です。バソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface ) 端子をあ張した、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースの規格です 。 HDMI 
対応機器と HDMI 対応のプラズマテレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ドルビー 
デジタル（ドルビーデジタルプラスやドルビー TmeHD も含む）、 DTS ( DTS-HD Master Audio も含む）、 
MPEG -2 kk じ' SACD または U ニア PCM ) を1本のケーブルで伝送できます。接続には HDMI ケーブルをお使 
い < ださい。 

(• HDM 耐応機器の HDMI 端テの規巧びパージョン1.□のものでは、 DVD 才ーディオ信号を伝送することはできません。 | 


HDM 閒応機器を臟する 


HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能が働きませんので、必ず HDMI 日 UT から HDMI 对 
応のプラズマディスプレイなどに接続してください。 



爆 F F 漏…參麵 ご参) 

miMMM 

參"だ參離喔) 
瀑谭卷瀑 。參 
獄參參參 
戀-參-襄磯廢 
©- 1. 
獄參"儀藝雨 

□ n で 


一參翁 

こ馨參… 
…擧遞 


HDMI 対応モニター 


(プラスマテレビなど) 


本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 
DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によっては正常に動作しな 
い場合があります ( HDCP に対応していない DVI 機器(パソコン 
のディスプレイなど）には接続でさません）。 

本機の HDMI インターフェースは 1；( 下の規格に基づいて設計さ 
れています。 

• High-Definition Multimedia Interface Specification 
Version 1.3 a 

HDMI 、 HDMI □ゴ、および Hi 旨 h-Definition Multimedia 
Interface は HDMI Licensin 呂 LLC の商標または登録商標です。 


. 本機は DeepCol □「信号に対応していますび、入力信号びアナ□グのとさ 
は DeepColo 「出力はできません。 

. HDCP に対応していない機器を接続すると 「HDCP ERROR 」 と表示され 
ます。 HDCP に対応した機器を接続したときにもこの表示び出ることびあ 
りますび、映儘びとざれなく出力されれば不具含ではありません。 

.SACD 、 ド ルビーデジタル プラス、ド ルビー TrueHD、DTS-HD Master 
Audi □信号にも対応しておりますび、出力機器びそれらの フォー マットに 
対応している必要びあります。 


HDMI 巧応機器を再生する 
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I I 

入力切換 




HDMI 入力を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR でも選ぶことび 
でさます。 


または 



I HDMil 
〔TV CTRL I 


• 才ーデイオ調整機能の 「 HDMI 」 設定で 「 THROUGH 」 に設定する 
と HDMI 音声をテレビ(プラズマテレビ)から直接出力することび 
でをます。 

. テレビ(プラズマテレビ)に映像び何ち出ないとさは対応機器とテ 
レビの設定を含わせてください。それでも映债び出ないときは、他 
の映憬コードで接続してください。 

. HDMI に入力された信号は他の入カフアンクシヨンに割り当てる 
ことびでさます（一83ページ)。 










さ夥な機巧の再を 



マルチチヤンネルアナ□グ信号を再をする 


ソース機器の巳.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力端子と本機の MULTI CH IN 端テを接続して、すべてアナ□グ処理 
の高 SN 比の再生をすることびできます。 HDMI を使用しないで DVD 才ーディオや SACD をち生させる場合や、 
本機の対応フォーマツト(^3巳ぺージ)じ(外のマルチチャンネル信号を巧生させたいときに効果的です。 


7ルチチヤンネルアナログ接続 





















































いろいろな機能 


ち続した機器間で録音/録画をする 


本機を通して録音/録画を行う場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端子には、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させて<ださい。 

録音/録画を行うには 、 「ZONE Audio Setup 」 の ! "ZONE 2 / RECSEL Settin 旨」を 「 RECSEL 」 にする必要が 
あります。詳しくは r マルチゾーンの設定」 （9 日ページ)をご覧ください。 

DIGITAL OUT 1(または D に ITAL OUT ) 端テから出力される録音用デジタル音声信号は 「 REC 日 UT 」 の設定や、 
マルチゾーンの設定によって変わります。 



2 



録音/録画ずるソースを選ぶ。 


2 S.CN.L 信号を^ずる。 

SELECT 

◎ デジタル録音するときは、 D に ITAL を逞 

択します。詳し<は「音声入力信号の切 
り換え」（一3日ページ)をご覧ください。 


3 録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 


4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 


た 

.REC OUT の設定(「録音/録画しなびら別の入力の機器を再生する」一次ぺージ参照)び SOURCE になっていないと、ここでの方法 
では歸音をすることはできません。また、 Z 曰 NE 2 ON のとをや Z 0 NE 2&3 0 N . Z 0 NE 3 ON のときにも、同様にここでの方法で 
録音できませんので、マルチゾーンの設定を曰 FF にしてください。 

( VS 冉 - LX 70、 AX 4 冉 H のみ）一 DIGITAL 0 UT 2 端子を使巧することで REC OUT やマルチゾーンの設定に関係なく、ここでの方 
法で録音することびできます。 

• 本機の音量、チャンネルレベル、オーディオ調整機能、ビデオ調整機能、サラウンドの設定などは、録音信号には効果びありません。 
• 巿販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場含を除いて、善作権法 上 認められていません。また、コピーガード信号により録音/録 
画のできないちのちあります。 

. デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるちのびあります。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧ください。 
. MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでください。 

.MULTI CH IN 端子に入力された音声は、フロントし R の2 ch のみ録音することびできます。 

心 
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いろいろな機能 


アナ□グ音声信号び過度に入力され(フ□ント表示部の OVER インジケーターび点なして)音び歪んでしまうとき、 
入力信号レベルを下げて歪みをあ減することびでさます。 


1 | AV ァン3 アンプ操作モ—ドにする。 

アナ□グ ATT ボタンを f 甲す。 

押ずたびにアナ□グ ATT 機能の ON と OFF び切り換わり、 ON のとをに ATT インジケー 
夕一び点な します。 



録音/録画しながら別の入力の機器を再生する 


本機では録音/録画しなが6、別の入力の機器を同時に再生することがでさます。たとえば CD 入力の音楽を録音 
しながら、 DVD / L □入力の映画を楽しむことができます。録音/録画をはじめる前にこの操作を行ってください。 


1 CONTROL 

■ © 

録音/録画モードの選択にずる。 

「REC OUT 」 と表示されるまでボタンを押し 
ます。 

2'C 

.「REC OUT 」 と表示されている間に、録 
，] 音/録画したい入力にずる。 

/たとえば 、 「REC OUT CD 」 を選びます。 
「REC OUT CD 」 表示が消えたら手順3へお 
進み < ださい。 


再生したい入力を選ぶ。 

たとえば、 「 DVD / LD 」 入力を選びまず。 
「 DVD / LD 」 入力の映画を楽しみなびら 「 CD 」 
の音楽録音を同時に行ラことびでさます。 




アナログ入力信号の至みをほ減する 


応用操作 


雨 

国 


1 口 


る 

〇巧る™ 
0- を-8 


思》 


ま 


3 

2 
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いろいろな機能 


フ□ントパネル表示部の明るさを調舊する 


フ□ントバネル表示部の明るさを4段階に調整することびでをます。 


1 | AV ァ巧 アンプ操作 モー ドにずる。 

2 ベ-お好みの明るさに調整ずる。 

^ 押ずたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 


• 明るさを一番暗い設定にしたときは、ボ U ューム表示と STANDBY インジケーターを残して、すべて消灯します。 

. 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたときや、入力信号のフォーマットび変わったときなどは明るく点むし、数秒棲に元 
の明るさに戻ります。 

• エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 


ス IJ ープタイマーを設定する 


1 防を^ アンプ操作 モー ドにする。 


之 （ TTu - 7 スリ—プボタンを巧してタイマ-を設定する。 

^ 押ずたびにス U —プタイマーの時間び下のよラに切り換わります。 

ス U - プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点なします。 



SLEEP 30 min 
— OFF ◄— 


—► SLEEP 60 min 
SLEEP 90 min 卜 


• スリープタイマーを設定したあとにス U —プボタンを]回巧すと、残り時間び表示でをます。 

• マルチゾーン機能卜日3ぺージ)び ON のときは、ス U - プタイマーを設定するとサプルームの電源も同時に切れます。 


再を中の音声や設定内容をお認する（ステータス画面) 


U モコンの状態確認ボタンを巧すことで、下の情報を確認することができます。確認項目は本体のディスプレ 
イに表示されます。じ(下の情報は各入力ごとに確認することができます。 


入力信号 
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i 

I —ffit 


O 

«*♦ 


o o o 

L 宇 ■ |l HDD IL DVD J 1 

,o - 

i fWH 


jWMSM THX SIANOMC ACV.SURR 

恆.就な Q 


£ MCACC S.0IRECT 

5 .sO O 


P の neer 

し AV アンプ） 


J 


ステータス 表示中に I 〔31 ボタンを 押すと、通常表 
示に戻ります。 


巧態確認 

日 


S 目 ch 処理モード 

♦ 

MCACC MEMORY 

\ 

ZONE 2 /REC SEL 

♦ 

ZONE 3 

HDMI コント□ール 


設定内容を確認ずる。 

ディスプレイに上記の情報が表示されます。 
ディスプレイは3秒ごとに切り換わって表示 
されます。 








いろいろな機能 


スピーカーシステム A / 目を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 


U- 雌 .- 城 nsss 心品 S 

◎ 巧 © i © © I 〇 © 〇 

• をを1ろ蓄 ( H @ •…® •) 

snw MTvn Omc-Ln s-wn nm i mm ■ 


スピーカー システムを切り換える。 

サラウンドバックシステムの設定(-►日 3 ペー 
ジ)によって選択でをるモードが換わります。 
ボタンを巧すたびに、下のよラに切り換わ 
ります。 

[Normal ( default )」 に設定している場合 


へッドホンを PH 曰 NES 端子に差し込んでいる間は 
自動的に日 FF に切り換わります。（ただし 、 Speaker 
己に設定されているとさは、スピーカー端子回からは 
音び出ます。） 


「Speaker B 」 に設定している場合 


こ 


A+B ON 




「 Front 目 i - Amp 」 に設定している場合 


「ZONE 2」に設定している場合 


るスピーカーシステム選択時の出力音声について 

「Normal (default)」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :すべてのスピーカーから出力されます。 

[Speaker BJ に設定している場を 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能です。） 
目 （ SP ►目） :スピーカー端デ国に接続されたスピーカーか6のみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ巧 

能です 。 ）IVIULTI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ A 目）：上記 A ( SP ^ A ) と目 （ SP ►目)の音声が同時に出力されます。 

[Front Bi-Amp」 に設定している場含 

A+B ( SP ^ A 目）：すべてのスピーカーから出力されます。スピーカー端テ回か日出力される音声はスピーカー 
端子囚のフ□ント出力と同じ音声です。 


「ZONE 2」に設定している場含 

A 但 P ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーから X インゾーンで選択されている音が出力され 

ます。スピーカー端テ国に接続されたスピーカーから Z 0 NE 2 で選択されている音が出力され 
ふ9 〇 

上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) :スピーカーか6出力されません。このときサラウンドバックシステムの設を(一目3ぺ一 
ジ)を 「ZONE 2」に設定しているときのみ、 SP ►目から音が出ます。 

(プ U アウト端テか6は常に音声が出力されているため、サブウーファーからは音が出る場を 
があります。） 


スピーカーシステムを切り換える 
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設定頂目一覧 


本機で設定でまること 


本機のシステムセツトアップで設定でさる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 



ALL / Keep SP System 

音場補正の全項目を自動測定 

12 



Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

已 9 


Auto MCACC 
(ヴラウンドの自動設定） 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

已 9 

1 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

巳 9 


Standing Wave 

定在渡の自動制御 

巳 9 



EQ Pro. S S-Wave 

残響特性を考慮した周波数特性の自動 
補正 

已 9 



FULL BAND PHASE CTRL 

スピーカーの位相乱れの自動補正 

73 

2 

Suit Back System 
(サラウンド/ (ツクシステムの設定） 



SPEAKER 回 端子の用途設定 

63 



a 

Fine Channel Level 

聴感による鲁チャンネルの出カレベル 
の微調整 

64 



b 

Fine SP Distance 

聴感による鲁スピーカーまでの距離の 
微調整 

65 

3 

Manual MCACC 

c 

Standing Wave 

定在液制御の設定 

66 

(詳細なサラウンドの設定） 

d 

EQ Adjust 

聴感による周液数特性補正カープの調 
整 

67 





1 

Reverb Measurement (残響恃をの測思 




白 

EQ Professional 

吕 

Reverb View 媽響恃をの表お） 

68 





3 

Advanced E 口 Setup 
(残響恃をを考慮した音場補正） 


4 

FULL BAND PHASE 
CTRL (スピーカーの位相乱 
れの補正） 

a 

Measurement 

スピーカーの位相乱れの自動補正 

73 

b 

Group Delay View 

群遅延特性 

(補正前/補正ターゲットの表示） 

73 



a 

MCACC Data Check 

MCACC メモリーの確認 

74 


Data Management 

(MCACC MEMORY の 
データ管理） 

b 

Memory Rename 

MCACC メモリーのを前を変更 

75 

已 

c 

MCACC Memory Copy 

MCACC メモリーのコピー 

75 


d 

MCACC Memory Clear 

MCACC メモリーを消去 

76 



巨 

Output PC 

残響特性、群遅延特性および MCACC 
パラメーター (測定値) の PC へのデー 
夕転送 

72 



a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、傾域再生 
能力などの設定 

77 


Manual SP Setup 

(ヴラウンドの手動設定） 

b 

Channel Level 

聴感による鲁チャンネルの出カレベル 
の設定 

79 

色 

c 

Speaker Distance 

备スピーカーまでの距離の設定 

80 



d 

X —Curve 

部屋の大きさに合わせた高音域の減衰 
カーブの設定 

81 



百 

THX Audio Setting 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

82 

7 

Input Setup 
(入力に関ずる設定） 


备入力の音青入力や映像入力の切換、 
入力名の変更、 12 V Trigger の ON/ 
OFF などの設定 

83. 84 

105 
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システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 



a 

Multi Ch In Setup 

マルチチャンネル入力の設定 

85 



b 

Zone Audio Setup 

マルチゾーン機能の設定 

95 

8 

Other Setup 
( その他の設定） 

c 

SR+ Setup 

パイオニアプラズマテレビとの連動設 
定 

103 



d 

HDMI Control Setup 

HDMI コント□—ル機能に対応したパイ 
オニア製品と連動動作ずるための設定 

100 



e 

OSD Adjustment 

メニュー画面の表示位置(上下左ち）調 
整 

86 


リ又こング Uti の13£1こ *3 し、て 〜ヴラウンド再をのための設定〜 


： $M(DAdvanced MCACC とは 


政下日つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド再生のための設定とは、この音場補正を行ラことを 
いいます。本機のオート MCACC セットアップ機能を使ラと、これ6日つの設定(音場補正)を自動で行ラことがで 
きます。また本機の Advanced MCACC で 、 Auto MCACC を [ ALL ] (一] 2、目1ぺージ)で測定すると 、 「FULL 
BAND PHASE CONTR 日 L 」 (全帯域に渡る位相乱れの補正卜41、73ぺージ )） も自動的に補正します。 

スピーカーシステムの設定 (Speaker Setting) 

ソースに含まれる音青成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定が正しく巧われないと、サウンドトラックの 
特定チャンみレにリ强をされた音青び再生されなかったり、低域成分び欠落してしまう、などの不具をび発生する場合びあ0 
ます。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、このような問題を回避します。 

スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEMOR 丫に共通の設定となります。 

スピーカー出カレベルの設定 Channel Level) 

リスニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と同様 
に、音の定位感や移動感を正確に再現することげ目的です。この設定び正しく巧われないと、いわゆる r バランスの悪い音」 
になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、このちまでは正確な設定は不可能です。プ□のスタジ 
才•エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施します。本機では 
MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でち簡単にできるよラにな0ました。 

スピーカーまでの距離の設定 （Speaker Distance) 

実隙には距離を設定することで各チャンネル間の遅延(ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生では特に 
重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用した実測では、電気的な遅延現象 
(特にサブウーファーにをく見受け5れる)をも測定します。よって、方ジャーで測った物理的な距離より大きい値が設定さ 
れることわありますが、遅延補正として正しい値になっています。 

定巧波制御 （Standing Wave) 

オーディオの世界で問題となる定在波は、音波が壁などで反射し、ちとの音波と干渉することで発生します。定在波は特定 
の低域周波数に極端なピークなどび発生したとき音質に悪影響を与えますび、定在波制御フィルターを自動または手動で設 
定することで、 U スニングポイントにおいて定在波の影響を受けないヴウンドをお楽しみいただくことびでさます。本機の 
「 Multi - Point 」 機能では複数のリスニングポイントにおける定在波を測定することもできます。 

残響特性の測定 (Reverb Measurement) 

リスニング ルームの 残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を巧ったときときは、補正後の 
部屋の残響特 I 年を測定することわでさます。 

視聴擇境の周波数特性のお正 (Ago Cal EQ Pro.)_ 

「視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性化厂 R F 特)の補正を意巧し 
ます。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用してち、 U スニングポイントでは音色が違って聞こえます。これは、設 
置場所-設置方法-壁面-内装など、さまざまな影觀こより実際の F 特び違ってしまうためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネルの音 
のつなび0び飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館などにおいてはこ 
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の補正は絶対に欠かせないものです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ0、一般家庭環境にお 
ける F 特の補正には最も有効であるエンべ□-プ補正方式を採用し、この差を埋めることを可能にしました。また、本機で 
は視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Aco Cal EQ Pro .) を標準的に行っており、 E 日浦正の力ーブわ 「 SYMMETRY 」、 
「ALL CH AD 」 UST」 、 「FRONT AUGN 」 と3タイプあります。通常の Auto MCACC による測定(一にぺージ)では 
巧丫 MMETRY 」 の補正のみび行われます 。 Auto MCACC で GUST 日 M 設定をすると、一度の測定で複数タイプの EQ 補正 
を行い、それぞれ別の MCACC MEM 日 RY に保存させることができます卜目1ぺージ)。それぞれの補正力ーブの特長はし分 
下のとお0です。お好みに応じてお使いください。 

. SYMMETR 丫 一 L / R でペアになっているスピーカー]組ごとの周波数特性をフラットに補正します(センターなどペアで 
ないスピーカーは個別に補正します)。位相特性を重視した補正をしたい場合におすすめです。 

.ALL CH ADJUST - 全チャンネルの周波数糊ホをそれぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視した補正を 
したい場をにおすすめです。 

.FRONT AUGN - フ□ントじ(外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします(フ□ントスピーカーは補正し 
ません)。フ□ントスピーカーの特性を重視した補正をしたし場合におすす故です。 


システムセットアップ設定の手順 


電源を入れてメニュー画面に進むまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 




1 AV アンブ本機の蕾原を入れ、テレビ'の蕾原も入れる。 

© テレビは本機の出力映像び表示されるよラに 
しておをます。 


2 

3 


臣/アンプ I リモコンをアンプ操作モードにずる。 


ク 


システムセツトアップにする。 


テレビ画面にシステムセツトアップび表示さ 


れます。 


DVD/LD 

Him 

2. Surr Back Svstem 

3. Manual MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 



ISP Setup 



システムセツトアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 


リモコンボタン 

本体ボタン 

用途 

【度定] 

◎ 

システムセットアップを 

SETUP 

開く/閉じる 

への A 

の 

カーソル 移動と設定値 

000 

の 

0©8 

の 

の変更 

選択項目を決定する 

(戻る） 

げ 

© 

RETURN 

1 つ前の画面に戻る 


• へッドホン使用中は、システムセットアップは表示できません。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスク U —ンセーバー機能び働きます。 

• 入力び iPod、HOME MEDIA GALLERY ( VSA - AX 2 AH を除く）になっているときは、システムセットアップを行うことびできま 
せん。また、 Z 日 NE 2、 Z 0 NE 3 び ON のときもシステムセットアップを行うことはできません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使巧するたびに設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシス 
テムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとをには、設定し直す必要びあります。 

. システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るときはシステムセットアップを終了してください。 

. システムセットアップ中は Z 0 NE 2 の音声が消音されます。 






Auto MCACC をより詳細に測定/設定する 
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才ートセットアップ (Auto MCACC) の畐本的な使用方法は r ホームシアター入門 J 設定する ( 一 12 ぺ一 

ジ ) をご覧ください。 

Auto MCACC のに UST 日 M ] を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することができます。 

に ustom Menu 」 ： 

どの項目をオートで設定するかを選択します。 [ ALL ] は FULL BAND PHASE CTRL を含んだすべての項目、 

[Keep SP System 」 はスピーカーシステムの設定と FULL BAND PHASE CTRL 政外の項目を、それ獻外は 
それぞれの項目のみの才ート設定となります。また 、 [Speaker Settin 旨]と [FULL BAND PHASE CTRL ] は、 

[ ALL ] で測定するたびに測定結果が更新されます。 [ ALL ] での測定後に U スニングポイントを変えて測定したいと 
きは 、 [Keep SP System ] で測定してください。 

「 SYMMETRY」、「ALL CH ADJ」、[FRONT ALIGNJ : 

(に ustom Menu 」 が [ ALL]、[Keep SP System ] に選択されているときのみ設定可） 

EQ 補正力ーブ(視聴環境の周波数特性の補正)ごとに測定/設定値の保存先を選びます ( MEM 日 R 丫内のデータは上書 
きされます。各補正カーブの説明は目0ページをご覧ください)。各 EQ の保を先をそれぞれ設定すれば、一度の測定 
で複数タイプの EQ 補正が行えます。 S 丫 MMETRY は常に測定しますが他の2つは測定させないことを巧能です。 

ITHX Speaker 」 ： 

(|" Custc)m Mem 」 が [ ALL ]、 に peaker Settin 貧]に選択されているときのみ設定巧） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このときに peaker Settin 畳]はす 
ベての スピーカーが SMALL (ル）になります。 

「 MCACC 」 ： 

(に ustom Menu 」 がに hannel Level]、[Speaker Distance]、[EQ Pr 日ぶ S - Wave ] に選択されているときの 
み設定可） 

測定/設定値の保を先を選びます ( MEM 日 RY 内のデータは上書きされます）。 

に Q Type 」 ： 

(rcustom Menu 」 が [ E 日 Pro . & S - Wave ] に選択されているときのみ設定可） 

EQ 補正カープ(視聴環境の周波数特性の補正)を1つ選択します(各 EQ 補正カーブの説明は日0ページをご覧くだ設 
さい)。 を 

rstand.Wave Multi-Point 」 ： 

(に1151:〇の Menu 」 が [ E 日 Pro . & S - Wave ] に選択されているときのみ 
設定巧） 

[ ON ] にすることでメインの U スニングポジションとそれ政外の U スニン 
グポジション2力所(計3力所)の定在波制御 ( Standin 宫 Wave ) を行う 
ことができます。設定の手順は OSD 画面に従って、ちのイラストのように 
X インポジションでの測定が最後になるようにセットアップ用マイクを 
設置していさます。 U スニングポジションを1力所でお楽しみいただくと 
さは [ OFS にすることをお勧めします。 


U ス驾ョン U ス驾^ョン 


メインリスニングポジション 


2 



1 12ぺージの手順1〜2までを行ラ。 

2 [ CUSTOM ] を選んで巧定する。 
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3 Custom Menu で測定したい項目を選び、項目ごとの詳 
細設定や MEMORY の保を巧などを選択ずる。 


Custom Menu 

[ ALL]、[Keep SP System ]、 

[Speaker Settin 資 ]、 [Channel 

Level]、[Speaker Distance]、[EQ 

Pro . Si S - Wave ] 

保存先 

[MEMORY 1 〜目] 

THX Speaker 

[ N 0]、 [ YES ] 

EQ Type 

[ SYMMETRY]、[ALL CH ADJUST ]. 


[FRONT ALIGN ] 

Stand.Wave Multi-Point [ N 0]、 [ YES ] 


4 [ START ] を選んで巧定ずる。 

Custom Menu で選択した項目の自動測定に進みます。 
「MCACC Data Check 」 の画面が表おされたら自動測定は終 
了です。 

測定結果を確認して < ださい （ r 測定/設定結果を確認する」^ 
] 己ぺージ)。 

測定が終わりましたら、必ず t ットアツプ用マイクを本機から 
抜いてください。 


.Auto M 仁 ACC の [ DEM 日]を選ぶと 、 Auto MC 冉 CC のデモモードになります。デモモードはセットアップ用マイクを使巧せず 
に開始することび可能で、スピーカーを接続していればテスト I -ーンも出力されます。デモモードでの測定内容は本機の設定に 
反映されず、エラーち発生しません。デモモードを終了させるには、戻るボタンを押して < ださい。戻るボタンを押すまでデモモー 
ドは繰り返されます。 

. に ustom Menu 」 で [ ALL ] を選択した場含のみ 、 「FULL BAND PHASE CTRL 」 も自動的に補正します 。 [Keep SP System 」 
の場合は 「FULL BAND PHASE CTRL 」 のお正は行われません。 

.「Acoustic Cai EQ 」 （周波数特性の補正）と 「 Standin 客 Wave 」 （定在波制御)の効果は、それぞれの MCACC MEMORY で ON / 
曰ドドを切り換ぇることびできます。詳しくは「オーディオ調整機能を使巧する」（^44ぺージ)をご覧くださぃ。 


62 






音の詳細設定 


スピーカーのほ用用途を選択する 〜 Suit Back System 〜 


ここではスピーカー端子国(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定しまず。じ(下の項目から選がします。 
[ Normal ( default )] :-般的なサラウンドバックスピーカー用（日.1 ch または 7.1 ch システム） 

に peakerB ] : メインの己.1 ch システムの音を、メインとは別に2 ch ダウンミックスしたステレオ巧生用 
[Front Bi - Amp ] :フロントスピーカーのバイアンプ駆動用（已. ] ch システム） 

[ZONE 2] :本機のある部屋(メインゾーン）とは別の部屋 ( Z 0 NE 2) のステレオ巧生用 




システムセツ ト アップでほ用するボタン 


を V アンプ I — ► 






【戻る】 




2 


3 


[2. Surr Back System ] を選んでミ夫定ずる。 

「Normal ( default )」 と 「 Speaker 巨 」、 「Front 目 i - 
Amp 」、[ Z 日 NE 2] の選択画面が表示されます。詳しい 
説明は上記をご覧 < ださい。 


[Normal ( default )] か [Speaker B ]、 
[Front Bi - Amp ]、 に ONE 2] のいずれかを選ん 
で巧定ずる。 


戻るボタンを f 甲ず。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 



Manual MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することができます。それぞれの調整を行う前に、リモコンの 
MCACC ボタンまたは本体の MCAC 仁 POSrnON ボタンで調整したし WICACCMEM 日 R 丫を選んでか6それぞれの調 
整を行ってください 。 MCACC MEM 日 RY が日 FF の状態で Manual MCACC を選択すると 、 MCACC MEM 日 RY の選択 
画面になります。この場合、調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選択し、調整項目へとお進みください。 

設定にはセットアップ用マイクを使用する項目ちあります。マイクの接続のしかたは、12〜13ページをご覧くださ 
い。マイクを接続する際は、設定ボタンを巧してシステムセットアップ画®が表示されている状態で差し込んでくだ 
さい(システムセツトアップ画面が表示されていなしが態でマイクを差し込むと Auto MCACC のスタート画面になり 
ます)。 
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スピーカー化カレべルの微調整 (Fine Channel Level) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して最適と思われるちラ1つのチヤンネルからテスト I -ーンが再生されますので、そのテストトーンど 
ラしが同じ大きさに聞こえるように調整します。 

音圧計をお持ちの場をは、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7日 d 目 SPU こ調整してください。 




1 [3. Manual MCACC ] を選んで巧定ずる。 

ム [Fine Channel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行ラ画面になりまず。 


五 

ま意 


テスト!-ーンは大きな音で再生されます。 
MASTER V 日 LUME は自動的に日 d 目にな 
り、テストトーンが巧生されます。 


ゴフ□ント左チャンネルのレベルを調整して巧定する。 

_フロント左チャンネルからテストトーンび出力されます。_ 

4 フ□ントちチャンネルか日順まにレベルを調壁す 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思 
われるちラ]つのチヤンネルから交互にテストトーンが 
出力されます。 

一] 日.日 d 目から +]0 .日 d 目の 範囲内で、 日.已 d 目 間隔 
_で調整することができまず。_ 

5 戻るボタンを巧ず。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりも 
ルさく聞こえる場合があります。 
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音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるちう1つのチヤン 
ネルからテストパルスが再生されます。その2つのスピーカーに巧して U スニン 
グポジションからち図のように向き、2つのテストパルスの聞こえるポイントが 
中央になるよラに数値を調整します。このとささらに細かくポイントを中央にし 
たいとさは、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向さをかし動かすこ 
とでポイントを中央にすることがでさます。なお、サブウーファーのテストパル 
スは他 ch と音色が異なります。サブウーファーの音がはっきり聞こえるよラに 
調整してください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域巧生能力によって、設定値を上下 
したりスピーカーの位置を変えてち聞こえちの変化がわかりにくい場合があります。 





1 [3. Manual MCACC ] を選んで巧定ずる。 

ム [Fine SP Distance ] を選んで巧定ずる。 

_スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になりまず。 

3 フ□ント左チャンネルのスピーカーまでの実測距 
離を入力して決定ずる。 

4 フロントちチャンネルか5順番にスピーカーまで 
の距離を調整ずる。 

選がしたチャンネルのスピーカーとちラ1つのスピー 
カーからテストパルスが1;!下の組み合わせで出力されま 
す(左が調整するスピーカーでず)。 

R - L 
C-L 
SL - L 
SR - R 
SBL-SL 
SBR - SR 
SW - L 


日.日 1 m から9.0 日 m の範囲巧で、 日.日 1 m 間隔で設定で 
さます。 


五 

ま意 


テストパルスは大さな音で再生されます。 
MASTER V 日 LUME は自動的に日 d 目にな 
りテストパルスが再生されます。 


5 戻るボタンを巧す。 


スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 


. テストパルスの聞こえるポイントびどラしてち中央に定位しないとをは、スピーカーと本機の免)、©端子び正しく接続されているか 
を確認してください。©と©び逆に接続されていると中央に定位しません。 

• サブウーファーの距離を合わせるポイントは、テストパルス3発目の音の余韻ができるだけ中央へ抜けていくように調整します。音 
の余韻びちちどちらかに流れて聞こえる場合はヴプウーファーの距離設定や位置をさらに微調整すると効果的です。 










音の詳細設定 


定を液制御 (Standing Wave) 


オーディオの世巧で問題となる定在測ま、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉することで発生します。定 
在波は特定の化域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカー 
の位置や I 」スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソースなどのち生音を聴をなび6、 
定在波の該響を制御します。 




1 [3. Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

Z [standing Wav 引を選んでミ夫定する。 

_定な波制御のフィルター設を画面になります。_ 

3 [Filter Ch ] を選ぶ。 

どのチヤンみレの定在波を南脚するか還択しまず。 

各チヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定 
在波の該響を制御します。 

[ Main ] :センタースピーカーとサブウーファーじ(外の 
すべてのチヤンネル 
に enter ] :センターチヤンネルのみ 
_に W ] ;サブウーファーのみ_ 

4 フィルター N 0.1か日 N 0.3について、各項目を調 
壁する。 

f :さフィルターの中む周波数を、63 Hz 〜2巳0 Hz の 
範囲で調整しまず。 

Q : 各フィルターの帯域幅を2.□〜 9. 8の範囲内、 0.2 
間隔で調整しまず。数値び大さくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、 0.0 d 目〜12.0 dB の 
範囲内、□.已 d 目間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを一12.0 d 巨〜 

+ 12.0 dB の範囲内、□.已 d 目間隔で調整します。手順 
_3でに W ] を選んだとをのみ調整することびでをます。） 

5 戻るボタンを巧ず。 

定な波制御の設定を終了します。 
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音の詳細設定 




. オーディオ調整機能の 「 EQ 」 (周波数特性の 
補正）の項目を 「 E 日 OFF 」 にしている 
MCACC MEMORY でここでの設定を行 
うと、自動で 「 EG ) ON 」 に切り撰わります 
(一4己ページ）。 


• 調藝中に rovE 阿」がディスプレイに表示されたときは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すぎるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

• r スピーカーシステムの設定 J で SM 冉 LL (ル)に設定されたチヤンネ 
ルは r 已3 Hz 」 を選ぶことはでさません。 

.「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調璧することで、変わってしまっ 
た全体的なレベルのバランスを再調整します。 


チヤンネルごとの周波数特性の補正 (EQ Adjust) 


13. Manual MCACC I 

"II"" 111111 


3 [ START ] を選んで決定ずる。 

補正カーブの調整画面になりまず。 



テストトーンは大さな音で再生されます。^ 
MASTER VOLUME は自動的に0.日 d 目に 
なりテスト I -ーンが再生されます。 



[EQ Adjust ] を選んで決定ずる。 

どの MCACC MEMORY の EQ 値を調整するかの確認画 
面になります。 


• Manual MCACC ] を選んで巧定ずる。 


AV アンプ 


補正カーブを手動で調整します。下記の調整を行う前に MCACC ボタンでどの MCACC MEM 日 RY の E 日値を調 
整するか選んでおさます。 



システムセツトアップで使用するボタン 


[記ち） 


への-、 
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音の詳細設定 


の残響特性の測定と残響を考复 


した補正に Q Professional) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特 
性の補正などをそれぞれ個別に行ラことがでさます。チャンネルごとに響さちが異なったり、周波数ごとに響さ 
方が異なるような視聴環境では [Advanced E 日 Setup ] が特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてちご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳細に確認することも巧能です。 

[Reverb Measurement] ( 残響特性の測定） 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現状の部屋の残響特性を測定するときは 、 [Reverb Measurement ] を選んだあと、に Q 日 FF 」 を選択してか6 
測定してください。 

残響特性を考慮した補正を行っているときは、補正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

その場合は補正した MCACC MEM 日 RY を選び 、 [Reverb Mesuremeni :] を選んだあと、 fEQ 日 N 」 を選択して 
から測定してください。 

[Reverb View] ( 残響特性の表示） 

測定された残響特性の詳細を日 SD 画面(テレビ画風で確認することができます。 


[Advanced EQ Setup] ( 上級者向け EQ 設定） 

日 SD 画面(テレビ画面）に表示される残響特性を参考にしなが6、周波数特性の補正を行ラための 
r 時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


.[Advanced EQ Setup ] は、政前に測定した Auto MCACC (一 12ぺージ）の補正力ーブに上書きしてし 
まいますのでごを意ください。過まのデータを残したいときは、別の MCACC MEM 日 R 丫を選んでから 
[Advanced EQ Setup ] を行ってください。 

.[Advanced EQ Setup ] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto MCACC と違い、スピーカー 
システム、 スピー カーか 6 の距離、 スピー カーの出カ レベルなどの設定は行いませんので、 [Advanced E 日 
Setup ] を行う前に 「Auto MCACC 」 （一] 2ぺージ)を行うことをお勧めします。 

• [Auto MCACC 」 のに USTOM ] で 、 「Custom Menu 」 を [ ALL]、[Keep SP System]、[EQ Pro . & S - 
Wave ] のいずれかで設定したとさは、すでに部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周跋数 
特性の補正を自動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 


残響特性グラフの見ち 


このグラフは、スピーカーか6—定のテストノイズを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移をおした 
をのです。まったく残響がない場をは下図 A のようになりますが、残響がある場合、徐々に音響パワーが累積さ 

れて下図 B のよラになります。 


レ 1 

ベ 

• レ < 

ベ 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で0 [ ms ] 付近の 

‘ ■— —— — 立ち上がりが鈍くなる場合があります。 

ル 

ル 

• 各スピーカーの r 距離と能力の差」による「ディレイと 



レベル差」は、グラフを見やす < するため、補正された 


A 時間 

ものを表术します。周波数特性 1 し関しこは補止しない 
e で表示します。 

- Auto MCACC (に USTOM ] の[冉 LL ]、 [Keep SP System ] または [E 日 Pro . S S-Wav 引）の測定棲と Reverb Measurement 
(Manual MC 冉 CC の [E 日 Professional ]) の測定後では定抵皮制御の設定値によって、残響特性グラフに違いび出ることびありま 
ず。冉 utoMC 冉 CC では定在波を制御した状態で残響測定をしているため定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示されます。 
それに対し、 Reverb Measurement では定在波を制御せずに鶏響測定するため定在波の影響を含んだ残響特性びご覧いただけま 
す。お部屋の残響特性そのもの(定在波もそのまま)の状態をご覧になりたい場合は、 Reverb Measurement をお勧めします。 






音の詳細設定 


Advanced EQ Setup での補正時巧位置の巧め方 


[Reverb Measurement ] で測定された鶏響特性の詳細 
を参考に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは [Reverb View ] または [Advanced EQ Setup ] 
の日 SD 画面か、パソコン上で残響特性グラフを確認(一 
72ページ）し、 U (下の1〜3のパターンを参考に補正時間 
位置をミ夫めます。 

従来の MCACC による E 日補正では、図1のようにマイク 
入力のデータ取得時間び80〜1目 日 [ ms ] の固定になって 
いました。それに巧して、よりプ□フェツシヨナルな E 日 
補正びできる本機の Aco Cal EQ Pro . では、残響音の悪 
影響を受けないよラにするため、 日〜 80[ m 引の中の1ポ 
イント （2 日 [ m 引幅)を選おできます。 

各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び 
大さい場合は、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、 
早めの時間位置を選おすることで、直接音(初期反射音を 
含む)の不揃いのみを補正することびできます。残響カー 
ブのどこかの周波数帯に突発的な変化の無い、早めの時 
間帯(たとえば30〜己〇 [ ms ]) を選択します。 



この機能は上級を向けの機能になります。補正時間位置の 
設定および Advanced E 日 Setup をすベて自動で行いた 
い場合は 「Auto MCACC 」 の [ ALL]、[Keep SP System ] ま 
たは作 Q Pro . & S - Wave ] で測定してください。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性が異なる場合 

図3ま、低域び大きく響き、高域はあまり響かないという 
特性の例です。この場合従来の EQ 補正は8日〜16日 [ ms ] 
のデータを取得していたため、低域の残響音の蓄積によ 
り、 r 低域び大きく、高域がかさい」と判断し、 E 日の力ーブ 
は高域を上げ気味に補正していました。しかし、スピー 
カーか5直接ちに届 < 約 40[ ms 山处内の特性は、高域ち十 
分な音量び出ていますので、遅い時間位置で補正してし 
まラと高域げさつく感じることがあ0ました。このよラ 
な場含にはスピーカーか5の直接音を補正する意昧で、 
Advanced EQ Setup で30〜已〇 [ ms ] くらし、を指定す 
ると、スピーカーか5の直接音(初期反射音を含む)びフ 
ラットにな0、聴さやすい音場になります。 



図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 


ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特性げ異なっている場合 
の例です。このよラな場合、従来の E 日補正は80〜 

1目日 [ ms ] のデータを取得していたため、スピーカーか 
5音び放射されてか 5 S 日降に徐々に各チャンネ 
ルの音色びそろって<るよラに補正していました。一 
方、音像の定位感や移動感、音色のつなびりは、残響音 
ではなく、各スピーカーか5の直接音(初期反射音を含 
む)に左ちされます。このような場合は 、 Advanced 
EQ Setup で30〜日〇 [ ms ] く日いを指定して補正をする 
と、直接音の特性びそろった理想的な音場でお楽しみし、 
ただけるよラになります。 



図 3 チャンネルごとに残響特性び異なる場合の例 

ケース 3) 全体的に残響特性び拟ている場合 

図4のよラに、各周波数、香チャンネルの残響特性び似 
ているよラな場含には、残響特性び悪影響を及ぼすこと 
はありません。このような場含は30〜已日 [ m 引ではな 設 

く 、 Advanced EQ Setup で60〜8日 [ ms ] くらいを指 ぞ 
定して補正することをお勧めします。直接音と残響音を 
すべて含んだ I -ータルでの補正び行われ、理想的な音場 
空間を再現する ことびでを ます。 



図4周波数ごと、およびチヤンネルごとに残響特性び似ている場合の例 


f 本機能の有効活用 

本機の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、視聴環境整備 
の ツールと してお使いいただけます。 スピーカーの L / R (左ち） 
で特 I まび大きく異なる場合は、片側の設置に問題びあったり、左 
ちの壁の反射び大さく影響している、などび考えられます。設置 
の見直しや吸音材の使巧効果などを何度を確認しなびらより理 
想的な視聴環境を創ることびできます。 
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音の詳細設定 

残響特性の結まをバソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ6かじめ本機とバソコンを接続ず 
る必要びありまず。使用できるバソコンの環境については72ぺージをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細はダウン □- 
ドした PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご覧ください。 , -、 





1 [3. Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

2 [EQ Professional ] を選んでミ夫定する。 

づ [Reverb Measuremen 口を選んでミ夫定する。 

4 [EQ OFF ] を選ぶ。 

残響特性を考慮した補正を行った状態の部屋の残響特性 
を測定/確認したいとさは、あらかじめ補正を行った 
MCACC MEMORY を選んだうえで忙 Q ON ] を逞びま 

_す。_ 

5 マイクを接続して残響特性の測定の準備をずる。 

-付属の測定用マイクを接続して、 U スニングポジ 
シヨンに設置してください 。 （TV モニターの近くに 
は設置しないでください。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーとリスニングポジシヨンの間にある障害 
_物を取り除いてください。_ 

6 [ Sta け]を還んで巧定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
_度かかります。_ 

7 戻るボタンを巧ず。 

測定結果を OSD 画面でお認するとをは手順8へ、パソ 
コンのモニター画面で確認するとをは「各種測定結果の 
PC 表示機能」（一72ページ)へお進みください。測定結 
果を確認せずに周波数特性の補正を行ラとをは手順12 
へお進みください。 
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[Reverb View ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面になります。 






音の詳細設定 


9 測定結果を確認したいチャンネル、周波数、周波 

数バンドを選ぶ。 

10 手順9を繰り返して各チャンネルにおける各周波 
数の巧醬特性の測定結果を確認ずる。 

11 戻るボタンを f 甲ず。 

残響特性の測定結果確認画面を終了しまず。 

I • 残響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波'] 
数ごとに響をちび異なるとさは手順12へお進みください。 

• 部屋の残響特性を改善したいとをはここで服音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効果を 
確認、することをお勧めします。 

• 残響特性び特にノ くラつさなく測定されているときは理想的な残響 
特 I まび得られていますので、手順12へお進みください。このとき、 
手順13の補正時間位置を [60 〜 80 ms ] に指定することをお勧め 
します。 


1 2. [Advanced EQ Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

_補正時間位置を指定する画面になります。_ 

1 ゴ補正時間位置を指定ずる。 

チヤンネ J レと周波数を切り換えなびら残響特性カーブを岂 J 
参考にして、巧正時間位置を指定します。巧正時間位置の こ 
決めちは 「Advanced EQ Setup での補正時間位置の決**^ 
め对卜日9ぺージ)をご覧ください。補正時間位置は各 
チヤンネル、さ周波数で共通です。チヤンネルと周波数の 
_切り換えは参考にする残響特性カーブの切り換えです。 

14 みを f 甲して画面を切り換え、必要に応じて 「EQ 
Type 」 と rstand.Wave Multi - Point 」 を設定する。 

_それぞれの詳しい説明は日1ページをご覧<ださい。_ 

15 [ START ] を選んでミ夫定する。 

手順13で還んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動 
_で行います。測定にはおよそ]〜4分程度かかります。 

16 戻るボタンを巧ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 （EQ 
Professional ) を終了します。 

[MCACC Data Check ] で測定結果を確認できます。 
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音の詳細設定 


さ種測定結果の PC 表示機能 


本機では部屋の残響特性、スピーカーの群遅延特性および MCACC パラメーター(測定値)をパソコンに転送して 
表示することができます。ご確認いただくには、下の条件を満たしている必要があります。 

パソコン本体 

. 日 S (オペレーテイング-システム)が Microsoft ® [ Windows ® XP 」 または 「 Windows 衝2日00」のいずれ 
かであること。 

• CPU が Pentium 3/300 1\/^7_^>(上わ、八1\/10 K 目/300 MHzi ； Lb (または100 〇/〇互換性のある CPU ) で 
あること 

• メモ U —が] 28 M 目政上であること 

• 画面解像度が8日 0 X 日日〇ドット1^(上であること 
• インターネットに接続可能であること 

. RS -232 巳ポートを搭載していること ( COM ポートの接続についてはパソコンの; ><- 力一へお問し啥わせくだ 
さし'0 

RS -232 C ヶーブル 

. 方ス-メス：ク□スタイプ(インターリンク、 U バースタイプなど)を使用すること。詳細はダウン□ー ドし 
た PC アプ U ケーションの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーション•ソフ ト および専用取扱説明書 
. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 
http :// pioneer . jp / support / 


r . ノート PC など RS -232 C 端子びないパソ]ンの場をは、市販の us 日- RS -232 C 変換ケースレ ( USB - シ U アルケースレ)を使い、] 
USB 経由で接続ずることを巧能です。 

I し 


DVD/LD -SS.OdB 

1. Auto MCACC 

2. Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

6. Manual SP Setup 

7. Input Setup 

8. Other Setup 

ろ : Exit 


データ通信の前に本機の設定にて、一度 Auto MCACC [ ALL ](- 
12、日]ページ)を行った状態で RS -232 C ケーブルを接続し、 
「Reverb Measurement 」 （一7日ぺージ）を行ってください。 


1 [日 . Data Management ] を選んで決定ずる。 


2 [Output PC ] を選んで巧定する。 



ノ くソコンへのデータ転送待ち画面になります。 

3 パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨ 
ンを起動して < ださい。 

P 巳アプリケーシヨンの取扱説日月書の指示に従い、データ転送を 
行います。 

ノ（ソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行 
ラと上書きされます。また本機の電源を切ることでも残響特性 
データは;><モリから消去されますので、測定後はすみやかにパ 
_ソ コンへ データ送信し、保ちしておくことをお勧めします。 

4 戻るボタンを f 甲ず。 

パソコン への データ転送を終了します。 


Microsoft 衝、 Windows ® XP および 
Windows ® 200日は米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 


• 残響特性の表示は、最棲に測定した鶏響特性び忙 Q OFF 」 であれ 
ば周波数特性の補正前 、 「EQ ON 」 であれば周波数特性の補正棲 
の表示をご覧いただけます。詳しくは専巧アプ U ケーシヨンの取 
扱説明書をご覧ください。 

• 群遅延特性と MC 冉 CC パラメーターのデータは本機の電源を 
切ってちメモリから消まされないため、電源 OFF 搂でちデータ 
転送させることびでさます。 






音の詳細設定 


スピーカーの位相团 I れを補正する 〜 FULL BAND PHASE CTRL 〜 


スピーカーの周波数位相特性を測定し巧正する機能でず。スピーカーから出力されたテスト信号を付属の 
マイクで測定することによってスピーカーの周波数位相特性を解析します。音声信号再生時の、全チャン 
ネルの周波数位相特性びフラットな特性になるように補正します。詳しい説明は r 全帯域に渡る位相の乱れ 
(群遅延)を巧正ずる (FULL BAND PHASE CONTROL )」 （一41ぺージ)をご覧ください。 


ここではスピーカーの周波数位相特性のみを測定する場合について説明します 。 Auto M 巳 AC 巳 [ ALL ] (一 
12. 日1ぺージ)を行つているときはここでの巧正はすでに行われていまず(再度ここでの設定を行ラと前 
の設定は上書さされまず)。 

設定にはセットアップ用マイクを使用します。マイクの接続のしかたは、]2〜]3ぺージをご覧ください。また、 
マイクを接続する際は、設定ボタンを巧してシステムセットアップ画面び表示されている状態で差し込んでくだ 
さい。システムセツトアップ画面び表おされていない状態でマイクを差し込むと Auto MCACC のスタート画面 
になります。 





1 [4. FULL BAND PHASE CTRL ] を選んでミ規する。 

2 [ Measurement ] を還んでミ夫定する。 

3 マイクを接続し、 [ START ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーの位相乱れを測定し、補正します。測定び終 
わりましたら手順4へ進みます。 

4 [Group Delay View ] を選んで巧定ずる。 

測定したスピーカーの補正前の群遅延特性と巧正後ター 
ゲットとなる群遅延特性を表おします。 

_仁/与でチヤンネルを切り換えることびでさまず。_ 

5 戻るボタンを巧す。 

[Group Delay View ] を終了します。 

6 戻るボタンを巧ず。 

スピーカーの群遅延補正を終了しまず。 


• PC と接続することで、より詳細なスピーカーの辭遅延特性と補正媛の群遅 
延特 I まを3□グラフで表示することび可能です卜72ぺージ)。 

• サブウーファーは FULL BAND PHASE CONTROL の補正対象列•です。 
また、原理的に群遅延び発生しないスピーカー(フルレンジスピーカー)や 
巧聴帯域がの超高音域(スーパーツイーターなど)ち補正対象がです。 
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音の詳細設定 


MCACC MEMORY のデータ管理をする 〜 Data Management 〜 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された各種設定内容や設定値を確認、]ピー、消ますることがで 
きます。また MCACC MEM 日 RY に名前をつけることもできます。 


設定データを確認する (MCACC Data Check) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された政下の各設定項目の内容や設定値を確認することができます。 

Speaker Setting :スピーカーシステムの設定 

Channel Level :スピーカー出カレベルの設定 

Speaker Distance :スピーカーまでの距離の設定 
Standing Wave :定在波制御フィルター設定 

Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正値 

FULL BAND PHASE CTRL :スピーカーの群遅延特性(補正前と補正後ターゲット） 




1 [日 . Data Management ] を選んで決定ずる。 

Z [MCACC Data Check ] を選んで巧定する。 

_確認したい設定の項目の選択画面になります。_ 

3 確認したい設定項目を選んでミ夫定する。 

4 必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再をしなびら MCACC MEMORY ををえること 
で、各 MEMORY の設定値をお認しなびらそのサウンド 
の変化をお認することびでをまず。 

他の設定項目を ffi 認するとさは戻るボタンを押して手順 
3へ戻ります。 

5 戻るボタンを巧す。 

[MCACC Data 巳 heck ] を終了します。 
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音の詳細設定 



MCACCMEM 日 RY 1 〜日の名前を変更することができます。たとえば、映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のように変更することができます。 

変更したい設定データの名前は下の中から選びます。 

[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] [ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ][ S 日 FA ] [ SEAT ] 


[日. Data Management ] を選んで巧定ずる。 

[Memory Rename ] を選んで決定ずる。 

名前を変更したい MCACC MEMORY の選択画面になり 
よ9 〇 

名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで名 
前を変更ずる。 

他にち名前を変更したい MCACC MEMORY があるとを 
は選んで変更しまず。_ 

戻るボタンを f 甲ず。 

[Memory Rename ] を終了します。 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された MCACC MEM 日 RY を他の曰つの MEM 日 R 丫のいずれかに 
コピーすることができます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で6つまで設定することができます。 



1 [己. Data Management ] を選んで決定ずる。 

2^ [MCACC Memory C 叩 y ] を選んで巧定ずる。 

コピーしたい MCACC MEMORY ( From ) とコピーされ 
る MCACC MEMORY ( To ) の選択画面になります。 





設定データのち前をを更する (Memory Rename) 
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音の詳細設定 


3 コピーずる内容を選ぶ。 

[All Data ] を選ぶと、コピーされる M 巳 ACC MEMORY 
のすベての内容をコピーします。 
[ LEVEL&DISTAN 巳 E ] を逞ぶと、コピーされる 
MCACC MEMORY のスピーカー出カレベルとスピー 
_力一までの距離の設定のみコピーします。_ 

4 コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

5 コピー巧の MCACC MEMORY を選ぶ。 

6 [OK] を選んでミ夫定する。 

設定内容のコピーび開始されます。 

に ancel ] を逞ぶとコピーは行われません。 

Completed と表示されたらコピーは終了です。 

7 戻るボタンを巧ず。 

[MCACC Memory Copy ] を終了します。 


設定データを消去する (MCACC Memory Clear) 


6つある MCACC MEM 日 R 丫の中から必要のない MEMOR 丫を消去します。 


1 [日. Data Management] を選んで決定ずる。 

2 [MCACC Memory Clear] を選んで決定ずる。 

消ましたい MCACC MEMORY の選択画面になりまず。 

J 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 [OK] を選んで決定ずる。 

手順3で選んだ MCACC MEMORY の消まを開始しま 
す。に ancel ] を選ぶと消まは行われません。 

_ Completed と表示されたら消去は終了でず。_ 

り 他にも消去したい MCACC MEMORY びあるとき 
は手順 2 〜 4 を繰り返す。 

6 戻るボタンを巧す。 

[Data Mana 旨 ement ] を終了します。 
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音の詳細設定 


ーカーやヴブウーファーの音を調整ずる (Manual SP Setup ) 


ru ス ニン グ環境を測定して最適な設定をする (Auto MCACC)」 （一1 2 ページ)でオートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定できます。 


ピーカー接続と f ま音再生能力を設定する (Speaker Setting)^^^ 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などにをわせて正し<設定して<だ 
さい。 [SMALL] (ル)に設定されたスピーカーがあるとさ、何 Hz が下の低音域を他のスピーカー(サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hz 政下の低音域を再生するかを X. 日 VER (ク□スオーパー周波数)の設定 
で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、78ページをご覧ください。 




• THX 認証のスピーカーシステムをご使巧の際 
は、すべてに MALL ] に設定してください。 

• 工場出荷時、クロスオーバー周波数は80 Hz に 
設定されています。 

• THX スピーカーをご使用の場含、クロスオー 
バー周波数は 80 Hz に設定してください。 

. それぞれのスピーカーの'性能によりますび、 dv 型 
スピーカーを使巧している場合、ク□スオーバー 
周波数は200 Hz に設定することをお勧めしま 
す。 


。 それぞれの スピーカーに ついて、それ日のサイズ 
や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにしソ下を遅べまず。各項目の意味と設定 
方法については次ページの説明をご覧ください。 


Front 

(フ□ント） 

[ LARGE ] [ SMALL ] 

Center 

(センター） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

SB 

(サラウンドバック） 

[ LARGEX 2] [ LARGEXI ] 
[ SMALLX 2] [ SMALLXI ][ N 曰] 

SW 

(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 

X . OVER 

(ク□スオーバー周波数) 

[已日 Hz ] [80 Hz ][1 曰 OHz ] 

[150 Hz ] [200 Hz ] 


4 戻るボタンを巧ず。 


に peaker Settin 邑] を終了します。 
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音の詳細設定 

スピーカーシステム設定の目安 

スピーカーシステム組みをわせ可能一賣 



太字：工場出荷時の設定 


[ SMALL ] :低域再生能力び十分ではないか型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーか5出力） 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または 1 本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーか5も同時に出力させる低域の再生量びもっと 
も多いモート 

常に (2 ch 再生時でを)サブウーファーか 5 低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
ちにおすすめの設定(詳し < は下図参照） 


[ NO ] :接続していない場合感当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してくださし、。 

サブウーファーの再生する音域成分 



フ□ント/センターの再生音域 お手持ちのスピーカーにをわせて設定してください 


. サプウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフロントの低域成分の打ち消し含いび発生し、十分な低音の効 
果び発揮されないことびあります。このような場合は 、 Auto MCACC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance ) を行い(一] 2 
ぺージ ）、 PHASE CONTROL または FULL BAND PHASE CONTROL モードを 「 ON 」 にしてくだ‘さし、（一 40 ぺージ）。 
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音の詳細設定 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整するに hannel Level ) 


u ス ニン グポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定にそろうように調整します。実際に出力 
されるテスト I -ーンを耳で確かめながら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで 7 已 d 目 SPU こ調整してくださし、。 

MCACC MEM 日 R 丫が日 FF の状態で Channel Level を選択すると、 MCACC MEM 日 RY の選択画面になるので、 
手動調整したい MCACC MEM 日 RY を選んでください。 


DVD/LD -55.0d8 

1. Auto MCACC 

2. Surr Back Svstem 


3. Manual MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. Data Man: 


nagement 

dJHJill.B 


7. Input Setup 

8. Other Setup 


±3 : Exit 



2 


a. Speak 


c. Speaker Distance 

d. X-Curve 

e. THX Audio SeHing 


ろ ： Return 





I DVD/LD 

O.OdB 1 

1 【牙 — 1 

MCACC 

:: Ml.MEMORY 1 

L 4 

nrom^sR [ o.odB] 

C [ 

O.OdB] SBR [ O.OdB] 

R [ 

O.OdB] SBL [ O.OdB] 


SL [ O.OdB] 
SW [ O.OdB] 


ろ : Finish 


1 [6. Manual SP Setup ] を選んで巧定ずる。 

2 

に hannel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

3 

設定方法を選んでミ夫定ずる。 

[MANUAL] :テストトーンを出力するスピーカーを手 
動で切り換えて調整します。 

[AUTO] :テストトーンを出力するスピーカーび自動で 
切り換わります。 


^ A テストトーンは大きな音で再生されます。\ 

/!\ MASTER VOLUME は自動的に 0 .日 d 目に 
\ 注意 なり、テスト! -- ンが再生されます。 



4 

それぞれのチャンネルレベルを調壁する。 

一 10.0 dB から+ 10.0 dB の範囲内で、 0 .已 d 目間隔 
で調整ずることびでさます。 


サブウーファーからのテスト 1 -ーンは周波数び低いため、実際のレべ 1 
ルよりもルさく聞こえる場合びあります。 

- 


5 戻るボタンを f 甲す。 

に hannel Level] を終了しまず。 


画一码:ペルー Q 托 

各チヤンネルレベルの調整を斤ラことちでさます。 
CH レベルボタンを押すたびにチヤンネルび切り換 
わります（この場を曰 SD 表示はされません）。 
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音の詳細設定 


— までの距離を調整する (Speaker Distance) 


U スニングポジション(視聴位置)か6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。手動で設定する場合 
は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 

MCACC MEM 日 R 丫が OFF の状態で Speaker Distance を選択すると 、 MCACC MEM 日 RY の選択画面になる 
ので、手動調整したい MCACC MEMOR 丫を選んでください。 





1 [6. Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 

ム [Speaker Distance ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 



3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 

離を設定ずる。 

0.01 m から9.日日 m の範囲内で、0.01 m 間隔で設定でき 
ます。 

I サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置 I 
(に己 R 」 と！ " SBU ) および設定をリスニングポジションから等距離に 
しますと、 THX モードの効果が最大限に発揮されます。 


4 戻るボタンを巧ず。 

Speaker Distance ] を終了します。 


より正確な距離の調整は、 r スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP 
Distance )」 卜6曰ぺージ)をご覧ください。音憬や定位感びさらに 
向上しまず。 
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音の詳細設定 


広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) 


広い視聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまう傾向びあります。 X - Cu 「 ve ( X 力一では高域に kHzl ； (上） 
の周波数を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは-0.巳 dB / oct 〜— 3.0 dB / oct (0.5 d 目ステップ)の日種類か6選 
択可能です。1；(下の表を目まに、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は周波数特性の補正には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目ま 


部屋の広さ 

〜3已が 

〜48 

〜巨0 

-72 

〜300 

〜]000 

減衰力ーブ 

— 0.己 dB/oct 

— I . OdB/oct 

— I .日犯/〇な 

— 2. OdB/oct 

— 2.己服 / oct 

— 3. OdB/oct 




1 [6. Manual SP Setup ] を選んで巧定する。 


'[ X - Curve ] を選んでミ夫定する。 

__聴感上の高域巧正になります。_ 

3 和-►ボタンで高域減衰力ーブを調整ずる。 ^ 

-0 .已祀/〇なから一3.0祀/〇なを0.已祀ステップの巨 L 
段階で調整することびでさまず。 

[ OFF ] を選択すると X - Curve はフラットになり聴感上の 
_高域は S 正されません。_ 

4 戻るボタンを巧ず。 

[ X - Curve ] を終了します。 

な 

• THX モードでは、 X 力ーブと同じような、高域を補正する Re - 
Equalization という機能び働くため、 X 力ープの設定は無効にな 
0ます。 
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音の詳細設定 


サラウンドバックスピーカー間の S 顧!を設定する (THX Audio Setting ) 


THX Ult 「 a 2 規格で新規に開発された ASA(Aclvanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 Cinema 
と THX MusicMode、THX Games Mode に最適な効果をもた 6 すための設定です。サラウンドバックスピー 
カー間の距離(日 m 〜日 .3 m 、0.3 m 〜1 .2 m 、 1 .2 m 政上の3段階）に応じて処理を変化させます。 THX の推 
奨するスピーカー配置は下図のとおりです。 

「Speaker Settin 旨」（一77ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを[ N 0]または[ X 1 ] で設定したときは、この 
項目は選択できません。また、 「 Suit Back System 」 （一目3ぺージ）で TSpeaker 目 」、 [Front Bi - AMP 」 また 
は 「ZONE 2」を選択したときも、この項目は選択でさません。 


1 

f - ^ 

システムセットアップでほ用するボタン 

DVD/LD - SS.OdB 


1. Auto MCACC 

2. Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. Data Manaaement 

7. Input Setup 

8. Other Setup 

±5 : Exit 


耐一等 一 爲 り一眾 

. _ ^ . 


2 



1 [6. Manual SP Setup ] を選んで巧定する。 

Z [THX Audio Setting ] を選んでミ夫定する。 

サラウンド7 (ックスピーカー間の距離の設定になります。 


3 


DVD/LD -55.0dB 



SB SP Position 


3 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[0-0.3 m ]、[>0.3-1.2 m ]、[1.2 m 〈] のいずれかを 
逞びます。 


因因 

SBL-SBR 

た : Finish 


4 戻るボタンを巧ず。 

[THX Audio Setting ] を終了します。 
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入力端子の設定 


リア八みレ端子に入力した音声/映像信号を設定する 〜 Inout Setup 〜 


各入カフアンクシヨンごとに割り当てる音声信号と映像信号の入力端子を変更することがでさます。じ(下の接続 
を行ったときは必ずここで設定してください。工場出荷時の設定はち下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 
されていませんが、割り当てることがでさる入力端子です。 X は割り当てることがでさません。 


• リアパネルのデジタル音青入力端子と S ビデオ映像入力端子に記載 
された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

デジタル音声入力の設定 ( Di 呂 ital In ) 
^ S ビデオ映像入力の設定( S-Vicleo In ) 

. コンポーネントビデオ映像入力端モまたは D 4 ビデオ映像入力端 
子に映像機器を接続したとさ。 

ーコンポーネント / D 4 ビデオ映像入力の設定に omp / D 4 い） 

• HDMIl 〜4端子 ( VSA - AX 2 AH は HDMI 1〜3端テ)に接続した 
HDMI 対応機器を HDMI 1〜 4( VSA - AX 2 AH は HDMI 1〜 3) 入 
力 LU 外の入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI In ) 


1 乂力 1 



入力端モ 


1 つ，、/々ク_/コ、 /I 





1ノグノノノゴノ 1 

Digital 

HDMI 

Comp/D4 

S-Video 1 

DVD/LD 

COAX 1 

〇 

Como 1 

IN 1 

BD 

OPT 2 

〇 

Como 2 

IN 2 

TV/SAT 

0PT1 

〇 

〇 

o 

DVR/VCR 1 

OPT 3 

〇 

D IN 1 

固定 

DVR/VCR 2 

o 

〇 

D IN 2 

固定 

VIDEO/GAME 1 

o 

〇 

Comp 3 

〇 

VIDEO/GAME 2 

固定 

〇 

X 

固定 

HDMI 1 

X 

HDMM 

X 

X 

HDMI 2 

X 

HDM1-2 

X 

X 

HDMI 3 

X 

HDMI-3 

X 

X 

HDMI4* 

X 

HDMI-4 

X 

X 

HOME MEDIA 
GALLERY* 

X 

X 

X 

X 

CD 

COAX 2 

X 

X 

X 

CD-R/TAPE/MD 

OPT 4 

X 

X 

X 

TUNER 





PHONO 

割り当てることびでさない入力です。 

MULTI CH IN 

iPod 






* は VSA - し X 70、 AX 4 AH のみ 




3 



• 別の入カフアンクションで、同じ入力端子を還お 
ずることはでさません。同じ入力端子を還んだと 
をは、先に設定されていた入カフアンクションの 
設定び OFF に切り換わります。 

. コンポーネント端子の使用については、 r 映像機器 
の接続について」卜2已ぺージ)をご覧ください。 
.「HDMI Control Se 山 p 」 (一100ぺージ)を RDN 」 
にしてし、るときは HDMI 端子を HDMI じ例の入力 
に割0当てることはでをません。 

• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を還}尺する 
ことはでをません。 


設 

定 


1 [7. Input Setup ] を選んでミ夫定する。 


' 変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


3 変更したい設定を選んで割り当てたい入力端子を 

設定ずる。 

詳しくは上記の説明をご覧ください。 

たとえば、光デジタル端子 ( IN 团)を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは 、 「Digital In 」 のに 0 AX -1] を 
[0 PT -4] に変更します。また、 D 4 VIDEO IN のに入力 
した映像信号を再をしたいときはに omp / D 4 In 」 の設 
定を [ D 4 In -1] に設定します。 

プラズマテレビの映像入力と本機の音声入力を合わせた 
いとさは104ページの r プラズマテレビの入力連動設定 
〜 PDP In ( SR +) 〜」をご覧ください。 


4 戻るボタンを f 甲す。 

[Input Setup ] を終了しまず。 

システムセットアップを終了するとさは、 a 岩を押しまず。 


システムセツトアップでほ用するボタン 

の— 


— (ISS ] rwi 

ド V ァン —► っ 一 （*(, 炒が —► 

C±P 
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その他の設定 


ディスプレイに表示をれる入力ちを変更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびでさます。 DVR / VCR 1入力を選択すると、工場出荷時の設を 
では 「 DVR / VCR 1」と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の 
名称 （ DVR - DT 100) などに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単 
に確認することびでをまず。 




2 







1 

[7. Input Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 

名前を変更したいファンクシヨンを選ぶ。 

3 

(▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

♦ ボタンを押してに/ 2) ぺージを表示させます。 

4 

「Input Name 」 で [ Rename ] を選んで決定ずる。 

工場出荷時に戻したいときは [ Default ] を選んで決定し 
も;^ 〇 


5 和-►ボタンでカーソルを動かして t ♦ボタンで入 

力する文字を選ぶ。 

入力でをる文字は！;(下のとおりです。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?劑 \ r_{l} 〜（スぺース） 
t ♦ボタンを巧し続けると文字がスク□ールします。 


6 手順己を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 
ずる。 


7 巧定ボタンを巧して入カフアンクシヨン名を巧定 

ずる。 

他にを名前を変更したい入カフアンクシヨンびある場合 
は、手順2〜6を繰り返します。 


8 戻るボタンを巧す。 

[Input Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとをは、 q ちを押します。 
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その他の設定 


その他の設定をする 〜 other Setup 〜 

マルチチヤンネル入力を設定する ( Mu 怕 Ch In Setup ) 


マルチチヤンネル入力でのサブウーファーレベルを上げることびできます。また、マルチチヤンネル入力 
を選択しているとさに、他の入力の映像を見ることびでさまず。ここではどの映像入力をマルチチヤンネ 
ル入力に割り当てるかを設をしまず。 





1 

[8. Other Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 

[Multi Ch In Setup ] を選んでミ夫定する。 

マルチチヤンネル入力の設定になります。 

3 

KW Input GainJ を r + 1 OdBJ にする。 

サブウーファーの出カレベルび10 dB 上びります。収 
録されているそのままのレベルで出力したいときは 
「 OdB 」 にします。 

4 

「Video InputJ の映像入力を選択する。 

マルチチヤンネル入力のとさに、ここで割り当てられた 
映像入力を見ることびでさます。ここで割り当て日れる 
映像入力は、 「 DVD / LD 」'「 BD 」、「 TV / SAT 」、 
「 DVR/VCR 1」、 「 DVR / V 巳 R 2」、 「 VIDE 0 /GAME 
1」、 「 VIDE 0 /GAME 2」のいずれかです。 

5 

戻るボタンを f 甲ず。 

[Multi Ch In Setup ] を終了します。 
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その他の設定 


システムセツトアップ画面の位置を調整する 


日 SD (オンスク U —ンディスプレイ)をお持ちのテレビの中央で表示できるように調整します。日 SD に表示される 
システムセットアップなどの文字が切れないよラにする機能です。 


1 [8. Other Setup ] を選んでミ夫定する。 

Z [OSD Adjustment ] を選んでミ夫定する。 

OSD 画面の調整になります。 

3 t ♦和-►ボタンで力-ソルを f 甲して画面内の枠を 
中巧に調壁する。 

4 巧定ボタンを巧す。 

5 戻るボタンを巧ず。 

[Other Setup ] を終了します。 
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u モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の U モコンを使って、本機政外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場合は、 
該当するコードを呼び出すだけで操作できるよラになります。また、プ U セットコード非对応の機器でも、その 
機器に付属の U モコンか6直接登録(学習)することが巧能です。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出す(プリセツトコード設定) 


本機付属の I 」モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の I 」モコンコードび登録されてしぶす。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することび可能です。 

をボタンの役割は r I 」モコンで他機器を操作する」(^88ぺージ)をご覧ください。 


ドを万） AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
_し ンを f 甲ず。 


U モコンにに ETUP 」 び表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボタンを2砂間 
_ ^ _押し続けます。_ 

レ^ rPRESETJ を選んで巧定する。 

「 EXIT 」 を選んでま定ずると設定を終了しま 
のす。 


3 1 CD I I CD-R I I HDMI I 

(DVD J I TV い BD I Qvcn«.( 

rpyRTi F 邸 L " 规 ‘I noN ^ 

I DVRiJ し iPod I [tuner] IAV7 ン ; ^ 

© 

I シフト I 、 —-' 


操作したい機器のマルチコント 
□-ルボタンを選んでミ夫定する。 

CD のよラに黒い四ち枠で表示され 
た機器はシフトボタンを押しなびら 
選びます(例 : C D を選ぶとさはシフ 
卜と DVD を押す）。 


<： r ^ 登録ずる機器のブランド名の頭文字を選 
偽んでミ夫定ずる。 

たとえば、パイオニアを登録するとさは、 
「 P 」 を選びまず。 


こ至> 登録ずる機器のブランド名を選んでミ夫定 
風ずる。 

の 


の 

© 

の 


登録ずる機器とコード番号を選んでミ夫定 
ずる。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合は 「 DVD 」、 
コード番号び複数あるとさはそれぞれのコー 
ド番号で試してみてください。入力機器むボ 
タンを押して、その機器の電源を入/切でき 
れば正しいちのが選ばれたことになりまず。 
「日 K 」 が表おされて、登録が終了します。 


iPod ボタン 、 HOME MEDIA G 冉 LLERY ボ 
タン ( VSA - AX 2 冉 H を除 <) にはプ U セット 
コードを登録することびでをません。 

プ U セットのコード番号は、数字び大をいほ 
ど新しい機器に対応しています。 

正し < 設定でをているよラでも、一部のボタ 
ンのみ違ラコード番号ち複数あります。実際 
に操作できるかを確認してください。 
すべてのモデルには対応していませんので、 
使巧でさなぃ機能は学習させて<ださぃ(^ 
89ぺージ)。もとの機器に入っていなし、機能 
は動作しません。 


パイオニア製の他機器 コー ドに関ずる諸ま意 

• HDD 内蔵 DVD レコーダーの4コードは 
PIONEER DVR 487.488 .489. 493 
に対応しています。 

. 0己年夏切前に発売されたプラズマテレビを 
お持ちのちは、667、日38 ( 地上波対応)や 
巨3日(日 S デジタル対応)など、必要に応じて 
お試しください。一部海外向けのコードち内 
蔵されているため、 TV の] 0 ch /1 1 ch / 
12 ch び誤作動するをのちあります。 

• TV のコード番号670は HDD 内蔵プラズマ 
ディスプレイの録画再生機能に対応してい 
ます。誤動作防止のため、通常 TV 系コードを 
使用する場含は、コード番号66日 U (下の 
コード番号を選んでください。 


現在設定されている コー ド蚕号の確認 

• 登録後に、そのプリセツトコードを確認でを 
まず。手順2で 「 READ の」を選んで決定す 
ると、登録されているブランド名とコード番 
号び約3砂間表示されます。 


ド而乃） AV アンプボタンを2秒間巧し続けて、プ 
リセットコード設定を終了ずる。 


y モ n ン 











u モコンにぶる他機器の操作 


U モコンで他機器を操作する 


. 政下の U モコン操作を行ラには、あ6かじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは r 他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ U セツトコード設定)」（一87ページ)を 
ご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンちあります。 


\ 機能 
ボタン \ 

DVD プレーヤー 
BD プレーヤー 

L □ブレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
CDV プレーヤー 
MD レニ!ーター 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS / CS デジタげューナ ー 
地上デジタレチューナー 

チューナー 

入力機器む 

電源の入/切（スタンバイ） 

1 イイ 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

青、ページ戻る 


►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

黄、ぺージ進む 


II 

-時停止 

ホ、テレビ/ラジオ 


► 

再生 

テレビ切換 


►► 

早送り 

番組情報 


◄◄ 

早戻し 

d (データ連動） 


■ 

停止 

緑、信号切換 


参録画 
(シフト +►) 


録画/録音の開始 



録画停止 
(シフト +■) 


録画/録音の停止 



シフト+ ■■ 


録画/録音の一時停止 



ジュークボックス 
(シフト +►►■) 


ジュークボックス機能 
の切り換元 




数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤプタ ー( トラック）の遇択 

チャンネルの選択 

周波^ 

ステーションの選択 

+1□ボタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 1 QL ソ上の数値入力用） 

チャンネルの選択 
(2 做ソ上の 
数値入力用） 

放送局の 
ダイレクト選局 

決定/ 

□sc 

[ DVD プレーヤ ー] 
CLEAR ボタン 
として使用 
[ L □ブレーヤ ー] 
A / B 面の切り換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI ) の 

表の 

決定ボタンと 
して使用 

に□チェンジャ ー] 
ディスクの選択 

チャンネル入力に使用 

クラス （ A ， 巨， C ) 
の選択 

トップメニュー 

トップメニューの表の 



巨 S メニュー画懷切換 

AM / FM 切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選択 


+ 

決定 

各メニュー画面の操作 

At :周波数選が 

吟： 

ステーション選択 

番組表 

セットアップ画面の表示 



番組表の表お 


CH +/- 

チヤンネルの選択 


チヤンネルの選択 


曰户 

音声（言語）の選択 


音声切換、衛星切換 


字幕 

字幕(言語)の選択 



チヤンネル戻し 


HDD 
(シフト+ 

CH -) 


[ HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

HD □操作の選択 





DVD 
(シフト+ 

CH +) 


[ HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
DVD 操作の選択 





戻る 





戻るまたは 

EXIT の選択 


シフ^^ + 

トップメニュー 





地上アナ□グ 


シフト+メニュー 





地上デジタル 


シフト+番組表 





日 S デジタル 


シフト+戻る 





CS デジタル 



* DVD プレーヤーによっては10じ(上を選ぶとき+10方式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種も本機 U モコンでは+]0ボタンで操作することができます。 




u モコンにぶる他機器の操作 


なをなボタンに他機器の操作を記憶させる(学留モード) 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることができます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用でさない操作などは、政下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順4学習可能なボタン 


の II 

口 

レ成 ] 

Lpm^ 隅巳削 [pN^ 

ド引 b に J 広三， I 

ス IJ- ブティ 7- ^^^7 ?■□ヴ 

〇 0 0… 

SR+ ジャンル__ 

の @ @ 

GO® 

ゆ品，ゆ ’’ ® 置 

漁 

，口^っ_ 

Q ooQ 

IBs si 

な苗 aw r^wn iiniwi’ 

〇 〇 〇 ' 

roiiEii 化 

■ ,• I 宇 *」 L HDD IL DVD I ' 

•，好 CBtGE >。, 

IWM SBdifiS 5^ 


I^V アンプ 1 


2 の 

© 

の 


Pioneer 


上記イラストの強調表示されているボタ 
ンに登録(学習）が巧能です。 

ただし、 r テレビ基本操作」ボタンは、マル 
チコント□ールの r テレビ操作」を選んだ 
場をのみ登録(学習)できます。 

また、 r テレビ基本操作」ボタン政外は、シ 
フトボタンを併用することで1つのボタ 
ンに2種類のコードを学習させることが 
できます。たとえば、字幕ボタンに字幕操 
作と併用して G コードのボタン操作を登 
録したいときは、手順4でシフトを押しな 
がら字幕ボタンを巧します。学習終了後、 
字幕ボタンだけを巧したとさは r 字幕」操 
作を、シフトを押しながら字幕ボタンを巧 
したときは 「G コード」操作を行います。 


AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
ンを巧ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。設定を中止する 
には AV アンプボタンを2砂間押し続けます。 

「 LEARNINGJ を選んでミ夫定する。 

「 EXIT 」 を選んでま定ずると設定を終了しま 
す。 


3覇量 E 圏 K !：:! ■进5!!221 レ52著 


I DVR2 I P GALLERY I I ZONE2/3 1 

〔 DVR1 〕 IJPod] [TUNER I 〔 AV アンろ 


卜□ールボタンを選んでミ夫定 
ずる。 

「PRES KEY 」 が表示されます。 
CD のよラに黒い四角枠で表示さ 
れた機器はシフトボタンを押し 
ながら選びまず(例： CD を選ぶと 
をはシフトと DVD を巧す）。 


4 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 
憶させたい本機のボタンを巧す。 


2 cm 〜己 cm 


纖ぉ n 日.， 


「PRES KEY 」 び点滅します。 

_学習でさるボタンについては左図をご覧ください。_ 

5 記憶、させたい他機器のリモコンのボタンを 、 mm 
して離す。 

「0 K 」 び表おされて、登録(学習）び終了します。 
「 ERROR 」 び表おされた場合は、手順4からやり直して 
_みてください。_ 

6 同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜己を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
_いったん終了してからもう一度行ってください。_ 

7 阿^ AV アンプボタンを2秒間巧し続けて、学 

^ - 習モードを終了する。_ 

「• iPod ボタンと HOME MEDIA GALLERYCVSA - 冉 X 2 AH を除く）ボタン！' 
には登録(学習)することびでをません。 

• 登録(学習)できる操作の数はパイオニアフオーマツトで、およそ200コー 
ドです。 

• 手順4〜己は、強い壁光なの下や TV の前で行わないでください。異なるコー 
ドび登録されてしまうことびあります。 


y モ n ン 
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u モコンにぶる他機器の操作 
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U モコンの登録操作の解除と設定を解陈 


特定のボタンに登録された操作のみを解 リモコンに設定されたプリセツトコード 

除する_ と学暨させた他機器の操作を解除する 


Sv アジう 



rww^ 

ク 


AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間押し続けます。 



て V ァンイ 



ク 


AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを f 甲ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


ク 00 に RASEJ を選んでミ夫定ずる。 

© 

の 


2 


の 

© 

の 


「 RESETJ を選んでミ夫定する。 

「 RESET 」 び点滅します。 


3 1 CD I I CD-R I I HDMI I 

〔 DVD ] I TV j I BD 1(rVCTRLj 

I DVR2 I I GALLERY I I ZON 口 。 | 

[dVRi] し iPod I [tuner] 〔 AV7 ンプ〕 


0 


© 


解除したい機器のマ 
ルチコント□ールを 
選んでミ夫定する。 

「PRES KEY 」 び点滅 
します。 


3 巧定ボタンを2秒間む上巧し続 

ける。 

「0 K 」 び表おされて、設定び解除 
されます。 


4 消去したし、操作ボタンを 2 砂間巧し続ける。 

_ _ 「0 K 」 び表示されて、消まび終了します。_ 

巧厮方51 AV アンプボタンを2秒間がし 
続けて、登織 g 除を終了する。 


7ルチコントロールボタンの入力切換を解なする(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを巧したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、 U モコンの操作ボタ 
ンの機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 



2 


防巧巧！ AV アンプボタンを押しながら 
設定ボタンを巧ず。 

「 SETU 円び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボタ 
U ンを2秒間押し続けます。 


の 

© 

の 


roiRECT FJ を選んで巧定す 
る。 



〔DVRI I I iPod] I TUNER I 〔 AV アンフ I 


^ © 
CD 


操作したい機器の 
マルチコント□一 
ルボタンを選んで 
巧定する。 


4 ぐ^手順3で選んだ機器について、 
ぐ^ ダイレクトフアンクシヨンの 
の ON 、 OFF を選んでミ夫定する。 

「0 K 」 び表示されます。 


5 防を刃！ AV アンプボタンを2砂間 f 甲し 

- ' 続けて、ダイレクトフアンク 

シヨンの設定を終了する。 






II モコンにぶる他機器の操作 


リモコンに表示される入力ちを変更する〜リネーム機能' 


U モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することができます。たとえば、 DVD レコー 
ダーを2台お持ちの場合、 DVR ] と DVR 2 のそれぞれを機器の名称(例： 「 DVR - DTSO 」 など）に変更することが 
できます。各入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）ごとに接続された機器やメーカー名などを入力すれば、ど 
この入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）にどんな機器が接続されているのかを簡単に確認することができま 
す。 _ 

1 ( a ^ AV アンプボタンを巧しなが5 

^II 設定ボタンを f 甲ず。 


(設ち1 


に ETUP 」 が表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間巧し続けます。 


2 「 RENAMEJ を選んで巧定ず 

炒る。 

の 


3 


I CD I I CD-R I I HDMI I 

い VD j 〔 TV ) I BD j ITVCTRLI 

I DVR2 I I GALLERY I I Z 畑口 。 | 

〔 DVR1 〕 |_iPod^ ITUNEr| 〔 AV7 ンリ 

© 


o 


名前を変更したい 
入カファンクシヨ 
ン(他機器操作ボ 
タン）を選んでミ夫 
定ずる。 

U モコンデイスプ 
レイび入カファン 
クシヨン名のを更 
画面になります。 


4 


の 

© 

の 


「NAME EDTJ を選んでミ夫定す 
る。 

名前をもとに戻したいとさは 
「NAME RST 」 を選びまず。 


5 



な/み ボタンで入力ずる文字を 
選んで、 仁/与 ボタンで力ーソ 
ルを左ちに動かす。 

入力できる文字は下のとおりで 
す。 

ABCDEFGHIJ KLMNOPQRSTUVWXYZ 
01234567棚 \/*+- (スぺース） 

最大8文字まで入力ずることびでさ 
まず。 


6 @ 


入力を終了ずる。 

U ネーム機能を終了します。 


リモコン 
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スピーカーの応用接続 


スピーカーの 応用ち 続 


SURROUND 目 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの高音質化や、 
別エ U アでのステレオ再生に使用でさます。（この場合、メインシステムは最大日.] ch までとなります。） 


■ を局品位接続する 


〜バイアンブ接続〜 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な曲- Amp 再生が可能です。 

•接続 



バイワイヤリング対巧 
フ □ントス ピーカー 
裏面 （ L ) 



スピーカー端子回のフ□ン 
卜 Ch とスピーカー端子回の 
出力は同じです。 High / 
Low は回/固のどちらとでち 
接続でをます。 


•サラウンドバックシステムの設定 （一63ぺージ） 

[ Front 聞- Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されます。 

•スピ~力ーシステムの切り換え （一己7ぺ~ジ） 

A+B ( SP ^ AB ) び通常再生状態とな0ます。 


ネットワークび着脱でをるスピーカーの場含、ネッ 
トワークびがれた状態では効果び得られませんの 
でご注意ください。 


A 

ミ主意 


フ□ントスピーカーの日 i - Amp 接続をするときはアン 
プへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
High - Low のシヨート金具は必ず外してください。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覧ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal ( default )」 または 
[ Speaker 巨」でシステムを組む場合 
は、目 i - Amp ではなく目 i - wi 「 e 接続び可 
能です。スピーカー端テ回に、ノ（イワ 
イヤ U ング対応スピーカーの H 唁りと 
Low の3本を並列に接続してください。 



1本はバナナプラグを 
使ラと便利です 


A 

ミ主意 


この方まで異なる2つのスピーカーを接続しない 
で < ださい。 

ノ 


別の部屋でのステレオ再を用スピーカーを接続する 〜 Speaker B 〜 


寝室やキッチンなど、インの U スニングルームとは別の場所でステレオ巧生が可能です。 


•接続 



-サラウンドバックシステムの設定 (一白3ベージ） 

「Speaker 巨」を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に 「N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステムの切り換え (一己7ページ） 

巨または A + 巨を選択してください。 
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マルチゾーン機能 


別の部屋で本機の音や映像を再をする〜マルチゾーン機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋がインゾーン)とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽しめ 
ます(マルチゾーン機能)。本機ではメインゾーンとは別に ZC ) NE 2 と ZONES の2つのシステムを構築することが 
できます。インゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生するこ 
とをでさます。 


別の部屋 

入力でさる信号 

Z 0 NE 2 

iPod を含むすべてのアナ□グ信号を 「 MULTI - Z 日 NE & SOURCE Z 0 NE 2」 
OUT 端テから出力します。 「 Suit Back System 」 の設定で [ZONE 2] にするこ 
とで、スピーカー端子からの音声出力も巧能です。また、コンポジットビデオ信号 
ち入力することができます。 

Z 0 NE 3 

デジタル音声信号を 「 MULTI-ZONE & SOURCE/REC SEL 」 日 UT 端モ 
(光デジタル端子）から出力します。 


. Z 0 NE 2 で再生できる音声はステレオ(アナ□グ)音声で、 HDMI で入力された音声は再生できません 。 MULTI CH 
IN 入力はフ□ントし R の2 ch のみの再生となります。また、 U スニングモードや I -- ン]ント□-ルなどの各種 
音声機能は使えません。 

. Z 日 NE 2 の映像出力はビデオ(コンポジット)出力のみ対応しています。 S ビデオ、コンポーネントは使用できませ 
ん。 

• IR レシーバーがあるときは 、 MULTI Z 日 NE & SOURCE の旧 IN 端テに IR レシーバーを接続してさら口 R 日 UT 端 
子に機器をつなぐと、その機器を IR レシーバーで操作することができます ( VSA - LX 70/ AX 4 AH のみ)。 



2つめの部屋のマルチゾーン接続に ONE 2) 


ZONE 2 端子をほったマルチゾーン接続 

本機に別のアンプとテレビモニターを図のように接続します。 



SURROUND BACK 端子をほ用したマルチゾーン接続 


本機にテレビ モニターとスピーカーを 図のように接続します。 


-サラウンドバックシステムの設定 (->63ぺージ) 

「ZONE 2」を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に r 無し」に固定さ 
れ、最大已 .1 ch のシステムになります。 


-スピーカーシステムの 切り換え (一日 7 ページ ) 

スピーカーシステムは A または日 FF になります。 


サブルームの機器 
(Z0NE2) 




























マルチゾーン機能 


3つめの部屋のマルチゾーン接続 ( ZONE 3) 


3つめの部屋 ( Z 日 NE 3) では光デジタル出力端子 rOUTlZ 日 NE 3」 を使って音声信号を送信することで、音楽な 
どを楽しむことができます。光デジタル入力端テ(□に ITAL IN ) を持つ機器を図のよラに本機と接続します。 


サブゾーンの機器に日 NE 3) I 本機（メインゾーン) 



. Z 0 NE 3 び ON のときは、 Z 0 NE 3 で選ばれている入力の言寅び出力されます。このとき選択できる入カフアンクシヨンは、入力の設 
定 (Input Setup ) で Digital In び割り当てられている入力のみとなります。 

. Z 0 NE 3 び OFF のとさは、 Z 0 NE 2 または REC OUT で選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出力されます。このとき選ばれて 
し、る入カフアンクシヨンの入力の設定 (Input Setup ) で Di 呂け al In び日 FF になっているときは音声は出力されません。 

. Z 0 NE 3 び OFF で、之曰 NE 2 または REC 曰 UT び SOURCE のときは、メインルームで選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出 
力されます。このとき、選ばれている入カフアンクシヨンの入力の設定 （Input Setup ) で 「Digital In 」 び日 FF になっているときは 
音び出ません。 
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マルチゾーン機能 


マルチゾーンの設定 


本機のシステムセットアップでサブゾーンの音青出力設定に ONE Audio Setup ) を行います。 


AV アンプ 

1— 


I 出 I I gP-ft I 

I 的の I I'cmieryI :' : I I 

— 

が 7 が 

慰…慰…*包’ 

慰風© 

◎品，巧’’恩墨，， 

たな维苦；■-‘ 

A テレヒ虫.がみ'ち一、 

Q 〇〇|〇 


3〜6 


)MCACC 
• Back System 
ual MCACC 
L BAND PHASE CTRL 


4 


5 


6 


■_ 一 .一 All ■ 

DVD/LD - SS.OdB 

a. Multi Ch In Setup 

■ ■1 ll■l'lll■lml^ 

c. SR+ Setup 

d. HDMI Control Setup 

e. OSD Adjustment 

と ： Return 

DVD/LD - SS.OdB 

ZONE 2 / RECSEL Setting 

ZONE 2 Volume Level 

[Variable ] 

ろ ： Finish 

DVD/LD - SS.OdB 

ZONE 2 / RECSEL Setting 
[RECSEL ] 
ZONE 2 Volume Level 

< — ム 1 化 Ml— h 

た ： Finish 


本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧ず。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えてください。_ 

設定ボタンを巧ず。 

システムセットアップび表示されます。_ 

旧. Other Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

[ZONE Audio Setup ] を還んでミ夫定する。 

ZONE 2 / RECSEL Setting について、適切な項 
目を選択する。 

ZONE 2 : MULTI ZONES SOURCE Z 0 NE 2 OUT 
端子から音声を出力します。 

RECSEL : CD - R / TAPE/MD OUT 、 DVR/VCR 1 
OUT 、 DVR / VCR 2 OUT 端テから音声を出力します。 
詳し < は r 録音/録画しなびら別の入力機器を再をずる」 
卜已已ぺージ)をご覧ください。_ 

ZONE 2 Volume Level について、適切な項目を 
選択する。 

Variable :本機で音量の調整をする場合(サブゾーンの 
アンプをノ（ワーアンプとして音声出力ずる場合）に選び 
よ9 〇 

Fixed :サブゾーンのアンプを使って音量の調整をする 
場合に選びまず(本機のサブゾーン側の音量は最大にな 
りまず)。 


五 

ま意 


Fixed を選んだ場合、本機の音量は最大で' 
固定されます。大音量での出力を避けるた 
め、必ずサブルームのアンプを使って適切な 
音量に調整してください。 


戻るボタンを巧ず。 

スレチゾーンの設定を終了します。 

システムセットアップを終了するとさは、 U 岩を押しまず。 

手順6の Volume Level の設定で、 [ Fixed ] はサラウンドバックシステムの 
設定びに ONE 2] のときは選択することびできません。 
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マルチゾーン機能 


本機でマルチゾーンの操作をする 



1 MULTI ZONES SOURCE/REC SEL ON/OFF 
を巧して視聴したいマルチゾーン馆 B 屋)を選ぶ。 

押すたびにしソ下のよラに切り換わります。 

ZONE 2 ON : Z 0 NE 2 で視聴するとき 
ZONE 2&3 ON : Z 0 NE 2 と Z 0 NE 3 の両ちで視聴する 
とさ 

ZONE 3 ON : ZONES で視聴するとき 
MULTI ZONE OFF :マルチゾーン機能をオフにします。 
0 FF 1； (外を逞ぶと、表示部の MULTI - ZONE インジケー 
夕一び点な します。 




と MULTI ZONE & SOURCE/REC SEL 
CONTROL を f 甲す。 

押ずたびにメインゾーン操作とサブゾーン操作び切り換 
ねり 、 ZONE 2&3 ON を選んでいるときは Z 0 NE 2 と 
Z 0 NE 3 を切り換えることびできます。 


10秒間操作びないと自動的にマルチルームコント□ールモードび 
終了します。 


3 INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切り 

換える。 

たとえば、手順2で Z 0 NE 2 を選び、手順3で DVR / 
VCR 1の音声と映像を逞ぶと、 DVR / VCR 1入力の音声 
と映像を Z 0 NE 2 で楽しむことびでさます。 


4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調壁ずる。 

一80 dB から0 dB の範囲で調整でさます。 

ただし 「ZONE 2 Volume Level 」 び 「 Fixed 」 のときは 
0 dB に固定されます。 


5 MULTI ZONE & SOURCE/REC SEL 
CONTROL を f 甲す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 


6 選んだ機器の再生をずる。 


.ZONE 2を使巧するときは 、 「Zone Audio Setup 」 （一目目ぺージ)の 「Zone 2 /RECSEL Settin 呂」を 「ZONE 2」にしてくださ 
し、。 「 RECSEU に設定されていると ZONE 2から音は出ません。 

• マルチゾーン機能では、電源の入/切も><インゾーンとサブゾーンで別になります。 

. マルチゾーンの設定で [ Fixed ] び選ばれているとき、本機では音量を調整できません。 

• スリープ機能び働くと><インゾーンとヴプゾーンの両方の電源びスタンバイになります。 

. システムセツトアップ中は、マルチゾーン操作はできません。 
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u モコンでマルチゾーンの操作をする 


マルチゾーン機能 


AV アンブ 
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口画 oneer 

し A V アンプ；） 


4 


1 シフトボタンを巧しなが日 AV アンプボタンを巧し 

てリモコンをマルチゾーン操作モードにする。 

押ずたびに Z 0 NE 2 と Z 0 NE 3 の操作モードび切り換わ 
ります。 

メインゾーン操作モードに戻すときは AV アンプボタン 
を押しまず。 


2 マルチゾ-ン機能の電源を入れる。 

メインゾーンにある本機の表示部の MULTI - ZONE イン 
_ジケーターび点口します。_ 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

_入力切換ボタンで機器を選びまず。_ 

4 音量 +/- ボタンで音量を調壁する。 


• 本機の U モコンで操作できるボタンはし以下になります。 

AV アンプ〇 :本機の電源切り撰え 
入力切換 ：入カフアンクシヨンの選択 

音量 +/- :音量調整(ただし、システムセットアップのに one 冉 udb 
Setup 」 で [ FIXE 口び選ばれているときは調整できません。） 
.パイオニア製アンプをヴプゾーンで使巧している場合、本機のリモコン 
操作で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでのマルチ 
ルーム操作をするときは、アンプの U モコン受光部を覆い隠すなどの対 
策をとつてくたごい。 

• 旧レシーパーによるリモコン操作びできるのは VSA - LX 70、 AX 4 AH のみ 
です。 











連動機能/集中コント□—ル 


旧レシーパーを巧つて集中コント□—ルずる (VSA-LX70、AX4AH のみ) 


ステレオ機器などをキャビネット内などの U モコン信号が届かない場所に設置している場をでち、市販の旧レシー 
バーを使用して、 U モコンでシステムの操作ができます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、他社 
製品ち含む)が操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 



. 旧接続は、旧端テを装備している機器を使用してください。 

• 接続に必要なケープルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書を参照してください。 

. 旧レシーパーのリモコン受光部に壁光灯から強い光び直接照射されている場合は、 U モコン操作びできないことびあります。 
• 他社製品では旧といラ名称び使巧されていない場合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認して < ださい。 

. フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーの U モコン受光部び同時に受信した場含は、旧レシーバーび優先されます。 


他のパイオニア製品をつないで集中コントロールする 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□ール 
することができます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受け6れないところに設置した機器も 
U モコン操作が巧能になります。 



本機 


本機の U モコン受光部に向 
けて送信してください。 




> CONTROL^ 



% 

IN 



象 

OUT 


_ 



コント□ール入力/出力端子 
付きの他のパイオニア製品 


本機のリモコン 


コント□ール入力/出力端モ 
付きの他のパイオニア 
製品の CONTROL IN 端子へ 


. 本機の CONTROL IN 端子にコント□-ルコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部び機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

. コントロール端デの接続をする場合は、必ずオーディオコード、映像ケープルまたは HDMI ケープルの接続ちしてください。デジタ 
ル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 
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連動機能/集中コント□—ル 


^^ HDMI コントロール機能で HDMI 機器を連動動作する 


HDMI コント□-ル機能に対応したパイオニア製プラズマテレビやスレーレイディスクプレーヤーなどを 、 HDMI 
ケーブルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作を実現します。 HDMI コント□ール機能で連動できる 
動作について、詳しくはそれぞれの取扱説明書をご覧ください。 


• HDMI コント□ール機能に対応していない機器ではここでの機能を使巧することびでをません。 
. パイオニア製ではない機器とは正しく連動動作でをないことびあります。 


HDM ロントロール機器を接続する 


本機にはプラズマテレビのほかに、最大4台 ( VSA - AX 2 AH は3台)の HDMI 機器を接続して連動動作させることが 
できます。接続には HDMI 1 .3 規格に对応した HDMI ケーブルをご使用くださし、 HDMI 1 .3 規格に对応していない 
HDMI ケーブルでは HDMI コント□-ル機能が動作しない場をがあります。 


機器の接続を巧ラ場をには、必ず電源を切0、 

注意 


電源コードをコンセントから抜いてくださし、。 



HDMI コント□—ル 
対応機器 



HDMI コント□-ルについてのごま意 

• 本機とプラズマテレビは直接接続して < ださい。本機政がのアンプや 
AV コンパ‘ータ ー( HDMI スイッチ)などに接続してから本機に接続す 
ると、誤動作の原因となります。 

• 本機の HDMI 入力には ソース 機器(ブルーレイデ イス クプレーヤーな 
ど）を直接接続してください。本機政がのアンプや冉 V コンバーター 
( HDMI スイッチ）などを接続すると誤動作の原因となります。 
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連動機能/集中コント□—ル 


HDMI コントロールモードを設定する (HDMI Control Setup ) 


本機の HDMI コント□ール機能を有効にするかの設定を行います。 

本機の設定が外にも、本機と接続する HDMI コント□ール機能に対応した機器の設定も必要です。詳しくはそれ 
ぞれの取扱説明書をご覧<ださい。 




ンソ 人力切» 入 

曲因 @ 



L ffi I [ CO - り _ HhdmiJ 

[ Di ^ LmlL£™I 阿-' 
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1 

本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

シス了ムセットアップ画面を表するため1しは、了レビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを巧ず。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

旧. other Setup ] を選んでミ夫定ずる。 




4 [HDMI Control Setup ] を選んでミ夫定ずる。 


5 HDMI コント□-ル機能の ON/OFF を選択する。 

ON : HDM ロント□-ル機能び有効になります。本機 
の電源を切っても、 HDMI コント□-ル機能に対応した 
ソース機器を再生すれば、その映像と音声を HDMI 出力 
からテレビに出力します。 

OFF : HDM ロントロール機能は無効になり、連動動作 
することはでをません。本機の電源を切ると、接続した 
ソース機器の映像と音声は HDMI 出力されません。 


6 戻るボタンを巧ず。 

HDMI コントロールモードの設定を終了します。 
システムセットアップを終了するには、を押します。 


で - 

• HDMI Control を ON に設定すると、入力の設定 （Input Setup ) の 
HDMI 入力 （HDMI Input ) は自動的に OFF になります。 

.HDMI Control を日 N に設定すると、 SR + 機能び使用できなくなります。 


連動動作を開始する前に動作確認する 


接続と設定び終了したら下記の確認作業を必ず行ってください。 


1 

すべての機器をスタンバイ状態にする。 

2 

プラズマテレビむがのずべての機器の電 
源を入れる。 

3 

プラズマテレビの電源を入れる。 

4 

プラズマテレビの入力を HDMI にずる。 


5 

本機の HDMI 入力を切り換える。 

6 

手順己で選んだ HDMI 入力に接続した機 
器を再生ずる。 


プラズマテレビに映像び表おされることを確 
認します。 

/ 手順己〜己を繰り返し、すべての HDMI 
入力を確認ずる。 







アンプ連動モードを使5 


連動機能/集中コント□ール 


プラズマテレビの電源が入っているときに本機の電源を入れると自動的にアンプ連動モードになり、プラズマテ 
レビの音声を消音し、本機から音声出力を行います。 

アンプ連動モードでの連動動作について 


アンプ連動モード使用中は、本機と接続した HDMI コント□ール対応機器が下のように連動動作します。 
-本機の音量、消音などを操作したときに、その状態をプラズマテレビの画面に表おします。 

-ソース機器の再生操作に連動して本機の入力が自動的に切り換わります。 

-本機の入力を HDMI 技外に切り換えてち連動モードは継続されます。 

アンプ連動モードの解除 


アンプ連動モードを解除すると、プラズマテレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電 
源が切れます。 


H キスパ—卜 
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SR + に対応したプラズマテレビ但〇日 3 年政降に発売されたモデル)を、 SR+ ケーブルで接続することでシステム 
動作が巧能になります。プラズマテレビの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音量や U スニン 
グモードの確認がでさます。また、本機とプラズマテレビの入力を連動させて切り換えることがでさます。本機と 
プラズマテレビをシステム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラズマテレビとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR + ケースレ(パイオニア部品番号 ： AD 口 0日己)が必要となります。 
詳しくはパイオニア部品受注センターへご連絡ください。巿販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも使用で 
さます。 


プラズ7テレビ 


DVD プレーヤーなどの映像端子は 
プラズマテレビと直接接続してく 
ださい。 



丫 - 

本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は IJ モコン信号を受け付けなくなりますので、 U モコンはプラズマテレビ 

に向けて操作してください。プラズマテレビの電源び切れているときは U モコンで本機の操作びできません。 
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5 


6 


a. Multi Ch In Setup 

b. ZONE Audio Setup 


d. HDMI Control Setup 

e. OSD Adjustment 


■ . n c I u III ■ 

DVD/LD - SS.OdB 

PDP Volume Control_ 

Monitor Out Connect 

[ OFF ] 

±)：Finish 

DVD/LD - SS.OdB 

PDP Volume Control 

[ OFF ] 

Monitor Out Connect_ 

±)：Finish 


b PDP Volume Control について、音声連動を選 
択ずる。 

ON :連動モードを実行するとプラズマテレビの音量を 
消音します。 

_ OFF _： 音声連動しません。_ 

〇 Monitor Out Connect につし、て、本機の 
MONITOR OUT 出力からプラズマテレビのどの 
入力へ接続したのかを選択する。 

「 Input - 1 」〜 nnput - 引 （「 Input -」 の入力数はプラズマテ 
レビによって異なります)、 「 OFF 」 から選びます。シス 
テムセットアップ時にここで設定した入力にプラズマテ 
レビの入力び切り換わります。 

_工場出荷時は rOFF 」 に設定されています。_ 

/ 戻るボタンを f 甲ず。 

連動モードの設定を終了しまず。 3 E 

システムセットアップを終了するには、 G を押します。 


プラズマテレビとの連動モードを設定する ( SR + Setup ) 


心 lE 





^ — 1 I 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

— で , m U モコンびアンプ操作モードになります。 

。を教 システムセットアップ画面を表示ずるためには、テレビ' 

つ〜 k の電源を入れて入力を切り換えてください。 


[ SR + Setup ] を選んで決定ずる。 


MCACC 


[8. Other Setup ] を選んで決定ずる。 


! — # 

--• L 
-^ ,— 


2 設定ボタンを巧ず。 

システムセツトアップび表示されます。 


本機とプラズマテレビの連動について、しソ下の2つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとさ(^1日4ぺージ)にプラズマテレビの音量を下げるかどラか設定します。 

roN 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマテレビの音から本機の音に切り換えることができま 

す。 — 

Monitor Out Connect :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマテレビの入力を設定します。システムセットアッ 
プを開始したときに自動的にプラズマテレビの入力を切り換わり、また、本機のシステム表示とプラズマテレビの 
SR + 表示が重な6ないよラに連動させます。 


AV アンプ 
—— 0 


本機とプラズマテレビを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマテレビ 
の電源を入れてください。 

本機の音声入力とプラズマテレビの映傲入力の連動設定は r プラズマテレ 
ビの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜」（一104ぺージ)で設定します。 
HDMI コント□-ル機能び ON のときはプラズマテレビとの連動操作を行 
うことはできません 。 「HDMI Contro Setup 」 を [ OFF ] にしてください 
(一100ページ）。 
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プラズマテレビの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 


本機の音声とプラズマテレビの映像の入力を連動させるための設定です。ソース機器の映像出力を直接プラズマ 
テレビの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラズマテレビの映像入力ち自動で切り換わ 
ります。プラブマテレビに内蔵されているテレビチューナーの音声出力を本機に接続したとさにち利用でをます。 
例として DVD の音声を本機の DVD/LD に、映像をプラブマテレビのビデオ入力2に接続した場合を説日月しまず。 



ここか日読む場合は60ぺージの手順1〜3を行つてか日 
む下の手順へお進みください。 


1 [7. Input Setup ] を選んで巧定する。 


2 … P の映像入力に合わせたし、本機の音声入力を選ぶ。 

例） 「DVD」 を選びます。 


4 



3 (▼ Next ) に従って巧のぺージを表示させる。 

_^ボタンを押して (2/2) ページを表示させます。_ 

4 IPDP In ( SR +) J で、本機の音声入力とプラズ 
マテレビの映像入力の連動を設定ずる。 

例） rinput-2 」を選びます。 

プラズマテレビ (PDP) の BS デジタル放送を選ぶとき 
は、本機の入力を TV/SAT に切り換えてから PDP の入 
力を切り換えてください。 


5 戻るボタンを巧ず。 

プラズマテレビの入力連動設定を終了します。 
システムセットアップを終了するには、^を押します。 



：- ドを実巧する 


本機とプラズマディスプレイび SR+ ケーブルで接続されていることを確認してください。 


3 


frp お口已 

[ DVR ^ 脚なが I pr 反-‘， 

CjJD ESS 


w 

圓。' 


Jvatt 


ル燈 


-2 


プラズマテレビの電源び曰 FF のとさ、または正 
しく接続されていないときは連動モードは働さ 
ません。 

入力連動モードを設定していない入力のとき 
は、プラズマテレビの画面は切り換わりません。 
プラズマテレビと本機に表示される音量値は異 
なります。また、プラズマテレビの画面に表示さ 
れる音量値は目まです。 

SR + ケーブルを接続した状態でプラズマテレ 
ビの電源び切れているときは U モコンで本機の 
操作びでさません。 

入力が iPod または HOME MEDIA GALLERY 
( VS 冉-冉 X 2 AH を除く）のときは Monitor Out 
Connect で設定された入力に連動します(一 
] 日3ぺージ)。 


1 プラズマテレビの電源を入れる。 


2 リモコンをアンプ操作モードにする。 


連動モードを ON にする。 

表示部に SR+ ON と表示されます。 

連動モードを解除したいとさは再度 SR+ ボタ 
ンを押します。 


3げ 


4 システム動作を確認する。 

しソ下の操作を行ラと本機とプラズマテレビび連動して動 
作します。 

. 本機の入力を切り換えるとプラズマテレビの入力び切 
り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマテレビの画面に音量 
値が5秒間表示されます。 

• その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
ます。 






2 


DVD/LD - SS.OdB 

Input 

Digital In [ COAX-1] 

HDMI Input [ Input-1] 

Comp/D4 In [ D4 In-2 ] 

S-Video In [ Input-1] 

(▼Next ) 

か Finish 


DVD/LD 
Input Name [ R 
12V Triggerl4 圓 
12V Triggers [ 
PDP In (SR + )[ 


[Kename j 

[ OFF ] 
[ OFF ] 


3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

_みボタンを押して （2/2) ページを表示させます。_ 

4 12 V Triggerl または2を選ぶ。 

り [ MAIN]、[ZONE 2 ]、 [ZONE 3]、 [ OFF ] か日 

還ぶ。 

[MAIN] : メインルームで、手順2の入カフアンク 

シヨンび逞ばれたとさに連動します。 
[ZONE 2] : Z0NE2 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び逞ばれたとさに連動します。 

[ZONE 3] : Z0NE3 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び違ばれたとさに連動します。 

[OFF] : 連動しません。 


連動機能/集中コント□—ル 


2 V トリガー巧応機器との連動 ( VSA - LX 70、 AX 4 AH のみ) 


連動機器を接続する 


] 2V卜 U ガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を実施します。本機の入カフアンクシヨンを選 
ぶだけで、 ri2V TR に GER」 端テに接続された機器へ制御信号が送られます。連動設定については「12 V卜 U 
ガー端テの連動設定」（^下記)をご覧<ださぃ。 


12 Vトリガー対応機器 



1 參常;喔)寒)□參善軒 

mzMmMm C 

參 -參雜 感參。お 
參^爆雜 爆爆 [| 


1 れ TnGSER • — 
が our 脚， 

_ lOTAnnAiiuo _ 


，國國國 
欄國圏 


接続には市販のモノラル S ニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 
12 V TR に GER 端子からは最大で DC OUT 12 V /50 mA び出力されます。 


12 V トリガー端子の連動設定 


■ 


設定した入カファンクシヨンび選ばれたときに、電源などの操作を連動させるための制御信号び12 V卜 U ガー 
端テから出力されます。本機には2つの12 V卜 U ガー端テびあり、それぞれについて設をすることびでさます。 



ここか日読む場合は60ぺージの手順1〜3を行つてか日 
む下の手順へお進みください。 


[7. Input Setup ] を選んでミ夫定する£ 


連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


エキスパ—卜 


戻るボタンを f 甲ず。 

[Input Setup] を終了しまず。 
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u モコンによる連動動作 


リモコンの他機器連動機能をほいこなす 


起動時連動操作〜マルチ-オペレーション〜 

視聴を始めるための一連の動作を、2つのボタンを押すだけで実現 
させる機能です。あらかじ饭決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に巧し、己つまで自由に登録できる操作(コマンド)を 
設定でさます。 


必ず送信される 
y 特定のコマンド 

(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のちのちありまず） 


ノ 


ユーザーにより 
自由に設定が可能 


設定が無い場合は 
上記コマンドのみ送信されまず 


ノ 

終了時連動操作〜システム•オフ〜 

視聴が終了したときに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを押すだけで実現させる機能です。 

已つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドが送信されます。 



I I 

AV アンプ入力切 # 

@ ca 


巧知 uV 、 


入力賺田 

〇 


口 

I CD 1 I CM 1 _ [ 帕 MlJ 

d flV o 

rovsn 階 

^3 (■ - '■] 

〇 スリ — プディ 7 - 7 ナ b て ' I 

0 0 讯 

O @ 0 

G 包® 



aESKStt [Tirii MffiT 

I ■■1> 化 1| ジュ - クかク ,| 

I 宇]!」 L HDD IL DVD I 

■I"® ⑩。 

屋 1 受鼓 s 

[Ml—i THX STANDARD AOV.SURR 

|Q|g),Q O 

! コトつ ' PHASE MCACC $ 。 1 扣。 

Oo - o-o 

Pioneer 

C AV アンプ） 



上記イラストの強調表示されている 
ボタンに登録巧能です。 


ユーザーによ0 
自由に設定が可能 

設定が無い場合は 
下記コマンドのみ送信されまず 


DVD レコーダーなど、一部対応していない機器も 
あります。 

• 録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 r 必 
ずを信される特定のコマン问に DVD レコーダーの 
電源を OFF にするコマンドは入っていません。 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
-部無効のものもありまず） 


通常、&ボタンにはパワーの日 N / OFF ]- ドび 
入っています。このコードでは、電源は前の状態 
の逆になるため、確実に ON (または曰 FF ) させる 
ことはできませんので、自由コマンドとして設定 
することはお勧めしません。 
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II モコンによる連動動作 


lil 下の設定を行う前に、この機能で使用したい U モコ 
ン コー ドは、必ずプ1」セツトコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておくお 
要びあります。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD をち生(また 
は停止)する」といラ操作を記憶させます。_ 

1 ド庆 5) AV アンプボタンを押しながら 

, 設定ボタンを巧ず。 


に ETUP 」 び表示されます。設定 
を中止するには AV アンプボタン 
を2砂間押し続けます。 


の 

© 

の 


起動時連動の設定は 

「MULTI 0 P 」 を逞んでま定し、手 
順3に進みます。_ 

終了時連動の設定は 

に YS OFF 」 を逞んでま定し、手 
順4に進みます。 


3 1 CD I I CD-R I I HDMI I 

I DVD I 〔 TV I 〔 BD J I TV CTRLj 

門だ恶リ1 [wmm 

[dVRIJ [iPod J IJUNEr] じ巧ンつ） 


起動動作を記憶させ 
たい他機器操作ボタ 
ンを選んでミ夫定ずる。 

例） DVD ボタンを選んで 
ミ夫定します。 


4の 

© 

の 


5 

@ 

の 


「CODE EDTJ を選んでミ夫定す 
る。 

「CODE ERS 」 を選択すると現在 
登録しているコマンドを消まし 
よ9 〇 


登録したい CODE を選んで巧 
定ずる。 

例 ） riST C 日 DE 」 を選んで決定し 
ます。 

「PRES KEY 」 が点滅して]マンド 
の登録になります。 


操作したい機器を選 

^園 剛択ずる。 

M Li ! 卓 J をジ例） DVD ボタンを選び 

よ9 〇 


実行したい操作ボタンを選択する。 

例) ► 再を(または ■ 停止)ボタンを選びます。 
コマンドま号選択画面に戻りまず。 

(手順8へお進みください。） 


の 

© 

の 


の 

© 

の 


10の 

© 

の 


更にコマンドを登録したいと 
きは、「* * * CODEJ を選ん 
でミ夫定したあとに、手順6〜7 
を繰り返ず。 

1つの他機器操作ボタンに巧して最 
大已つまで登録することびできます。 

[■EDIT EXITJ を選んでミ規ずる。 

SETUP メニューの表示画面に戻り 
ます。別の他機器操作ボタンにち登 
録するとさは、手順2〜8を繰り返し 
てください。_ 

r * Exit * J を選んでミ夫定する。 

連動操作の登録を終了します。 


他没器里国 

1〇1 


マルチオペレーシヨンモード 
にする。 

「MULTI OP 」 び点滅します。 

U モコンを受光部に向けてください。 


Z 起動時連動の実行は操 

〇〇 ^ „イ王したい做！器を選が 

〔DVD I [ TV ) I BD J I TV CTRL I 9 む 0 

^ ^ ® プリセツト動作と、このボ 

® ^ ^ ^タンに登録されている〕マ 
胃 ンドび実行されます。 


終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切）を巧す。 


このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信され 
まず。 


107 



. 各コードの送信び終了するまで、1」モコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

• 登録したコマンドによっては、送信終了まで3砂な上かかる 
場合ちありまず。 

. 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場合 
びち0ます。 


連動操作を設定する 


連動操作を実巧する 


エキスパ—卜 






参ち/技術資料 


スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

政下の図を参考にしなが6、 U スニングルームにをわせたスピーカーの配置をお試しください。 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。また、柔らかすざる 
棚の上などを音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク U —トブ n ックなどの使用をお勧めします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか6の角度 


奥行き 


スピーカーの向を 



センター ( C ) を使用する場含はにめ 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 



センターに）はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよりも前方だ 
と音場感を損ねます。 



中抜け感を防ぐために多少内振0 
に。ただし、あまり内振0にしすざ 
ると広び〇感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( SL / SR ) は 
ちの位置より上ち目日 cm 〜]ので 
やや下振りにします 。 D V D オー 
ディオ用の配置と両立したいとさ 
は後ち寄0に配置します。 SL と SR 
び真正面で向さ含わないよラに多 
か左ちに振ってみてください。 


サラウンドバックスピーカー ( SB / S 日 L / S 目 R ) もちの位置より上ち日0 cm 〜 
1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は S 巨 L と SBR を隣 
接させ U スニングポジシヨンか5等距離に設置(設定)すると T H X モードの 
効果が最大限発揮されます。 


サブウーファー 


特に制限はあ0ませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いが起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありますのでごを意ください。 
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参ち/技術資料 


7ルチチヤンネルサラウンド再を_ _ 

3本 L ん L のスピーカー(サブウーファーを除く）で多チヤン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感び期待できます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録ならばソフトに忠実に再生し、ソフト 
び2 ch の場合は、マト U ックスデコード処理（ドルビー 
プ□□ジック nx や Neo : 日技術など)を施し、マルチ ch 再 
生させることび可能です。 


(2 ch ) ステレオ再生 

2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 ch にダウンミックスして再生する場合の双方を意味し 
ます。設定やソースによ0、サブウーファーから音び出 
る在] ch 再生も r ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


109 


デジタル音声のフォーマットは、下記の r デジタル記録ち式」と r 収録チヤンネル」の組みをわせにより細分化されてし、ます。 

デジタル記録方式 I 収録チヤンネル 


非圧縮デジタル方式 

PCM (Pulse Code Modulation ) ち式が一般的で、 
CD や DVD の2 ch トラックなどに用いられています。 
サンプ U ング周波数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は44 kHz / 16 bit ですが、 
DVD は48 kHz /20 bit や目目 kHz /24 bit などで記 
録されています。 DVD オーディオは、この高音質を 
保ったままマルチ ch 収録が巧能で、1日2 kHz の2 ch 
信号を収録できます。 SACD を非圧縮マルチ ch 記録で 
すが、 PCM とは違う高速之変調]ビットち式を採用 
しています。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送 
には HDM 胺続が必要となります。 

圧編デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタルち式です。各フオーマットとち聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチャンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4 ch 信号を 
所定の演算で 2 ch に変換してある信号です。そのまま 

2 ch で再生してを違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図どおりの再生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch 政上の独立した信号が収録されたちのをマルチ ch 
信号と呼びますが、已 .1 ch 収録が最も一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの日 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の 0.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では日.1 ch 信号も登場 
し、上記の日.1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のよラな表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場をが多く、どの音声を聴くか選択することができます。 


③ )） 


収録音声数 


1.英語（己.1 ch サラウンド） 

各日本語（ドルビーサラウンド） 

3.英語 （ DTS 已 .1 ch サラウンド） 
録音で式 


皿 I DOLBY I 
DIGITAL 


DIGITAL 

FTTW 


音声記録方式 


ドルビーデジタルは DV □の標準音声フォー マツ トであるため、単に r 已 .1 ch サラウンド」と記載されている場を 
は、「ドルビーデジタル（已 .1 ch )」 であることをおします。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、ちとの信号に変換させる技術です。ま 
た、2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト 
U ックス-デコードと言い、日.1 ch 信号を目.1 ch に伸 
長させる技術ちデコードと呼ぶことびあ0ます。 


デジタル音声フォーマツトについて 


デジタル音声の記録方式について 


デジタル音青の再を方式について 


参ち/巧術資料 






参ち/技術資料 


ドルビー 


nniDOLBYl 

tru^TT? 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U —卜-デジタルサラウンド方式の名 
称です。映画業界のを流であり、 DVD ビデオの標準音青方 
式としても採巧されるなど、デジタル時代の標準フオー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にち政下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フ オーマツ トです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および己.] 
ch 音声の再生に最適なダウン S キシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることわあ0ます。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画 r スターウオーズ- 
エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト U - ズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、目.1 ch 再生可能な 
新しい音響フオーマットです。新たに加え5れたサラウン 
ドノ くック C h により空間表現力、定位感び高められ、中央か 
ら離れた客席からでわ3目日度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音像をより生々しく体感することび巧 
能となりました。フィルム上ではサウンドトラックのヴ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既存のドル 
ビーデジタル(己.1 ch ) 環境での再生互換性びあります。 
この技術により製作された映画の U ストはドルビーラボ 
ラトリーズのウェブサイトでご賣になれます。 
http :// www . clolby . com / 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つさまざ 
まな機能を、選択して搭載することび巧能です。プ □□ 
ジック IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必 
ずしも全く同じ機能を持っているとは限5ないことにご 
ま意ください。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . Surround 
EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ドルビーラポラト 
U —ズの商標でず。 


ドル ビープ □□ジック 
ドル ビープ □□ジック IIx 

ドルビープ□□ジック IIx は、 ドルビー プ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音声や己.] ch 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックス-デコード技術です。 
ステレオ音声のマルチ ch 化方式として、ドルビープ □□ 
ジックは4かに、ドルビープ□□ジック II は已 ch 化して 
いましたび、それ5をさ5に進化させ、；< インの7じりを 
創り出します。 

また己.] ch ソースに巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7. 1 ch 再生び巧能になりまし 
た。今まで政上に自然でシームレスな移動感、滑5かで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験でさます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り換えることび可能です。 

■2 ch ソース用 
M 日 VIE / MUS に/ PR 日 LOGIC 
■5.1 ch ソース用 

MOVIE / MUSIC/DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (□□PRO LOGIC IIx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーションや移動感などび得 
5れます。 

MUSIC (□□PRO LOGIC IIx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するとさにも効 
果的です。サラウンド Ch は定位よりわにびり感を重視し 
ています。 

PROLOG に (□□PRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオリティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使用しない場合は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 


■2 かソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック11 

プ□□ジック IIx 

础果的な 
ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Di 居 ital 已 .1 
ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 
( サラウンド、 

、 モノラル ノ 

己.1 ch 
/サラウンド、 

\ステレオ ノ 

7.1 ch 

什5りンド 
(廿ノト‘バ1 ッタ、) 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 
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ドルビーデジタルプラス 


ドルビー TrueHD 


ドルビーデジタルプラスは、高精細映像放送番組やパッ 
ケージメディア向けに開発された次世代音声技術でず。 
HD DVD の必須音声として、ブルーレイディスクのオプ 
シヨン音声として、それぞれのフォーマットに採用され 
たこの技術は、将来の放送の要求を満たす高い効率性と 
をたるべさ高精細映儘時代に求め5れる音声の可能性を 
実現するための機能と柔軟性を結合させたちのです。 

音声出力については、ディスク U —トチャンネル出力に 
よるマルチチャンネルサウンド出力を行い、従来を越え 
る音質で最大 7.1 チャンネル*出力します。また、従来の 
ドルビーデジタルデコーダーでは通常のドルビーデジタ 
ル信号として出力するため、完全互換性を持っています 
(この隙、処理遅延や音質劣化はありません)。 

最大6 Mbps のビットレート性能で 、 HD DVD では3 
Mbps 、 ブルーレイディスクでは 1.7 Mbps が最大規格 
とな0まず。 

ケーブル]本で高精細映像-音声のデジタル接続を可能 
にする HDMI (バージヨン1 .3) でヴポートされています。 

* ドルビーデジタルプラスは、8チャンネル拟上のチャン 
ネル数をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブ 
ルーレイディスクそれぞれの規格では、最大音声チヤン 
ネル数び8チヤンネルに制限されています。 


ドルビー TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開 
発された□スレス符号化技術です 。 HD DVD の必須音青 
として、ブルーレイディスクのオプション音声として、 
それぞれのフオー マッ トに採用されたこの技術は、] 
ビット精度で復元可能な記録-再生を実現し、次世代高 
精細光ディスクの要である高精細画像を完全なちのにし 
ます。高精細映像と組み合わせることで、ドルビー 
TrueHD は高精細映像と最高品位のサウンドで、かつて 
ないホームシアター体験を実現します。 

最大] 8 Mbps のビットレートで、24 bit /9 目 kHz 、 最 
大8 C h * の独立チャンネルを記録することび可能です。 
また、ドルビ ー T rueHD はダイア□グノーマライゼー 
ションやダイナミックレンジコント□ールに対応してし、 
ます。ダイア n グノーマライゼーションは、再生中に他 
のドルビーデジタル、ドルビー TrueHD プ□グラムに移 
行する隙ち同一のボ U ユームレべルを維持することび巧 
能で、ダイナ S ックレンジコント□ールでは音量を下げ 
ても収録された音源の細部まで聞きとることび巧能な 
( 音源の細部を聞<ために大音量にする必要びない）音声 
再生のカスタマイズです。 

ケーブル]本で高精細映儘-音声のデジタル接続を巧能 
にする HDMI (バージョン1 .3) でヴポートされています。 

* ドルビー TrueHD は、8チャンネル];(上のチャンネル数 
をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブルー 
レイディスクそれぞれの規格では、最大音青チャンネル 
数び8チヤンネルに制限されています。 


Master Audio 


DTS 


デジタルシアターシステムズ (Distal Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートがちた5す豊置な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽巧にも独自録音による DTS - CD があ0ま 
す。 


DTS 96/24 


己.1 ch すべてを9目 kHz /24 bit の高音質で再生する最新 
のヴラウンド フオーマツ トで、スタジオのマスター音源の 
クオ U テイを踏襲しています。 DVD の限5れた記録エリア 
で、高音質/高画質を両立させるために開発されました。 
本徽ま、 DTS 9 目/24対応デ]-ダーを搭載しているの 
で、既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 9 目/24 
に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続す 


ることで、再生することびでさます。（専巧プレーヤーは 
必要あ0ません。）従来の DTS デコーダーでは通常の 
DTS 信号として再生されるため、完全互換性を持ってし、 
ます。 

DTS-ES 

200日年]1月に発表されたサラウンド フォー マットで 、 [DTS 
Extended SurroundJ の略称です。従来の 已 . 1 ch にヴラウ 
ンドノ 〇ック （S B ) C h を加えたもので、かつてない音像•定位 
感をもたらすことび可能になりました 。 「D TS - E S ディスク 
リート目.1」と 「 DTS - ES マト U ックス目.1」の巧重類びあり、ど 
ち5も従来の DTS 己.1 ch デコーターとの下位互換性を有し 
ています。 
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DTS Neo:6 

すべての2 ch ソースを 白.1 ch 化するマト U ッ クス- デコー 
ド技術です。 Cinema モー ド/ Music モードびあります。 

CINEMA (Neo6: CINEMA) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

6.1 ch 化します。フ□ントか 5 は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声が 
音場にナチュラルなにびり感を加えます。 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Au 出 o ( DTS-HD マスターオーデイオ） 
は、プ □フェッシヨ ナルスタジオで作5れるマスター音 
源を、その品質のままに伝送することび巧能な フォー 
マッ トです。 DTS-HD Master Audio び伝送する音声は 
巧変データ転送 レー トで、目 lu-ray disc フォーマッ トに 
おいては毎秒最高24.已 Mbps 、 HD-DVD フォーマット 
においては18.日 Mbps であり、スタンダード DVD より 
わ格段に高い転送レートを持っています。この高いデー 
夕転送レートによって、 7.1 ch の音声すべてを目目 kHz / 
24 b けの高音質で伝送することを巧能にしています。 


DTS-EXPRESS 

DTS - EXPRESS は最大日.1 ch までの□-ビットレート 
技術です。 DTS - EXPRESS び伝送する音青は固定デー 
夕転送方式で、24 kbps 〜2已目 kbps までをサポートし 
ています 。 HD DVD disc の SUB AUDI 日として、ブルー 
レイディスクのオプション音声と して収録される他、 放 
送コンテンツや方モ U —オーディオコンテンツへの応巧 
び想定されています。本機は PRIMARY AUDI 日として 
伝送されてきた場含にのみ再生び巧能です。 


「 DTS 」 および rOTS-ES I Neo : 目」は DTS 社の登録商標 
でず。「9目/24」、 「 DTS-HD EXPRESS 」 および 
「 DTS-HD Master Audio 」 は DTS 社の商標です。 


AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇 
5848391 
己，291，已己7 
己，4己1，9己4 
己400 433 
己222，189 
5,357,594 
己752 22己 
己394,473 
己，己83,9巨2 
己274,740 
己633,9 8] 


已297 23巨 
4,9] 4,701 
已 .23 已 .671 
07/640.已己0 
已.已79.430 
08/678.666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/0303巨 
已,227,788 
已 .28 已 .498 


己，48 1-6 14 
己，己92,己84 
5,781,888 
08/039,478 
08/211万47 
己，703,999 
08/己己7,046 
08/894,844 

5.299.238 

5.299.239 
己，299,240 
己197,087 


己490,170 
已,264,84日 
已 .268.68 己 
已 .37 已 .189 
已.已8 1.6 已4 
0己-] 83,988 
5,548,574 
08/已06.729 
08/已76.49己 
己717,821 
08/392.7 己6 
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Windows Media Audio 9 Professional(WMAG 
Pro ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Aucno ( WMA ) のテクノ □ジーをさらに進化させて開発 
したディスク U —卜-デジタルサラウンドフォーマッ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネット配信によるスト U — S ング巧生やダウン 
□-ド再生など Windows PC での音楽再生に用いられ 
る圧縮音声の標準フォーマットとなっています。 
そしてこの Windows Media 日シ U - ズでは 、 WMA 
の特徴を継承しなが6、さ6にマルチチャンネル对応 
に拡張しました。 WMA 日 Pro コーデックは、目目 kHz / 
24 bit の解像度によるク U アな音質•日.1 ch /7.1 ch 
完全ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しな 
げら 、低ビットレートでデジタルサラウンドヴウン 
ドを実現します。また、その高い圧縮効率により、 
CD / DVD などのデジタル;><ディアだけでなく、高速ブ 
□-ドバンド通信によるスト U — S ング配信にを対応 
しています。 

Windows Media 、 Windows □ゴは、米国 

Microsoft Corporation の米国およびその他の 

国における登録商標または商標です。 


本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pro 対応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコード 
して再生することがでさます。 

* WMA 目 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考えられます。 
ただし、それらの機器の同軸または光デジタル出力端 
テか 6 WMA 9 Pro 音声を出力でさる場合のみ、本機で 
デコードして再生することがでさます。 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスクリートチヤンネル数 |2 ch 

巳.1 ch /7.1 ch 

最大量モ化ビット数 

16 bit 

24 bit 

最大サンプリング周波数 

48 kHz 

白巨 kHz 

巧あビットレート 

128 kbps 〜1日2 kbps 

128 kbps 〜7目8 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 


IHX 

SELECTS 


THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でもホームシアターでを、映画の 
サウンドトラックは映画監督の意図どおり、できるかざり忠実に再生して欲しい」といラジョージ-ルーカス監督 
の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Selects 

ホームシアター機器が THX Selects 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳し 
い試験にを格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される THX Selects の□ゴは、ご購入いただい 
たホームシアター製品が長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Selects 規樹ま、プ 
U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野にわたる何百をの性能要求を含め、製品 
の全体像を網羅しています。 

THX Cinema 

映面のサウンドトラックはダビングステージ（ごキシミキシング段階で DolbyDi 畳け alSur の undEX 技 

献^^1ごご1。"^直こ、ソ_；2こ;主 _ 亡三ご二三 7-1 言術にょって符号化され、映画館での上映時に復元され 

ンク専用大型映画館）で制作されます。 DVD なと I し収 _ . _十^ C 1レっレ。巧日, 

-3 寸 Z 立^ム，爪++ム、，し '' L _ -ァ丄,ます。化来の己'1 ch スヒーカー構成では表現しきれな 

録する曰ドちそのヴウソトトつツクのままで、ホーム ム、心/か +*17^4 な* m +一—口 

〜つわ し^ かつたをち部の繊細な}田写力•空間の奥イ了きや広かり 
ソアター向けの変更は加スません。家庭と映画館との が 立,十「ピ日 ,- W Z ,-+「 h ±, +■_ 向凡 
ホ日日か i+r&l 、|- I □* が j の 立+ 日 感’曰像疋心なとかイ守られるよつ1しなりました。一 fc 

空間的な届し、 I しよる音色の差を補正し、映画館の音場 A 广了 — ^占 C +±4-た_中,__サ，—し.、'ての 
_ ^ _ 家庭でこの新技術を忠実 I し巧生することかでさるの 

をと** g しまず° は 、 THX Surround EX の山び搭載された製品だけ 

THX Su rround EX _ です。この製品は通常の已 .i ch ソースでも ITHX 

「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EXJ Surround EX 巧ードでお楽しみいただけます。この 
はドルビ-ラボラト1」-ブとル-カスフィルム社の場合のサラウンドバック ch の音声は、_所定の演算処理 
THX 部門との綱開発によるものです。 I 」スナ-のをにわて生成されますので、も、好みに応じてご使用く 
ちに位置するよう加えられたサラウンドバック ch は、 心ピ L ''。 


Windows Media Audio 9 Professional 


THX 
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THX および THX □ゴは THX 社の商標または登録商 
標です 。 Surround EX は THX 社とドルビーラボラ 
卜 U —ズが共同で開発した技術であり、ドルビーラ 
ボラト U —ズの商標です。許可のもとに使用されて 
います。不許複製。 


-Re-Equalization _ 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーデイオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching _ 

人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちが変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、ホームシア 
ターでは U スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前ちから到達す 
る音の性質にをねせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音のつながりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation _ 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧し、 
ホームシアターは通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したスピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカー 
でを U ス ニン グェ U アを拡大して、映画館と同様の効 
果をちたらします。 


-Advanced-Speaker Array (ASA) _ 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場をに最高能力を発揮 
します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
MusicM 日 de または THX Gaines Mode で使用します。 

■THX Selects Cinema_ 

Dolby Di 資け al や DTS 等で収録された已 .1 ch 映画ソー 
スに適しています。このモードにおける ASA 処理は、 
サラウンド成分を分析し、雰囲気や方向感が最善にな 
るようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode 

マルチチャンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
サウンドトラックとはまったく違ったミキシングを 
行っているをのがあります。 ASA 技術は、この DTS 
や Dolby Digital 等で収録された已 .1 ch 音楽ソース 
に巧し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広がり 
感ををたらします。 

-THX Games Mode _ 

ステレオやマルチチャンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加 
え、360°取り囲むような音響空間を創り出します。 


「本機は「6.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの巧術を苗いて上 
映された映画でち、 DV □化の際にこのお出信号を収録していな 
いちのびあります。この場合は手動で最適なモードに変更して 
ください 。 Surround EX 巧術により製作された映画のリストは 

各ウェブサイトでご覧になれます。 

心 


Surround 


VSA - LX 70/ AX 4 AH のみ 


Neural Surround は最先端のサラウンド技術であり、ライブイベントやサラウンド録音されたコンテンツを扱う 
インターネットラジオの Neural Music Direct に採用されています 。 Neural Surround は音響む理学に基づく 
周波数領域処理を巧い、定位に優れたさめ細かい音場を再現します。2 ch ステレオ音源から最先端のマルチチャ 
ンネルサラウンドが得られます。 


Neural Surrouncll ま 、 Neural Audio 社の商標で 
す。 THX は THX 社の商標です。 
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本機はファ□-ジャ社の高画質変換回路 (DCDi : Directional Correlational Deinterlacin 資)を搭載していま 
す。映像の輪郭や斜め部分で発生しやすいギヴギヴ感を低減して滑6かに表現し、自然な映像が楽しめます。 










伝送方式について 


参ち/技術資料 


■同卽ケーブル/光ファイバーケープル 

デジタル機器の接続に使用します。 


同卽ケーブル 
( またはオーディオ / 
ビデオコード） 


な* 


光フアイパ‘ーケープル 


ん 



接続の際は端子の向さを合わせてください。 
誤った向さでむりやり挿入ずると、端子び変 
形し、ケープルを巧いてわシャッターび閉ま 
らな < なることびあ0ます。 

長さは3 m し U 下のちのを使用してください。 
プラグにホコ U び付着したときは、柔らかい 
布で巧いてから接続してください。 


■Audio control Cable (for iPod ) 

本機と iPod を接続することび 
でさるケーブルです。 



§• 



■ D 端子ケーブル 

映徹信号と映像コント 
□—ル信号を、 ] つのコネ 
クタで接続でさるケープ 
ルです。コンポーネント 
映像ケープルと同等の映 
像品質を楽しめます。 



9 


HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで 
映像と音声を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の 
DVKDigital Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレン 
ジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した;欠 
世代テレビ向けのインターフェース規格です。 


Homi 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


接続コードについて 


■ビデオコード 

一般的な映傲 
巧 コー ドで、 

つンポジッ I- 
フオー マット 
の映像信号を 
伝送します。 



■ S ビデオケーブル 

映像信号 (Y) と色信号 
(C) を分離して接続する 
ことびでを、コンポ 
ジットよりち高品位な / 
映像品費を楽しめます 。 ' 


バ獄 


■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の Y、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの信号からなり、 

S ビデオケープルよりち高品位な映像品質を楽しめ 
まず（ビデオコード3本での接続ち巧能です)。□端子変 
換ケープルち市販されています。 



■ AV コード 

オーディオコード 
とビデオコードを 
一体化したちので 
す。 



■オーディオコード 

オーディオ機器の接続 
に使巧します。 



参ち/巧術資料 



レ 

乃 

- 

ケ 

i 

D 

H 


I 像デ、。 
ナ映。めす 
I ですたま 
ユ本まいめ 
チ T しなし 
星。送し楽 
衛す伝換を 
やまを変質 
ビさ方グ品 
レで両□像 
テびのナ映 
でと号アな 
号こ信をを 
信る声号品 
ルす音信高 

夕続とルで 

ジ接号夕明 

デと信ジ鮮 
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ストレートデコード再ち 
(最大日.1 ch) 


ストレートデコード再生 
(S 大 5.1 ch) 



< 



ストレートデコード巧を 
(最大 7.1 か） 


ストレートデコード再を 
(虽大 5.1 か） 


m DIGITAL EX 
正 PLIlxMovie *1 
(S^7.1 ch) 



ストレートデコード巧を 
(虽大 7.1 ch) 


田] DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
(最大 7.1 ch) 


ストレートデコード再を 
(酸大己.1 ch) 


DIRECT PURE DIRECT 


AUTO SURROUND 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 

(44.1 kHz/48 kHz) 

PCM 

(6.1 ch 信号/ 7.1 ch 厦号） 

DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/ige kHz を除く） 
(5.1 ch 信号） 


mrc~irR~i 

rSLl [SR] 
fSBLl [SB^ 

画’ 3 


DOLBY TrueHD 
(176.4 KHz/192 kHz) 
(5.1 ch 信号） 


DTS-EXPRESS 
DTS-HD Master Audio 
WMA9 Pro 
(88.2 kHz/96 kHz) 
(5.1 ch 信号） 

DOLBY DIGITAL EX 
(6.1 ch 再生検出信号巧） 


DTS ES Matrix —4 
DTS ES Discrete -4 
(6.1 ch 再生巧出信号付） 


DTS 

DTS96/24 
(5.1 ch 信号等） 


DOLBY DIGITAL 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 
PCM 

(5.1 ch 信号等） 

DVD-A 
(日. 1ch 信号） 

SACD 

(己. 1ch 信号） 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 
WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 
PCM 

(6.1 ch 信号/ 7.1 ch 厦号） 


DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 
(5.1 ch 信号） 


mmrxi. 
rsn rsRi 


mrcu-Ri 
. dT] rsRi 
fSBLirsil 
画 


fSBLirSBlfSBR] 

fLFEl 


THX CINEMA 
(虽大 7.1 ch) 


THX SURROUND EX 
正 PLIIx Movie+THX -1 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX MUSICMODE*! 
THX GAMES MODE *1 
(最大 7.1 ch) 


THX CINEMA 
THX SELECTS CINEMA -1 
THXWUS に W 日 DE-1 
THX GAMES MODE*l 

_ (最大 "7.1 ch)_ 

THX SURROUND EX 
□□ PLKx Movie +THX -1 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX MUS に MODEM 
THX 白 AMES MODE-1 
(最大 7.1 ch) 

DTS ES Matrix +THX 
DTS ES Discrete +THX 
DTS + 正 PLIIx Movie+THX -1 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX MUSICMODE *1 
THX GAMES MODE-1 
(最大 7.1 ch) 
□TS+Neo:6 +THX 
DTS + 正 PLIIx Movie+THX 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX MUS に MODEM 
THX GAMES MODE-1 
(最大 7.1 ch) 


THX SURROUND EX 
□□ PLIIx Movie +THX 
THX SELECT2 CINEMA •] 
THX MUSICMODE*! 
THX GAMES MODE-1 
(最大 7.1 ch) 

THX MUSICMODE 
(最大 7.1 ch) 


1_L IL c |l R I 
rSLl [SR] 

rSBLl ISBR] 

画' 3 


mr c I 厂 R I 
rsn rsRi 

fSBLirSBlfSBR] 

fLFEl 


THX CINEMA 
(最大 7.1 ch) 


ストレートデコード巧を 
(最大ス！ ch) 


m DIGITAL EX 
mPLIIxM 肌 ie *1 
m PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


ストレートデコード巧生 
(虽大 5.1 ch) 


ストレートデコ ーK 巧生 
(ま大已 .1 か） 


の DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
田] PLIIx Music 
(最大ス！ ch) 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
DTS + 田] PLIIx Movie ■! 
DTS + m PLIIx Music 
(最大ス！ ch) 


DTS+Neo: 日 

DTS + 田] PLIIx Movie -1 
DTS + m PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 




ストレートデコード巧を 
(最大ス！ ch) 


ストレートデコードち生 
(虽大 5.1 か） 





上記な巧の日.1かソース THX SELECT2 CINEMA(S 巨 SP 2本） 

(畳大 7.1 ch) 

FL ir C II R I THX CINEMA(SB SP I 本） 

rm fSRl (S 大 5.1 ch) 


ストレートデコード巧を 
(虽大 5.1 ch) 


I DVD-A 
(5.1 ch 信号） 


I SACD 
(5.1 ch 信号） 


THXWUS に WODE-1 
(最大ス！ ch) 


ストレートデコード再生 
(最大 5.1 か） 


参ち/技術資料 


リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチヤンネル数を示したもので、厳密なデコード Ch 数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フオーマツ トについて」卜1日日ぺージ促ご覧ください。 



サラウンドバックスピーカーを接続しているとを 


N0 ’丄 —3: 巧身ち器 




























参ち/技術資料 




1 入力信号 1 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


CH 

信号名称 

インジケーター例 



DOLBY サラウンド 

口 四 

rsnm 

m PLIIx Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX で 

Neo: 已 Cinema +THX 

THX GAMES MODE *1 

田 ] PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
m PLIIx Game 
正 PRO LOGIC で 

正 PLIIx Movie 
(岳大 7.1 か） 

AUTO SURROUND 
と同樣 

AUTO SURROUND 
と同様 



DTS サラウンド 

ISBLII SB IISBRI 

riFEi 

(最大 7.1 ch) 

Neo: 巨 Cinema 

Neo: 巨 Music 
( 最大ス！ ch) 

Neo:6 Cinema 
( 最大ス！ ch) 

AUTO SURROUND 
と同巧 

AUTO SURROUND 
と同様 

〇 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz を除 <) 
WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 


正 PLIIx Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX で 

THX GAMES MODE*l 
( 最大ス！か） 

正 PLIIx Movie 
m PLIIx Music 
m PLIIx Game 
m PRO LOGIC -2 
(最大 7.1 か） 

ステレオ巧ち 
(最大 2.1 ch) 

ステレオ巧を 
(S 大 2.1 か） 

ステレオ巧を 
(虽大 2.1 ch) 

章 

〇 

止 

1 

Dir 

111.1 D 

ち 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD 

DTS-EXPRESS 

WMA9 Pro 
旧 8.2 kHz/96 kHz) 

口 面 

1 5L II S II SR 1 

THX CINEMA 
(最大 7.1 ch) 

ステレオ再を 
( 唐大 2.1 か） 




巧 

•C 

(M 

DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 

ISBLII SB IISBRI 

riFEl 

— 





〇 

m 

の 


その化のステレオソース 


m PLIIx Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX *2 

田 ] PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 

ステレオ巧生 
(是大 2.1 ch) 

ステレオ巧生 
(最大 2.1 か） 

ステレオ再を 
(贾大 2.1 か） 



アナ□グ入力 


Neo: 巨 Cinema +THX 

THX GAMES MODE 

m PLIIx Game 
の PRO LOG にで 



ANALOG じ I4t じ 1 
(2 ch) 



PCM 


(最大 7.1 ch) 

Neo: 已 Cinema 

Neo:6 Music 



PCM DIRECT 
(ま大 2.1 ch) 



DVD-A 



Neural THX *6 
( 最大ス！ ch) 



PCM DIRECT 
(を大 2.1 ch) 



SACD 


一 

田 ] PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
m PLIIx Game 
田 ] PRO LOG にで 

Neo: 巨 Cinema 

Neo: 巨 Music 
( 最大ス！ ch) 



SACD DIRECT *5 
(ま大 2.1 ch) 


*1 :サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないとさは選択することびでさません。 

*2 :皿 PRO LOGIC は常に最大己.1 ch までの再生となります。 

*3 :巨.1 ch 信号のときは rs 巨し|旧巨 R 」 び消打してに己」び点打します。 

*4 : HDMI 経由で入力される一部の DTS - ES 信号には ES 処理びかからないことびあります。 

巧 ： SACD DIREC 下は VSA 丄 X 70/ AX 4 AH のみです。 VSA - AX 2 AH の場含、ストレートデコード再生となります。 

*6 :入力び HOME MEDIA GALLERY のときのみ選択ずることびできます ( VSA - LX 7 日/ AX 4 AH のみ)。 

サラウンドバックスピーカーを接続していない、または SBch 処埋モード OFF のとを 




1 乂力信ち 1 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


CH 

信号名称 

インジケーブー•例 



DOLBY TrueHD 
(17 巨 .4 kHz/ 192 kHz) 

(5.1 ch 信号） 


— 

ストレートデコード再生 
( 最大己 .1 か） 

ストレートデコード巧を 
( 昆大 5.1 ch) 

ストレートデコード巧を 
( 最大己 .1 か） 

ストレートデつード巧を 
( 虽大 5.1 か） 



DVD-A 

PCM 

(5.1 ch 信号） 






PCM DIRECT 
( 最大 5.1 か） 



SACD 
(5.1 ch 信号） 






SACD DIRECT *4 
( 最大己 .1 ch) 


OiT 

晒 

1 

含 

DOLBY DIGITAL EX (6.1c 谓生檢お屋号が ) 
上 i 比げ 1 ■ の 5.1/6.1/7.1 か ソース 

1 L II C II R 1 

rm rsRi 

[SBLl ISBR] 

画 .1 

THX CINEMA 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード巧生 
( 最大 5.1 か） 

ストレートデコード巧を 
( 虽大 5.1 か） 


ストレートデコード巧を 
( 最大日 .1 か） 

O 

台 

m 


DOLBY サラウンド 


m PLII Movie +THX 
正 PRO LOGIC +THX 
Neo:6 Cinema +THX 
( 最大 5.1 ch) 

田 ] PLII Movie 
m PLII Music 
m PLII Game 
正 PRO LOGIC 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Music 
( 最大 5.1 ch) 

田 ] PUI Movie 
( 虽大己 .1 か） 

AUTO SURROUND 
と同巧 

AUTO SURROUND 
と同様 

止 


DTS サラウンド 



Neo:6 Cinema 
( 最大 5.1 ch) 

AUTO SURROUND 
と同樣 

AUTO SURROUND 
と同様 

1 

1 

の 

の 


DOLBY DIGITAL PLUS 

DOLBY TrueHD 

(176.4 kHz/192 kHz をおく） 

WMA 日 Pro 

(44.1 kHz/48 kHz) 

の 面 

画回 _ 

ISBLII SB IISBRI 
画 

m PLII Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX 
( 最大 5.1 ch) 

正 PLII Movie 
m PLII Music 
m PLII Game 
m PRO LOGIC 
( 最大 5.1 ch) 

ステレオ再ち 
( 最大 2.1 か） 

ステレオ巧生 
( 最大 2.1 ch) 

ステレオち生 
( ま大 2.1 ch) 


OiT 

iiiid 

ち 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD 

DTS-EXPRESS 

WMA9 Pro 
(88.2 kHz/96 kHz) 


THX CINEMA 
( 最大 5.1 ch) 

ステレオ巧生 
( 最大 2.1 ch) 





扣 

DOLBY TrueHD 
(17 台 . 4 kHz/192 kHz) 


一 







その他のステレオソース 

の 四 

1 SL II S II SR 1 

ISBLII SB IISBRI 
画 

の PLII Movie +THX 
正 PRO LOGIC +THX 

田 ] PLII Movie 
□□ PLII Music 

ステレオ巧を 
(S 大 2.1 ch) 

ステレオ再を 
( を大 2.1 ch) 

ステレオち生 
( 虽大 2.1 か） 



アブ□ク入力 

Neo:6 Cinema +THX 
( 虽大 5.1 ch) 

m PLII Game 
正 PRO LOGIC 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Music 

Neural THX •己 



ANALOG DIHbOl 
(2 ch) 



DVD-A 

PCM 




PCM DiRECT 
( 屋大 2.1 ch) 



SACD 

一 

( 最大 5.1 ch) 



SACD DIRECT *4 
( ま大 2.1 ch) 


*1 :サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないときは選択することびでさません。 

*2 : mPRO LOGIC は常に最大己.] ch までの再生となります。 

*3: 日.1 ch 信号のときは rs 巨 urs 日刊び消打します。 6.1 ch 信号のときは rs 日 urs 日 R 」 び消巧し rs 巨」び点灯します。 
*4 : SACD DIREC 下は VSA 丄 X 70/ AX 4 AH のみです。 VSA - AX 2 AH の場含、ストレートデコード再生となります。 

* 已：入力び HOME MEDIA GALLERY のときのみ選択することびできます ( VSA - LX 70/ AX 4 AH のみ)。 


参ち/巧術資料 






参ち/技術資料 


ADVANCED SURROUND モードの 



理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 /TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでを、快適なサラウンド再生が提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソースはマト U ックス’デコード処理）後、それ 
ぞれに合わせた才 U ジナルの処理を加えています。政下をご参照のラえ、お好みに応じて選択して<ださい。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよ 
うに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

DRAMA 

落ち着いた雰囲気でス I -一 U —性重視の映画の再をに効果的 
です。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セリフと効果音の分離び良いため、 SF 映画などの SE (特殊効 
果音)の多いソースに効果的です。 

MONOFILM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送などを楽しむのに効果 
的で、マルチチヤンネルサラウンドで再生します。 
ENT.SHOW (Entertainment Show ) 

S ユージカルのサラウンド感や、劇場ホールのよラな雰囲気 
をお楽しみいただけます。 

EXPANDED (Expanded Theater ) 

2 ch で収録された音靑を、已 ch または7 ch のサラウンド効 
果で再生できます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に 
効果的です。 

TV SURROUND 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 


ADVANCED GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそうに高めます。 
シューティングゲームや レー シングゲームなど、ちへ左へ駆け 
抜け巡るよラな流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているような 
臨場感を体感でさるサラウンド再生です。 

CLASSICAL 

大型のコンヴートホールをイ;><-ジしています。反射音の遅延 
時間帯び長く、さらに残響音を加えることでコンヴートホール 
特有の美しい響きと、オーケストラの迫力が楽しめます。 

ROCK/POP 

楽器の分離感と臨場感があり、躍動感のあるサラウンドを楽しめ 
ます。 

UNPLUGGED 

アコースティック 系の音楽 ソースに 最適な モー ドです。 
EXT.STEREO (Extended Stereo ) 

標準のステレオ (2 ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音 
芦のまま日本または7本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でも同じようなステレオ感び得5れます。 

PHONES SURR. (Phones Surround ) 

(へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチャン 
ネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 

デコード処理の方法は、をモードに最適な巧術を組 
み合わせてありますのでお客様び変更することはで 
き■ません。 
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参ち/技術資料 


設定オール1」セツトは(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントバネルで行います。 

設定オール1」セツトを巧5と、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので十分•ごを意ください。 


①本機び STANDBY モードのときに SETUP 
ボタンを巧しなび!5 STANDBY / ON ボタ 
ンを押します 



②フ□ントパネル表示部に 「 RESET イ N 0>」 
と表示されます 


③た/与で 「 RESET 」 を還んで ENTER ボタン 
を巧します 



④フ□ントバネル表示部に 「 RESET ? 口 K ]」 と 
表おされた6もう一度 ENTER ボタンを巧し、 
roKj と表示された5設定のオールリセットは 
完了です 


電源コンセントか S コンセントを長時間巧いた状態にしていて6、本機で設定した各種設定び—;肖去されることはありません。 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

巧期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 Q 〜1色 Q 

25 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal ( default ) 

63 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル） 

77 

サブウーファー 

YES 馆り） 

77 

スピーカー出カレベル （ M ] 〜 MS ) 

すべて 0.0 d 巨（浦正無し） 

79 

スピーカーまでの距離 （ M ] 〜 M 已） 

すべて3.00 m 

80 

クロスオーバー周波数 

80 Hz 

77 

定在波制御 （ M ] 〜 MS ) 

全フィルター 0.0 dB (補正無し） 

45、66 

視聴環境の周波数特性の桶正 （ M ] 〜 M 已） 

全帯域 0.0 d 巨（浦正無し） 

45、68 

X-Curve 

OFF 

81 

サラウンド/ くックスピーカー間の距離 

0 - 0.3 m 

82 

入力の設定 

リアパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

83 

入カフアンクシヨン 

DVD/LD 

35 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

36 

SBch 処理モード 

ON 

43 

1」スニングモード 

AUTO SURROUND 

37 

MCACC 

M 1: MEM 0 RY 1 

42、45 

PHASE CONTROL 

ON 

40 

FULL BAND PHASE CONTROL 

OFF 

41 

オーディオ調整機能のを項目 

(オーディオ調整機能のページを参照） 

44 

ビデオ調整機能の各項目 

(ビデオ調整機能のページを参照） 

47 

Digital Safety 

OFF 

123 

スピーカーシステム A / 巨 

SP ( A )： ON 

57 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

56 

マルチゾーンの設定 

ZONE 2 /Variable 

95 

SR +連動モードの設定 

OFF 

103 

HDMI コント□-ル機能 

ON 

100 

12 V 卜 U ガーの連動設定 

すべての入力の1、 2 共に OFF 

105 


本機のずべての設定を工場出荷時に戻ず 


参ち/巧術資料 
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参ち/技術資料 


仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 1 kHz 、 1日％、目狂） 

フ□ント . 220 W +22 日 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

センター . 220 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

サラウンド.……220 W +220 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 
サラウンドバック 

. 220 W +220 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

フ□ント . 200 W +200 W ( AX 2 AH ) 

センター . 200 W ( AX 2 AH ) 

サラウンド . 200 W + 200 W ( AX 2 AH ) 

サラウンドノくック . 20日 W +200 W ( AX 2 AH ) 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz ' 日.0目％、8 Q 

. 140 W +140 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

. 130 W +130 W ( AX 2 AH ) 

定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz -20 kHz ' 日.0目％、8 Q 

フ□ント . 140 W +140 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

センター . 140 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

サラウンド ....... 140 W +140 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

サラウンドバック 

. 140 W +140 W ( LX 7 日/ AX 4 AH ) 

フ□ント . 130 W +130 W ( AX 2 AH ) 

センター ... 130 W ( AX 2 AH ) 

サラウンド . 130 W +130 W ( AX 2 AH ) 

サラウンドノくック . 130 W +130 W ( AX 2 AH ) 

入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 kO 

周波数特性 

LINE 系 . 己 Hz - 100 kHz .±§ dB 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kO 

卜ーンコント□-ル 

BASS . + 6 d 巨（100 Hz ) 

TREBLE . + 6服 （10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 d 巨時） 

. +4 d 巨/+2 d 巨 （1 日0 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端モ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端モ（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 

周波数特性 . 5 Hz 〜1日 MHz 

SNlt . 色已 dB 

ビデオ部（コンポーネント、 D 4) 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 

周波数特性 . 日 Hz 〜1日日 MHz 

SNhti . 色已 d 巨 

電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 380 W 

待機時消費電力 


0.日已 W ( HDMI コント□-ル機能日 FF 時) 
.. 0.7 已 W ( HDMI コント□-ル機能日 N 時) 


予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大) 

外形寸法(幅 X 高さ X 輿行） 

. 420 mm X 187 mm x 4已9 mm 

質量 . 17 kg 

付属品 

U モつン . 1 

単3形マンガ'：>尝呈沾’ 

セットアップ用マイク（已 m ). 1 

保証書 . 1 

取扱説明書(本書） 

VSA - LX 70/ AX 4 AH のみ 


取扱説明書(ホーム^ディアギャラ U —編） 

♦仕様および外観は改良のため予告なく変更することび 
お0ます。 


F 


お手入れについて 

通常は柔らかい布でから拭きしてください。巧れがひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性洗 
剤に柔らかい巧を浸してよく絞ったあと、ミちれを拭き取り、その後乾いた巧でおいてくださ 
い。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでごま意ください。また、化学ぞうきん等をお使いの場合は、化学ぞうき 
ん等に添付のを意事項をよくお読みください。 
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音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるちのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、あなたのむがけ次第で大きくをルさくちなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 


よしよつ© 



















































困ったとを 


故障かな？と思ったら 1;( 下を調べてみてください。意外な S スが故障と思われがちです。また、本機政外の原 
因を考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器をあわせてお調べください。 

政下の項目を調べてち直6ない場合は、修理を依頼してください。 


r 音が出ない」 r 音がおかしい」 r ノイズが出る」など、音についての疑問や症状です。 


入力切換を合わせても、音入力端子の接続び正し < ない。 接続を再確認する。 

び出ない デジタル入力の設定び正しくない。 設定を修正する。 

S に NAL SELECT の入力信号選択び正しくない 。 SIGNAL SELECT (音声信号)ボタンで正し 

い入力信号を選択する。 

ミュート状態(音量インジケーターび点滅)に U モコンでミュートを解除する。 


なつている。 

スピーカー出力び OFF になっている。 


フ □ ントスピーカ ー L ツ外 
の音が出ない 


サラウンドバックスピー 
カーか 6 音が出ない 


特定の スピーカーから 音 
び出ない 


音量び下びっている。_ 

'スピーカーシステムの設定びフ□ント chU (列 
すべて N 日になっている。 

U スニングモードび STERE 曰またはフ□ント 
サラウンド•アドバンスモードになっている。 

SBch 処理モードの設定び OFF になっている。 

S 巨 ch 処理モードの設定び冉 UTO で「6.1 ch 再 
生検出信号」の記録されていないソースを使巧 
している。 

サラウンドバックシステムの設定び [ Front 扭- 
冉 mp]、[Speaker B ] またはに日 NE 2] になっ 
ている。 

スピーカーシステムの設定でサラウンドまたは 
サラウンドバック ch の設定び[ N 0](無し)に 
なっている。 

接続が正しくない(サラウンドバック ch を]本 
のスピーカーで接続していて Rch 側に接続して 
いる)。 

'スピーカーシステムの 設定び[ N 0](無し) になっ 
ている。 

スピーカーの 接続びがれている。 

ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 
に録音されている。 

スピーカーの 出カレベル設定びルさい。 

サラウンドバックシステムの設定でに peaker 
日]び選択されているとさのスピーカーシステ 
ムの選択び合っていない。 


SPEAKERS (音声入力）ボタンを巧して、 
ON ( SP ^ A ) にする。 

MASTER VOLUME を調整する。_ 

'スピーカーシステムの設定を修正する。 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 
する。 


ON を選択する。 
ON を選択する。 


[ NormaKdefault )] を選択する。 


サラウンドバック ch の設定を修正する。 


接続を再確認する(サラウンドバック ch を1 
本のスピーカーで接続しているとをは Lch 側 
に接続する）。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

スピーカーの 接続を確認する。 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 
される場合びあります。 

スピーカーの 出カレベル設定を上げる。 
スピーカーシステムで「冉+日」または「日」にす 
る。 


表示部にマルチチヤンネ再生しているソースのプ□グラムフオーマット故障ではありません。収録内容をご確認くだ 
ル信号のプ□グラム にはそのチヤンネルの情報び記録されている さい。 

フオーマツトインジケーび、そのチヤンネルに音声び収録されていない。 

ターび点なしているび、音 
が出ていない スピーカー 
がある 


デジタル機器の音が出ないデジタル接続び正しくない。 

デジタル入力の設定び正しくない。 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくなし、。 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 
レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 
すざる。 

再生ソフトのデジタルフォーマツトに対応して 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 


デジタル接続を再確認する。 

デジタル入力の設定を修正する。 

接続されているデジタル機器に応じて、 

S に N 冉 L SELECT (音声信号)ボタンで 
D に ITAL を選択する。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 
する 。 （DTS CD の場合は0 d 日に設定してく 
ださい。） 

対応フォーマツトの音声トラックを選択する 
(または出力させる設定にする）。 


PCMLU がの信号の音が出 SIGNAL SELECT の入力信号選択び 「 PCM 」 に SIGNAL SELECT (音声信号)ボタンで正し 
ない なっている。 い入力信号を選択する。 


K 障かな？ と馬 i つたら 


困つたと宝 





困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録音びできない 

アナログ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 

54 


ナ□グで録音しよラとしている。 

はデジタル録音のみ巧能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



おる。 

は録音することはできません。 



REC 端子の接続び正し < ない。 

正しく接続し直す。 

32 

無入力でもノイズび間こ 

電源そのをのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUTS 好 

MULTI CH INPUT 端子に接続したちのではな 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチ 

53 

に接続した機器で 、 DVD 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 

チヤンネル入力の再生をする。 


オーディオを再生したが 

ど） 



2 ch にダウン=ックスさ 
れているよラな音になつ 
ている 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

プレーヤーの取扳説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチ ch の DVD 
オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音声がダウン 

S ックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 


イズが出る 

取ってしまラ。 

量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生すると 

音声入力信号の切り換えで ANALOG び選択さ 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 

36 

ノイズが出る 

れている。 

SELECT (音声信号)ボタンで DIGITAL を選 
択する。 



サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

サブウーファーから音が 

サブウーファーあり/なしの設定び[ N 0](無し） 

Speaker Setting ] 設定を確認して、サブ 

77 

出ない 

に言受定されている。 

ウーファーの設定を [ YESK 有り读たは 
[ PLUS ] にする。 



再をしているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれてい 
るとをは接続し直す。 

24 


ヴプウーファー側の電源び曰 FF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

サブウーファーの機能を確認する（詳しくはヴ 



ている。 

プウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーか5の音 

低域成分の少、ない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分びみな<、サ 

77 

がかさい 

( CD など）を再生している。 

ブウーファーの音量が不足している場合は、 
[Speaker Setting ] でサプウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



ヴプウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

79 


ク□スオーノ（一周波数の設定び低い。 

rx . OVER 」 の設定を確認して、適切なレべ 
ルに調整する。 

77 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボリュームレベルを上げる。 
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困ったとを 


映像について 


r 映像が出ない」けニュー画面(日 SD 画風が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


癌状 

原因 

巧応 

参照 

入力切換を合わせても、映 
像が出ないまたは違ラ入 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 


力の映像が出る 

ソース機器と HDMI 端子で接続しているび 、 TV 
モニターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 
使って本機と接続する。 

52 


ソース機器と TV モニターを接続しているコー 
ドの種類び違っていてビデオコンバート機能び 
OFF に設定されている。 

ビデオコンバート機能を ON にする。 

48 


映债によっては著作権の関係で映像び出力され 
ない場含びあります。 

解债度の設定を変更するか、ビデオコンバー 
夕一の設定を曰 FF にしてください。 

48 

コンポーネント端子や D 
端子、 S ビデオ端子に接続 
したソース機器の映像が 
出ない 

入力設定 (Input Setup ) の rS-Video In 」 また 
はに omp / D 4 In 」 の設定び正しくない。 

入力の設定り nput Setup ) を正しく行ラ。 

83 

録画がでさない 

録画機器とソース機器の接続端子びをっていな 
い。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子 
を（コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびできません。 

54 

コンパ‘ート後のコンポー 

コピープ□テクト信号び極端に大きい、または 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 

26 

ネント出力映像び出ない、 

画質劣化の激しいビデオテープを再生してい 

す。コンポジットまたは S 端子の出力映傲で 


または乱れる 

る。 

お楽しみ < ださい。 



操作について 


r 操作できない」「電源び切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


癌げ 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 

スピーカーコードの芯線がスピーカー端子から 

スピーカーコードのな線をちラー度しっかり 

24 

電源が切れる 

はみ出して J 」 アパネルに接触しているか、+/ 
-び接触し、保護回路び働いている。 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、低 
周波の過大な入力び持続した。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正で低域(已3 
Hz または12已 Hz ) のレベルを下げる。 

DIGITAL SAFETY 機能を SAFETY ] または2 
にすると、さらに数服音量び上げられる場合び 
あります。（スタンノくイモード時に、 SETUP ボ 
タンを巧しなびらり STAND 日 Y / ON ボタンを 
巧して t / ♦で D . SAFETY を選び 、で 
□.SAFETY 1、 D.SAFETY 2または 
D . SAFETY 曰 FF を切り換えます。 

ただし、 D . SAFETY 日 FFm 州こ設定した場を、 
一部の機能び選択できない場合びあります。） 

67 

電源が突然切れて 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子から 

スピーカーコードのち線ををラー度しっかり 

24 

PHASE CONTROL イン 

はみ出して、リアパネルに接軸しているか、+/ 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 


ジケーターが点滅ずる 

一び接触し、保護回路び働いている。 

ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 



本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

131 

電源が突然切れて 
DIGITAL PRECSION 
PROCESSING インジ 
ケーターが点滅ずる 

本機の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ < ださい。 

131 

操作ボタンを巧しても動 

空気が乾燥しているとを、静電気などの影響を 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 


作しない 

受けている。 

び差し込む。 



困 

〇 

た 

と 
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困ったとを 


症状 

原因 

巧応 

参照 

AMP ERR または 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 

131 

MCACC インジケーター 


ださい。この症状のあとに電源の ON/OFF を 


が点滅して自動的に 電源 


繰り返すのはおやめください。 


が切れる 




OVERHEAT と点滅表示 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

5 

したまま音が出な<なる 


一度電源を切り、;令えてから使巧する。 


1吕 V TRG ERR と点滅表 

12 V トリガー端子に不具をび生じている。 

一度電源を切り、 12 V 卜 U ガーの接続を見 

105 

示される 


直して < ださい。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、 r デジタル入力の設 

83 

ンを押してち入力が 


定」を正しく修正する。 


DIGITAL にな旦ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力政列•に切り換える。 

35 

日.1 ch ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び曰 FF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を ON 

16 

いるのに、己.1 ch 再生さ 

なっている。 

にする。 


れなし、 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定が曰 FF になっている。 

DTS 出力設定を ON にする。 


DVD オーディオを再生ず 

MULTI CH IN 端テはアナ□グ入力端テなの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


るとプレーヤーには9巨 

で、デジタル情報を表示することはでさません。 

書ちご覽< ださい。 


kHz と表示されるが、本機 




では表示されない 




96 kHz のソフトを再生 

プレーヤー側で 96 kHz 出力び OFF になってい 

プレーヤーの 96 kHz 出力を ON にする。 

16 

しても表示が目6 kHz に 

る。 



ならなし、 




リモコン操作びできない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換ずる。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 m し;^内、左ち 3 Cr 政内で操作する。 

17 


途中に信号を遮る障善物びある。 

障善物を取り除くか、操作する場所を移動す 



壁光むなどの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セットコードを設定する。 

87 

でさなし、 

電池切れの期間にメモ IJ 一び消去された。 

もラー度設定を行ラ。 


プラズマテレビとの SR + 

HDMI コント□-ル機能び曰 N になっている。 

HDMI Control Setup で日 FF を選択する。 

100 

による連動操作がでさない 




旧接続をしているのに相 

接続でコント□ール端子の IN/OUT を間違えて 

正しく接続し直す。 

98 

手機器がリモコンで動作 

いる。 



しなし、 

コント□ールコード!;^がの接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードまたは HDMI ケー 

98 



ブルなどを接続する。 



他社製品の同巧途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


CD - R/TAPE OUT 、 

ZONE Audio Setup の ZONE 2 / RECSEL 

RECSEL を選択する。 

95 

DVR/VCR 1 OUT 、 

Settin 呂び ZONE 2 になってし、る。 



DVR / VCR 吕 0 UT 5 好か 




百音が出ない 




ZONE 吕が選択できない 

ZONE Audio Setup の ZONE 2 / RECSEL 

ZONE 2 を選択する。 

95 


Settin 呂わ SRECSEL になつてし'!る。 



HDMI コント□—ル機能 

HDMI コントロール機能び日 FF になっている。 

HDMI Control Setup で日 N を選択する。 

100 

によるアンプ連動操作が 

本機の電源をテレビよりを先に曰 N した。 

テレビの電源を ON してから本機の電源を 

100 

でさない 


ON にする。 



テレビ側の HDMI コント□-ル設定び OFF に 

テレビ側の HDMI コント□-ル設定を ON に 



なっている。 

する。 



インジケーター/表巧について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

33 

再生しても、対応するイン 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

83 

ジケーターが点灯しない 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正し<な 

S に NAL SELECT (音声信号)ボタンで正し 

36 


い。 

い入力を選択する。 



プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始ずる。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 

16 



に対応するよう修正する。 



再生しているトラックび PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

16 


る。 

ル*の音声を選おする。 
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困ったとを 


癌状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 
再生してちすベてのプロ 
グラム フオーマツ トイン 
ジケーターが点口しない 

収録フォーマットが己] ch (または「6.1 ch 再 
生お出信号」対応)ではない。 

故障ではありません。再生しているソフトの 
パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフトを 
再生しても、 ロロ〇 に ITAL 
または DTS などの表示に 
な百ない 

デジタル信号が入力されていない。 

ソフトの音声び2 ch フォーマットである。 
ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
おる。 

SIGNAL SELECT (音声信号)ボタンで 
AUTO または□に ITAL を選ぶ。 
故障ではありません。再生しているソフトの 
パッケージをご確認ください。 

36 

109 

Surround EX (または 

DTS 段)ソフト再生樹こ、 
SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしても EX (または 
ES ) デコードしない 

「6.1 ch 再生お出信号」び記録されていない(劇 
場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合びあ 
りまず)。 

SB ch 処理モードの設定を ON にする。 

43 

Surround EX (または 
DTS ES ) ソフトを再生 
中、 SL 、 SB 、 SR のインジ 
ケーターは点灯ずるび、 

EX (または ES ) デコード 
しない 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 
クチヤンネルび[ N 0](無し)に設定されている。 

U スニングモードが正し<ない。 

サラウンドバックチヤンネ j レの設定を、接続 
したスピーカーに合わせて変更する。 

SBch 処理モードの設定を ON または冉 UT 0 
に変更し、リスニングでードをサラウンドに 
して再生する。 

77 

37, 43 
116 

DVD オーディオを再生 
しているのにディスプレ 
イには PCM と表示される 

HDM 暇続をしている入力で DVD オーディオ 
を再をすると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

音場補正のオート設定を 
何度巧ってもエラーにな 
る 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

スピーカーコードの接続び正しくない。 

障善物を移動させる。 

スピーカーコードの接続を正しく行ラ。 

12 

測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の距 
離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフイルターの遅延 
特性の影響で再生音にデイレイびかかってい 
る。 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮し 
たラえで距離を特定して正確なディレイ時間 
を設定するよラにしています。 


スピーカーの大、ル設定が 
誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

[Speaker Setting ] で正しい設定にする。 

77 

音場補正したが、音びおか 
しし、 

スピーカーの位相び反転している （+/- び逆に 
接続されている）。 

正しく接続ずる。 

24 

Acousutic Cal EQ で自 
動測定された補正カープ 
を手動で調整中に 
「 DVER 」 がディスプレイ 
に表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 
容量を超える。 

「 OVER 」 の表示び消えるまで、さまざまな帯 
域のレベルを下げる。 

67 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑巧 


癌状 

原因 

巧応 

参照 


PC または OSD 画面上で 
の EQ 補正を残響屈液数特 
性表示のグラフびフラッ 

グラフの傾斜は残響特性を示しています。部屋 
の残響特性そのちのは、 EQ 補正だけでは直すこ 
とびでさないため、グラフの傾斜角度は浦正前 

補正により、各周波数ごとのグラフが E 日の補 
正分だけ水平移動します。補正の効果は、指定 
した時間軸上のあるポイントでそろラことび 

PC 表示 巧 
アブ U ケー 
シヨンソフト 

取扱説明書 


卜にそろわない 

後でを同じになります。 

確認でをます。 

困 

〇 

た 

と 

宝 



残響特性(グラフの形状)そのものは、視聴環境 
を改善しないと変化しません。 

69 


さまざまな原因によって 、 ALL CH ADJ で補正 
を行ってち周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびあります。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良 
となるよラ自動的に補正を行いまず。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

Manual MCACC の EQ 
Adjust で調整した補正 量 
が補正を表示のグラフに 
反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィ 
ルタで分析したものを表示します。一方、 E 日補 
正は専用のフィルタを使巧して信号の補正を 
行っており、分析フィルタと EQ 補正専用フィル 
夕の形状の違いびグラフに反映されない原因で 
す。 

問題ありません (Auto MCACC の場合は、こ 
のフィルタ形状による違いち考慮したラえで 
補正を行っています)。 


スピーカーシステムの設 
定でに MALL] と設定さ 
れたスピーカーの低域が 
補正されていない 

EMALL] に設定されたスピーカーは、 E 日によ 
る低域の補正は行いませんび、残響特性の表示 
はスピーカーから出る音の純粋な特性を示ずた 
め、低域補正をしていない状態での特性びその 
まま表示されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、 [SM 冉 LL] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 



HDM 鳴続/再をについて 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるときは政下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症状 

原因 

対応 

参照 

映像と音青の両方び出な 
い 

本機は HDC 円こ対応しています。ご使用の機器 
び HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

HDCP 非対応のとをはコンポーネントビデ 
才、 D4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 

52 


ソース機器の仕様によっては AV アンプを通し 
ての HDMI 接続びできない場合びあります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとをは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 
D4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続してください。 

52 

映像が出ない 

ソース機器によっては、設定した解徹度で映像 
び出力されない場合びあります。 

解徹度の設定を変更してみてください。 



映憬信号は DeepColor だび再生機器び 
DeepCol □りこ対応してし、なし、。 

□eepCDlor に対応した機器で再生する。 



映债信号は DeepCDlor だび HDMI ケーブルび 
DeepCol □「に対応してし、なし、。 

HDMI Version ] .3a 規格(カテコ‘ U-3) の 
HDMI ケーブルを使って < ださい。 


音声び出ない、またはとざ 
れる 

オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「THR 曰 UGH」 になつている。 

「AMP」 に設定してください。 

46 


DVI 機器と接続しているとをは、言声び出ませ 
ん/。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

32-33 


アナログ映债を HDMI 出力しているとをは音 
声接続び必要です。 

別途音声の接続を行ってください。 

32-33 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 



オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「THR 日 UGH」 で、マルチチヤンネル音寅を入 
力している場含、すべてのチヤンネルの音声は 
HDMI 出力されません。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を行ってく 
ださい。 

32-33 

映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとき 
(早送りなど）は映像の品位によって映像び歪 
んだり乱れたり映らなくなることびありまず。 
また、ディスプレイ側の性能によっては同様の 
症状び出ることもあります。 

ビオデオコンバート機能を OFF にして入力 
と同じビデオフオーマット（コンポーネント 
ビデオ、 D4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビ 
デオコードのいずれか)で接続、再生して< 
ださい。 

48 

HDCP ERROR と表示さ 
れる 

HDCP に対応していない機器び接続されてい 
る。 

コンポーネントビデオ、 S ビデオ、コンポジッ 
トビデオコードのいずれかで接続して<ださ 
い。 HDCP に対応した機器でも表示されるこ 
とびありますび、映像びとぎれな < 出力され 
ているとさは不具合ではありません。 


NOT SUPPORT と表示 
される 

映债信号とディスプレイの能力び合っていな 
い。 

ソース機器の解像度や DeepColor の設定な 
どを変更してみてください。 
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困ったとを 


エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ ( エラー番号） 

メッセージが表示をれるとさ 

対応 

Error 11 

正常に通信できないとを。 

コネクターを一度がし、 iPod のメイン>(ニューび 
表示されてから、ちう一度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod び正常に動作しな 
い場合は JPod を IJ セツトしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウエアのバージヨンび古いとき。 

iPod ソフトウエアのバージヨンは2004 -10- 
20 U (降の最新の iPod ソフトウエアにてお使いく 
ださい。 

No Music Track 

iPod に曲び入っていないとさ。 

iPod に曲を転送してください。 

Loading Error 

iPod からの応菩びないとき。 

iPod ソフトウエアのバージヨンは2004 -10- 
20政降の最新の iPod ソフトウエアにてお使いく 
ださい。 


HDMI コント□-ル機能を ON に設定していると宝に表示されるメッセージの意味 


メッセージ ( エラー番号） 

メッセージが表示されるとき 

対応 

HDMI C ERR 110 〜 190 
HDMI C ERR 1 AO 

HDMI C ERR IBO 

HDMI C ERR ICO 

HDMI C ERR 吕 CO 

HDMI ケーブルの接続び正し < ない。 

接続を確認してください。 

ケープル断線の可能性びあります。 

本機または接続機器び故障している可能性びあ 

0ます。 


システムセットアップでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意味 

「Connect microphone」 ： 

「Connect rmc」 ： 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のマイクを接続してください。 

[Too much ambient noise!」 ： 
rNOISYJ : 

周辺の騒音び大さすざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に0 F F にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にをラー度やり直してください。 

「Check m に rophone 」 ： 

「Mic Err」 ： 

マイクからテス ト 信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックして<ださい。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

• 測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

CERR」 ： 

「ERROR Front」「ERROR Surr.J「ERROR SB」： 

Speaker Leve 測定後の Yes/No Check 判定で、 ■ UTF のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 NO 」、 サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時）の場合 : R ch 側から検出しました （1 本のみ接続ずるときは 、 L ch 側を使用してください）。 

rSubwoorer/Level is too high. Turn volume down」： 
rsw Volume DownJ : 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大きすぎます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

「 SubwooTer/Levehs too low. 1 urn volume up 」： 
rsw Volume UpJ : 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出で去ません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値に上げてくだ 
さい。 

[Select MCACC memory」 ： 

[Select MerrHMIH : 

Manual MCACC 、 または Manual SP Setup の Channel Leve し Speaker Distance を行う際 、 MCACC MEMORY の選択び 
MCACC OFF になっています。調整を行いたい MCACC MEMORY を選んでください。 


困つたと宝 
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保証とアフターサービス 


莖証書が！_ 

保証書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていたださ、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 

保証期間はご購入曰か61年間でず。 

補修用性能部品 の巧有期問 _ 

当社は、この製品の補修巧性能部品を製造打ち切0後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修埋 E 関すをご貿巧、ご相談 

お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思っ 
たら」の項目をご確認ください。それでち異常のあると 
をは、必ず電源プラグを抜いてから、販売ちへご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
求めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相 
談窓□のご案内-修理窓口のご案内」(131ぺージ)をご 
覧になり、修理受付センターにご相談<ださし、。 


連絡していただをたい内容 


• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名： AV マルチチャンネルアンプ 
• 型番： VSA - LX 70/ VSA - AX 4 AH / VSA - AX 2 AH 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保罰書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用外での使用（例：店舗などにおける 
目 GM を目的とした長時間使用、車両-船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ1」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フォンを接続する場含はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよ5な大音量で再生 
しないで < ださい。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をお勧め 
いたしまず。こんなを状はありませんか？ 
•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れがある。 

-電気び入ったり切れたりずる。 

•本体か6異常な音、熱、においびずる。 


故障や事故防止のためすぐに使用 
を中止し、電源プラグをコンセン 
1^ 卜か5巧を、「保証とアフター 
サービス」（上記）をお読みの上、 
修理受付センター (131 ぺージ) 
に点検をご巧頼くださし、。 
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受付月〜金目:30〜1狂日0は-日•祝•脾社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
日已2-已 32-1 148 干 4已 1-0 日63名ち屋市西区押切 2-8-1 8 
日己 64-33-7 日80 干 444-0931 岡崎市大手□田： T 字痛田3扫 - 1大す □ ビ'レツジ ‘ B - 1 
059-21 3-6712 〒已] 4-0821 津市垂水已吕2-已 
日 曰 8-274" 己吕日目〒己0 日- 83已曰山 ま 阜市六条江東 1 -1-3 
日 54-237 -已巨 曰]干 422-8 曰34青き岡市駿ミ巧区高ホ公]-目-己 
055-967-8455 〒410-087目ミ召津巿 今巧 12-7 
日日 3422 -140] 干43己-日日42お松市鶴ヶ瀬的41日ビラモデルナ己号 
07日-吕 40-0 已已日 〒白2 日-日吕巨吕 金が市古府3-巨曰-1 K 吕ビ J レ1 F 
07巨-42己-3日27 干93日-821 ] 實山市二□町 1-7-1 
0776-27-1 768 干91 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


♦中部地区 

☆名ち屋サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
まサービス認定店 
岐阜サービス認定店 
詩岡サービス認定店 
沼津サービス認定店 
おおサービス認定店 
金ミ尺サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


受付月〜金9:30〜1狂00け•日•祝•弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曙を受付 9:30-12:00, 1見00〜18:00 (弊社休業曰は除く） 

022 -37 己- 4996 〒目 8 ] -3] 2 ] イ山台市泉区上谷)(リ 6- 1 0-26 
日23- 日]日- 1 日 27 〒日日 0-0 日23 山お市お波]- 8 - 17 

024-991-746 巨〒日日 3-88 目 1 郡山巿鶴見坦 1-9-2 己クレールアヴエニユー伊農第 2 ビル 1 F D 号 
01 9-659-1 895 干 02日-日日 己]盛岡市下太田下 J 11 原]已 3- 1 
01 7-73 己- 吕438 干曰 30-082 1 青森市勝 田吕- 16-10 
01 78-44-33 曰]〒日3 ] -0802 J V 戸市 ル や野 3- 1 6-8 
01 8-8 巨目- 7401 干 01 0-0802 秋田市が姐り障橋の目 346- 1 


♦東北地区 

☆仙台サービスセンター 
山あヴービス認定店 
郡山ヴービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
秋田ヴービス認定店 


FAX 01 1-61 1-5694 
FAX 016巨-5己-72白7 
FAX 01已己 -23-77 己7 
FAX 013呂 -40 -巨473 


受付月〜金9:30〜18:00は-日‘巧-脾な休業日は除く） 

☆拠点は、王曜も受付目:3日〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く) 
干 064 -日 822 札幌市中央区化 2 条西 20-1-3 クワヴワビル 
干 日7日-日8吕1 姐り I 市旭田 T 1 条 1 了目 4吕 8-8 白 
干 080-001 日帯広市西日条南 28 了 目 1-] 

干 041-081 1 函館市富岡町 2-18-7 


•東厅、都内 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
を摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 曰 3-3 白 44-7800 
FAX 042-524 -已947 


受付月〜± 9:30-18:00 ( 日-祝’弊社休業日は除く） 

干]已 己-日032 世田谷 区 代ミ尺 4-2 己- 9 

干] 7日-日日02 豊島区巣鴨 1- 目- 4 第兰久保ビル 1 F 

干 190-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 1 F 


•関東-甲信越地区 

な千葉サービスセンター FAX 日 43-2 日 7-2 日日己 

ネ公戸サービス認定店 FAX 日 47-340-50 已 2 

水戸ヴービス認定店 FAX 〇吕 9-248-1 306 

つくば'サービス言忍定店 FAX 0298 -曰 8- 1369 

☆埼玉サービスセンター FAX 日 48-6 己] -8030 

JI I 越ヴービス認定店 FAX 049-233-6581 

宇都宮ヴービス認定店 FAX 028-6 已 7 -已 882 

群馬サービス認定店 FAX 0270 -22-1 8 己 9 

新漏サービス認定店 FAX 025-374-5756 

を渡サービス指定店橫山電磯商会 FAX 白 2 己 9-6 吕-吕40日 

☆巧奈川サービスセンター FAX 04 己- 943-3788 

横浜：]ヒサービス認定店 FAX 日 4 己-目 43-3] 目己 

神奈川西サービス認定店 FAX 046-231-1 209 

兰ち島ヴービス指定店腊見電機 FAX 日 49 日 4-6-1 246 

ネ公本サービス認定店 FAX 0263 -48-0 巳 7 己 

長野サービス認定店 FAX 02巨-2吕 日-巳 2已日 

甲巧ヴービス認定店 FAX 〇已 5-228-8003 


受付月〜を日:30〜1狂00 (±.曰-巧•解社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:3日〜12:日0、 13:00-18:00 (弊な休業日は除く） 

干 263-日日14 千葉市稲毛 区 作草部町 1 369-1 椎の実八 イツ1 F 
干 270-0021 松戸市 ル 金原 4-日 -23 
干 3 ] 曰- 0844 水戸市住吉町 307 -4 
干 30 日- 0日4 己 つ < ば市梅園 吕 -2-6 
干 33 1-08] 2さいたま 市 化区 曽原町 1-310-1 
干 3 目曰- 0804 川越市下広谷]] 28-1] 

干 321 -日目 12 宇都宮市石井町 3373-] 

干 372-080] 伊勢崎市宮テ町 1 191-17 バサージュ 808 伊勢崎 1 ( 
干 9 己曰- 0 白 82 新漏市堀を内南 1-2 曰- 11 
干 952-1 209 佐渡市金井町千種 1 158-1 

〒吕24-日日37 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベル デュール 茅ヶ崎 
干 224-日日36 横お市都筑区勝 旧 南 1-1 日-17 
干 24吕-日422 ミ毎老名市中新田 4-1 日-巳3 中山 ビル 1 F 
〒1日日- 12] ] 兰宅村大字坪田 

干 39 日-日 8 己 2 お本市大字島立 180 -己パイオニア松本拠点 1 F 
干 38 曰-白 93 巳長里予巿中御所 1 -24 
干 400 -003 己甲府市飯田 4-9-1 4 


サービスステーションリス 



サービス 拠点のご案巧 


サービス拠点への電話は、修理受付センター_でお受けします。（沖縄県の方は沖縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合もございますので、持ち这みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 
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受巧月〜金9:30〜1狂00 (± •日-祝•興社体業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊な休業日は除く） 
082-248-9939 干 730-004] 広島市中区ル的 2-30 第二有楽ビル 1F 
日 86-244-8748 〒7日 0-097 曰岡山市今 8- 1 5-21 
08己 2-22-777 日〒6曰 0- 日曰17松江市西ミ車田4-己 -40 (有）テクピッ N 内 
0849 -3 1 -2791 〒7吕曰 -08 1己福山巿軍?上田： [3- 1 2-9 
0857-29-1 290 〒 680-0061 鳥取市立 J I 旧: T 己-24日-1 
日 834-33 -己7己日〒74已-日0日巨周南市花富町 3-1] 森広事務所 1F 
087-861 -4841 〒 760-0078 高松市今里町 ]- 1日-1 
088-669-607 巨〒77曰-802吕徳島市勝占田： T 中須白 2- 1 
088-802-3321 〒780-曰〇己]高巧市費若町3- 12-13 
089-91 1-已白08 〒791 -801 3松山市山越已 - 1 2-8 


大松ジヨリカ地下1階103号 
晃栄ビル1 F 


受付月〜金9:30〜1狂0日（± .曰-祝.興れ休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 I 3:00〜18:00 (弊な休業日は除く） 
092-41 2-746 日 T 81 2-0016 福岡市博を区博を駅南 2- 1 2-3 
0目 3-94]-83 己4〒8日吕-日044北九州巿か倉北区熊本1 T 目 9-4 植田ビル 1F 
0白 2-4 日]-1巨43 〒8 ] 2-0006 ネ畐岡市 t 善多区上牟田 2-6-7 
09日- 849-46 日6 〒8日 2-8] 4己長崎巿昭和1 T 目] 2-1 日ク U スタル A イツ平野 
096-331 -3323 干 862-0918 貪貨本市花立已了目 14-17 
0目7-己已1 -2049 〒87曰-日921大分市軟原 3-23- 1已曰商ビ J レ101 
日9白-2曰]-38曰3 〒朋曰-曰曰46鹿お島市西田 3-8-24 サこーサイド 2] 1 F 
0白8已 -27-3 136 〒 880-0821 宮崎市浮城田了 98- 1 


参中国-四国地区 

☆広島サービスセンター 

岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービスステーション 
徳島サービス認定店 
高巧サービス認定盾 
松山サービス認定店 


•九州地区 

☆福岡サービスセンター 
化九州 サービス 認定店 
博を サービス 認定店 
長崎 サービス 認定店 
熊本 サービス 認定店 
大分 サービス 認定店 
鹿児島 サービス 認定店 
宮崎 サービス 認定店 


•沖縄県 受付月〜金9:30〜1狂00化-曰.祝-弊な休業曰は除く) 

沖縄ヴービスステーシヨン TEL 0目 8-87 日-1目]0 〒目 01-21 13浦添市大平 2-2 -目 

_ FAX _0日 8-87 日-135吕_ 

平成19年5月現だ 記載内容は、予告な<変更させていただくことびあ D ますので予めご了承<ださい。 


•関西地区 

☆大阪サービスセンター FAX 日6-色31曰-9120 

大阪南ヴービス認定店 FAX 07吕 2-7 己-吕62己 

巧戸サービス認定店 FAX 078-26 日-0832 

9臣路サービス1■ち定店 FAX 。7目2-己1 -26 己巨 

和歌山サービス認定店 FAX 0734-46-3026 

京都サービス認定店 FAX 07日-3日 2-2 己88 

奈良サービス認定店 FAX 日 742-36-871 3 

福知山サービス認定店 FAX 0773 -24 -己37已 


受付月〜金9:30〜1狂00 (± .曰-祝.弊れ休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付江30〜12:00、 13:00-18:00 (弊な休業日は除く） 

干己目4-日〇已2吹田市広是町已 -8 

〒日 93-832 吕硏市西区津久野町 1-8-1 己□-ズマンション] F 
〒巨巳]-曰日日3巧戸市中央区二宮巧1了目 10-1n —レル兰宮ノースアベニュー 1F 
〒671 -0224 姫路巿別所町化 ±4-2 
于641 -0021 和歌山市和歌浦東 3- 1 -25 

〒6日 0-8322 京都市下京区西洞院通五条東南角か柳町日 13-2 五条久保田ビル 1F 
〒巨3日- 8] 32奈良市大森西肛2 1-26 
〒 620-005 已福知山市犠尾新町 2-74 カマ八チマンション 
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く各窓口へのお問いをわせの時のごミ主意> 

市外局番「日日70」で始まる y フ1」ーフォン及び「0120」で始まる 函 フリーダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などか5は、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 ■ PHS などからご利用可能ですが、通話料がかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取0付け•組み含わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜日:3日〜1狂日日、±曜.日曜-祝日日:3日〜] 2:日日、13:日日〜17:日日（势社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■•苗。日日70 — 8日日一8181 -22 ■一般電話日3— 邑4目6— 呂98目 

■ファックス 日3 — 349日一已 7] 8 

■インターネットホームぺージ http;//pi 日 neer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ.メールマガジン登録のご案の.お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場含は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名感ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓口 

• お買い巧めの販売店に修理の依頼が出来ない場を_ 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜日:3日〜]日:日日、±曜■日曜■祝日日:3日〜] 2:日日、13:日日〜18:00 (辩社休業日は除く） 

圓電言舌 ^。] 2。一日一 8] 028 画一巧受電言舌。3-已49目一2023 

■ファックス 函日] 2日一日一 8] 日2日 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

_ ※インタ^ネットによる修理受付对象商品は、家庭用才ーディオ/ビジュアル商品に限りまず _ 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜18:日日（±曜’曰曜’祝曰’弊社休業曰は驗く） 

■-般電話 098 -87 日-1 9] 0 

■ファックス 日 98-87 目一] 352 

部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

夏付時間月曜〜金曜9:3日〜18:日日、±曜■日曜-祝曰目:3日〜12:日日、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 画日] 2日一己一 8] 〇日已 ■一般電話〇已 38-43-1] 己] 

■ファックス 函日12日一已 一8 109目 

平成1目年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L.023 

IIQ n P 1 nnn q 商^口 / j に c 巨1000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性\ 

JiU し〇1 UUU 一-ご魁 □□□ __ D50-5-10-1_AJa | -第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 ( 1相当たりの入 

力電流び20 A1； (下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調 
\波環境目標レベルに適合して設計•製造した製おです。 / 


困つたと去 


131 






困ったとを 


8, 40. 73 

. 44 

....12. 61 

. 已9 

. 36 

.4 R 


プラズマテレビ . 

フ□ントサラウンド-アドバンス 
フ□ントパネル . 

へ、ソドホン . 


アドバンスドサラウンド 

アナ□グ ATT . 

位相 . 

オーディオ調整 . 

才ートセットアップ ...... 

音場補正 . 

音声入力信号 . 


ラウドネスモード . 4已 

U ァパネル . 22 

U スニングモード . 37, ] ]6 

1」モ]ン . 己，17, ] 曰，87,106 

録台/减画 . b 4 


補正力ープ . 己8, 60, 61 

補正時間位置 .68. 69 

保記 . 128 

マルチゾーン . 93 

ミツドナイト . 45 


画質 . 26, 47 

ク□スオーバー周波数 . 77, 78 

群遅延特性 . 8,40,73 

サウンドディレイ . 45 

サウンドレトリバー . 45 

サブウーファー . 77, 78,122 

サラウンドバックスピーカー .43. 63 

残響特性 . 曰9, 68,125 

システムセットアップ . 已8 

周波数位相特性 . 8,40,73 

周波数特性（周波数振幅特性） . 8, 40,已7, 68, 73 

仕様 . 120 

消胃 . 35 

初期設定 . 119 

状態確認（ステータス） . 已6 

スピーカー . 11，24, 43,日7, 63,日2,108 

スピーカーインピーダンス . 25 

ス U - プタイマー . 已6 

ダイアログエンノ V ンスメント . 45 

ダイナ S ックレンジコント□-ル . 46 

他機器連動 . 106 

超低域音声 . 78 

定在波制御 .59. 66 

ディスプレイ . 21 

ディ7- . 56 

デジタル音声 . 33, 36,109 

デジタルノイズ U ダクシヨン . 45 

デュアルモノ . 46 

電源 . 34 

接続]-ド . 115 

I ンコント□-ル . 45 

ドルビー . 110,116 

J くーチヤルサラウンドバック . 43 

バイアンプ接続 . 92 

A イビット/八イサンプリング . 45 

バイワイヤ接続 . 92 

パソコン . 70. 113 

ビデオコンバーター . 26, 48 

K デオ調舊 . 47 


さ < いん 


本機を操作するときのをな用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 


8己 
1已 

7 ’ 

3 


2 8 7 
0 31 
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困ったとを 


アルファベット/数字順 

Acoustic Cal EQ ( Pro .). 已9,色], 68 

Advanced EQ Setup .68,12 已 

Advanced MCACC .68, ] 2 已 

冉 LLCH 冉 D」UST . 色 0,6] 

Auto MCACC . 12,6], 125 

Auto Surround .37,116 

Channel Level . 43, 64, 79 

Custom Menu .61 

DeepColor . 8,已 2 

DIRECT/PURE DIRECT .37.116 

DTS .111,116 

DVD オーディオ .3 已，己2,已 3, 109 

EQ Adjust .67 

EQ Professional .68 

EQ Pro S S-Wave .61 

Fine Channel Level .64 

Fine SP Distance . 巨已 

FRONT ALIGN .60. 61 

Front Bi-Amp .63, 92 

F . S.SURR FOCUS/WIDE .38 

FULL BAND PHASE CONTROL . 8, 40, 73 

F 特 .40. 73 

Group Delay .40, 73 

HDMI . 已 2,115.126 

HDMI Control .98.127 

HDMI コント□-ルモード .98. 127 

iPod .49. 127 

Input Name .84 

Input Setup .83 

Manual MCACC .63 

Manual SP Setup .77 

MCACC Data Check .74 

MCACC Memory Copy .7 已 

MCACC MEMORY .42, 74 

MCACC Memory Clear .76 

Memory Rename .7 已 

MPEG -2 AAC .112.116 

MULTI-ZONE .93 

Neural Surround .114 

OSD Adjustment .86 

Other Setup .8 已 

Output PC .72 

PC 表示機能 .70, 72 

PHASE CONTROL . 8, 40 

Reverb Measurement .68 

Reverb View .68 

S 冉 CD .3 巳， 52, 已 3,109 

SB CH PROCESSING .43 

S 己 ch 処理 .43 

Second Zone .63, 92 

SIGNAL SELECT .36 

Speaker Distance . 色己， 80 

SPEAKERS . 已 7 

Speaker Setting .77 

SR +. 100. 102 

Standing Wave .66 


STANDARD . 

STATUS . 

STREAM DIRECT .. 
Suit Back System 

SYMMETRY . 

THX . 

THX Audio Setting 

TRIM . 

WM 冉 9 Pro . 

X-Curve . 

X . OVER . 

12 VTRIGGER … 
12 V 卜 U ガー . 


.37,116 

. 已已 

. 38, ]] 已 

. 已 3 

. 60,色] 

37,11式11已 

. 82 

. 已7 

. 113 

. 81 

. 77 

. 10已 

. 10己 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/support/ 


このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにあ0 
がとラございました。醉社では、お買い上げいただいたお 
客様に「お客様登録」をお願いしています。上記アドレス 
からご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお 
知5せなどをお届けいたします。なお、左記アドレスは、 
困ったときのよくある質問や香種お問い含わせ先の案内、 
カタ□グや取扱説明書の閱賣など、お客様のお役に立てる 
サービスの提供を目的としたページです。 


イオニア株式会社 

愚] 53-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4蚕1号 


©2 日日7パイオニア株式舍社 
禁無断商載 


< ARA 7245- A > 



